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（
１
）
 

西
周
の
研
究
家
で
あ
っ
た
麻
生
義
輝
の
遺
稿
『
近
世
日
本
哲
学
史
」
（
近
藤
書
店
、
昭
和
Ⅳ
・
７
）
を
旙
読
し
て
い
た
と
き
、
そ
の
中
に
オ
ー
フ
ン
ダ
人
が
出
島
に
お
い
て
演

つ
つ
い

ま
さ
の
り

卜
）
た
素
人
芝
居
に
ふ
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
わ
た
し
は
そ
の
記
事
に
ひ
じ
ょ
う
に
興
味
を
覚
え
た
。
長
崎
奉
行
・
筒
井
和
泉
守
政
憲
（
’
七
七
八
～
一
八
五
九
、
の
ち
江
戸
南

町
奉
行
、
大
目
附
）
が
文
政
三
年
（
一
八
一
一
○
）
十
月
、
任
期
を
お
え
江
戸
へ
帰
る
際
に
、
オ
ラ
ン
ダ
側
が
歓
送
の
意
味
を
も
っ
て
上
演
し
た
も
の
ら
し
い
。

は
じ
め
に

九八七六五四三二
文
政
三
年
の
オ
ラ
ン
ダ
芝
居

「
阿
蘭
芝
居
巻
」
の
中
味
に
つ
い
て

登
場
人
物
た
ち
の
衣
装

オ
ラ
ン
ダ
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
場
所

舞
台
の
構
造
に
つ
い
て

オ
ラ
ン
ダ
芝
居
の
筋
書
に
関
す
る
日
本
側
文
献

オ
ラ
ン
ダ
芝
居
に
関
係
あ
る
蘭
人
の
名
刺

あ
と
が
き

は
じ
め
に

さ
ま
よ
え
る
「
阿
蘭
芝
居
巻
」
（
川
原
慶
賀
筆
）

オ
ラ
ン
ダ
芝
居
の
上
演

オ
ラ
ン
ダ
芝
居
の
素
材

ｌ
川
原
慶
賀
筆
「
阿
藺
陀
芝
居
巻
」
に
つ
い
て

［
資
料
二
川
原
慶
賀
筆
「
阿
蘭
芝
居
巻
」
の
詞
書

［
資
料
二
］
「
鯏
鍬
二
人
猟
師
種
売
娘
」
の
原
本
の
ひ
と
つ

１
円
・
巨
二
ご
…
曰
の
作
禽
盲
薑
（
善
薑
蔚
二
臺
亘
の
原
文
の
一

部
と
宇
田
川
椿
庵
が
謄
写
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
訳

［
資
料
一
一
一
］
円
・
巳
の
シ
ど
の
の
目
曰
の
作
晨
旧
の
鳥
員
、
冒
罵
忌
畠
貝
冒
旧
菖
慧
颪
》
（
「
一
一
人

の
猟
師
と
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
」
）
の
全
訳
（
大
意
）

宮
永

孝
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戸
後
期
の
文
人
）
の
「

ン
ヘ
デ
ュ
ル
デ
ィ
ヒ
（
唾

た
二
つ
の
芝
居
の
筋
書
）

ス
ペ
ー
ル
ハ
イ
ス

こ
の
一
一
つ
の
芝
居
は
、
文
政
一
一
一
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
出
島
の
植
物
園
の
中
に
あ
っ
た
商
館
長
お
よ
び
館
員
の
た
め
の
安
息
所
（
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
の
己
の
①
］
宮
】
の

［
賭
博
場
の
意
］
と
い
う
。
出
島
内
の
南
東
に
位
置
す
る
、
細
長
い
二
階
屋
。
本
稿
で
は
日
本
人
が
描
い
た
出
島
図
に
み
ら
れ
る
文
字
「
花
畑
亭
」
を
用
い
た
）
に
お
い
て

四
度
上
演
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
舞
台
の
正
面
の
幕
に
み
ら
れ
た
文
字
は
、
「
芸
は
長
く
、
命
は
短
し
」
と
い
っ
た
意
の
ラ
テ
ン
語
缶
同
の
］
・
口
彊
ぐ
冨
耳
①
ぐ
】
の
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
っ
た
が
、
麻
生
が
い
う
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

（？』）

文
政
年
間
に
出
島
に
お
い
て
演
じ
ら
れ
た
オ
ー
フ
ン
ダ
芝
居
は
、
お
そ
ら
く
本
邦
初
の
西
洋
芝
居
の
上
演
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
と
き
の
模
様
を
出
島
出
入
り
の

（ｑ〉）
お
う
み
が
わ

絵
師
・
川
原
慶
賀
（
’
七
八
六
～
没
年
不
詳
）
が
描
い
た
絵
巻
物
が
、
現
在
財
団
法
人
「
黒
船
館
」
（
新
潟
県
柏
崎
市
大
字
青
海
川
一
八
一
番
地
）
に
収
蔵
宍
こ
れ
て
い
る
Ｑ

「
黒
船
館
」
は
、
柏
崎
か
ら
直
江
津
に
む
か
っ
て
二
つ
目
の
駅
「
青
海
川
」
で
下
車
し
て
、
十
五
分
ば
か
り
坂
道
を
昇
っ
た
、
眼
下
に
日
本
海
を
の
ぞ
む
丘
陵
の
上
に
あ

る
。
建
物
は
「
柏
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
中
に
あ
る
。
「
黒
船
館
」
は
、
柏
崎
市
内
に
あ
る
呉
服
店
「
花
田
屋
」
の
三
代
目
．
当
主
吉
田
正
太
郎
と
そ
の
実
弟
吉
田

小
五
郎
（
元
慶
応
義
塾
幼
稚
舎
舎
長
、
キ
リ
シ
タ
ン
史
家
）
の
収
蔵
品
を
も
と
に
、
平
成
七
年
（
’
九
九
五
）
に
開
館
し
た
。

こ
の
絵
巻
物
は
、
ど
の
よ
う
な
径
路
を
へ
て
「
黒
船
館
」
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
謎
の
絵
師
川
原
慶
賀
が
描
い
た
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
絵
巻
の
構
図
・

図
柄
・
色
あ
い
・
役
者
の
姿
や
か
た
ち
、
芝
居
の
内
容
等
を
分
析
、
講
究
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か

麻
生
は
「
然
し
て
こ
れ
が
上
演
せ
ら
れ
た
時
、
舞
台
の
正
面
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
一
一
一
一
口
葉
『
芸
は
長
く
、
命
は
短
し
』
（
□
の
尻
目
の
亘
の
］
四
后
》
彦
の
庁
伊
の
ぐ
の
ご
丙
・
【
（
・
）
と
書
か

な
ん
ぽ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
一
一
○
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
麻
生
が
こ
の
一
文
を
書
く
と
き
に
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
の
は
太
田
南
畝
（
’
七
四
九
～
’
八
一
一
一
一
「
江

ち
ち
う
り

戸
後
期
の
文
人
）
の
「
｜
話
一
一
一
一
一
口
」
第
四
十
一
一
一
巻
（
『
綱
湘
家
濁
山
人
全
集
巻
五
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
明
治
Ⅲ
．
。
。
）
に
見
ら
れ
る
「
一
一
人
猟
師
撞
売
娘
」
と
「
オ

お
ら
ん
だ

ン
ヘ
デ
ュ
ル
デ
ィ
レ
」
（
性
急
者
）
」
の
一
一
つ
の
芝
居
の
筋
書
や
、
『
海
表
叢
書
巻
一
一
』
（
更
生
閣
書
店
、
昭
和
３
．
１
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
墹
蘭
演
戯
記
」
（
先
に
述
べ

四
に
入
っ
て
お
り
、
箱
書
に
は
、

わ
た
し
は
先
頃
、
青
海
川
を
訪
れ
、
館
長
大
竹
信
雄
氏
の
格
別
な
計
ら
い
で
慶
賀
の
絵
巻
物
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
絵
巻
は
木
の
箱
（
Ｍ
、
×
脳
皿
厚
さ
７

さ
ま
よ
え
る
「
阿
蘭
芝
居
巻
」
（
川
原
慶
賀
筆
）

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

＊ 
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文政三年のオランダ芝居

た
ち
い
で

や
く

み
な
も
と
の
ま
さ
つ
な
こ
れ
を
う
つ
す

巻
末
に
「
此
段
の
あ
と
に
て
此
夫
婦
の
も
の
立
出
て
し
ば
ら
く
か
の
国
の
躍
（
お
ど
り
‐
－
－
‐
引
用
者
）
を
な
せ
り
」
と
記
し
、
「
源
賢
綱
写
之
」
と
あ
っ
て
、
朱
印

ま
さ
つ
な

が
－
一
つ
押
さ
れ
て
い
る
。
上
の
印
文
は
「
賢
綱
」
と
読
め
る
が
、
そ
の
下
の
印
は
よ
め
な
い
。
源
賢
綱
と
は
い
か
な
る
人
物
か
弘
Ｕ
不
明
で
あ
る
。
長
崎
の
著
名
な
郷
土
史

の
ぞ
き
め
が
ね

家
・
古
賀
十
一
一
郎
は
、
七
枚
の
絵
に
つ
い
て
「
い
ず
れ
も
、
な
か
ノ
ノ
ー
、
～
見
事
な
作
で
、
覗
眼
鏡
式
の
も
の
ら
し
い
。
こ
の
巻
物
の
絵
を
見
る
と
、
あ
た
か
も
百
一
一
十
年
以
前

か
え

し
た
こ
う
も
う
え
ん
ざ

（
５
）
 

の
垂
曰
に
還
り
、
蘭
館
に
入
り
て
、
親
し
く
紅
毛
演
戯
を
み
る
や
う
な
感
が
あ
る
」
と
そ
の
印
象
を
記
し
て
い
る
。

か
の
え
た
つ

慶
賀
が
こ
の
絵
巻
を
つ
く
っ
た
年
代
は
定
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
江
戸
後
期
ｌ
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
文
政
一
一
一
年
庚
辰
年
（
．
｜
八
一
一
○
年
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
時
に

か
ん
す

た
ん
ぽ
く

「
阿
蘭
陀
芝
居
巻
」
に
は
、
巻
子
（
巻
き
軸
で
巻
い
た
ｊ
Ｕ
の
）
仕
立
て
の
絵
（
珊
叩
×
伽
、
）
が
七
枚
描
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
芝
居
を
見
な
が
ら
淡
墨
で
下
書
き
を
何

は
け

枚
も
作
っ
た
の
ち
、
本
紙
（
厚
美
濃
）
の
う
え
に
浄
写
し
、
さ
ら
に
刷
毛
・
彩
色
筆
・
面
相
筆
（
極
細
の
筆
）
を
用
い
て
彩
色
し
た
も
の
で
あ
う
つ
う
。
い
ず
れ
も
オ
ラ
ン
ダ

と
よ
す
け

芝
居
の
代
表
的
な
場
面
を
細
密
描
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
図
の
下
に
慶
賀
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
、
の
①
庁
①
丙
の
日
ロ
○
・
円
目
・
］
・
の
互
斤
の
ｚ
囚
、
囚
の
四
画
（
〃
長
崎
に
お
い
て
登
與
肋

売
娘
」
の
二
つ
の
芝
居
の
筋
書
が
長
々
と
書
い
て
あ
る
。

と
あ
る
。
題
篭
に
は
「
川
原
慶
賀
筆
阿
蘭
陀
芝
居
巻
」
（
墨
筆
）
と
．

ま
き
お

ど
づ

術
口
叩
収
集
家
）
で
あ
る
。
巻
緒
を
ほ
ど
い
て
広
げ
る
と
、
本
紙
に
泥

こ
と
ば
が
き

の
あ
と
に
続
く
の
は
墨
書
の
詞
書
（
長
さ
約
６
ｍ
皿
血
）
で
あ
る
。

詞
書
は
、
本
来
、
画
中
の
内
容
を
説
明
す
る
文
章
の
意
で
あ
る
。

［
慶
賀
の
通
称
］
が
描
い
た
も
の
“
の
意
）
と
記
し
て
い
る
。

「
川
原
慶
賀
筆
阿
蘭
陀
芝
居
図
巻
」

な
い
が
、
お
そ
ら
く
江
戸
後
期
ｌ
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
文
政
三
年
庚
辰
年
（
’
’
八
一
一
○
年
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
時
に

慶
賀
は
一
一
一
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
三
年
後
の
文
政
六
年
（
’
八
一
一
一
一
一
年
）
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
来
日
し
、

ｊ
 

巻居芝
か
れ
は
そ
の
お
抱
え
絵
師
と
な
る
の
で
あ
る
。

陀
１

蘭
繍

オ
ラ
ン
ダ
芝
居
を
描
い
た
こ
の
絵
巻
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
公
文
書
館
や
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
演
劇
研

胴
者

（
６
）
 

鱸轍僅究所にもあることから考、えて、複数模写されたものであろう。慶賀の手を離れたのち、す
ぐ
そ
れ
が
誰
の
手
に
渡
っ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
い
つ
頃
の
こ
と
か
分
ら
な
い
が
、
道
具
屋
（
書
画

鵬柵
（
７
）
 

Ⅱ
Ｉ
 

骨
董
商
）
の
手
に
帰
し
、
そ
れ
を
長
い
間
持
ち
ま
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
い
つ
し
か
浮
世
絵
研
究

い
け
な
が
は
じ
め

（
墨
筆
）
と
あ
る
。
そ
れ
を
書
い
た
の
は
、
池
長
孟
（
’
八
九
一
‐
１
’
九
五
五
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
美

ど
ろ
え
ぐ
（
４
）

｜
本
紙
に
泥
絵
の
具
（
安
価
な
絵
の
具
）
を
用
い
て
細
密
に
描
い
た
み
ご
と
な
泥
絵
が
七
枚
貼
、
ソ
ま
ぜ
て
あ
り
、
そ

が
、
本
稿
で
は
単
に
文
章
の
意
と
し
て
用
い
た
。
泥
絵
の
あ
と
に
、
「
性
急
者
」
と
「
弐
人
猟
師
乳
汁

146（３） 



の
四
度
（
陽
暦
の
日
曜
日
に
二
回
と
金
曜
日
に
一
一
回
）
演
じ
ら
れ
た
。
当
時
、
出
島
の
商
館
長
で
あ
っ
た
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ン
ホ
フ
の
日
記
に
よ
る
と
、
第
一
一
回
目
の

ま
さ
の
り

上
演
の
と
き
、
長
崎
奉
行
・
筒
井
和
泉
守
政
憲
は
、
「
一
人
の
画
家
を
（
今
日
の
一
行
に
）
同
行
さ
せ
て
あ
っ
た
が
、
そ
の
画
家
は
、
将
軍
に
送
る
た
め
に
、
俳
優
た
ち
、
舞

（
皿
）

台
、
な
ら
び
に
様
々
な
動
作
の
す
べ
て
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
」
と
い
う
。
「
一
人
の
画
家
」
（
の
①
ロ
の
、
三
一
Ｑ
の
『
）
と
は
、
川
原
慶
賀
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。

iiii1鍵ｌｉ１１Ｉｉｉｉ蕊lli1ii1Ii鍵 iiliiiili1UiIiiiliii1ll111iiijjiliiii鍵！

出
島
の
館
員
ら
に
よ
る
し
ろ
う
と
芝
居
は
、

i鑿iiiiiiii1ilii鑿ｉｉｉ！

一
八
一
一
○
年
九
月
一
七
日
（
文
政
三
年
間
庚
辰

一
八
一
一
○
年
一
○
月
一
三
日
（
〃
九
月
七
日
）

一
八
二
○
年
一
○
月
二
○
日
（
〃
九
月
十
四
［

一
八
一
一
○
年
一
○
月
二
一
一
日
（
〃
九
月
十
六
口

原慶賀の蘭文による署名。(第１図）にみられる

な
が
み

家
の
落
合
直
成
が
入
手
し
愛
蔵
－
」
て
い
た
。
そ
れ
を
人
か
ら
伝
え
聞
い
た
氷
見
徳
太
郎
（
’
八
九
○
’
一
九
五
○
、
長
崎
生
ま
れ
の
紅
毛
美
術
研
究

（（５） 

家
、
収
集
家
）
は
、
落
合
か
ら
絵
巻
を
ゆ
ず
っ
て
も
ら
っ
た
。
氷
見
は
昭
和
八
年
（
’
九
一
一
一
一
一
一
）
の
一
月
か
ら
一
一
一
月
に
か
け
て
、
雑
誌
「
人
情
地

理
』
に
「
阿
蘭
陀
と
長
崎
女
の
恋
慕
録
」
（
一
月
号
）
と
「
賑
鯛
阿
蘭
陀
芝
居
」
（
三
月
号
）
を
投
稿
し
た
。
か
れ
は
後
者
に
お
い
て
、
芝
居
の
舞

台
幕
の
図
を
一
枚
、
一
一
人
猟
師
乳
汁
売
娘
の
舞
台
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
一
枚
、
記
事
に
計
一
一
枚
の
絵
を
挿
絵
と
し
て
添
え
て
い
る
。
こ
れ
は
紙
面
に
、
オ

（
９
）
 

そ
の
後
、
絵
巻
は
氷
見
の
も
と
か
ら
高
見
沢
某
の
手
に
渡
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
昭
和
八
年
（
一
九
一
一
一
一
一
一
）
六
月
、
八
一
一
一
○
円
も
の
大
金
を
出
し
て

は
じ
め

同
人
か
ら
入
手
し
た
の
が
神
戸
の
池
長
孟
で
あ
っ
た
。
戦
前
ま
で
こ
の
絵
巻
は
、
池
長
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
の
中
に
入
っ
て
い
た
が
、
戦
後
キ
リ
シ
タ

ン
研
究
家
の
吉
田
小
五
郎
（
一
九
○
一
一
～
八
三
）
が
手
に
入
れ
、
同
人
の
死
後
、
甥
の
吉
田
直
太
が
受
け
つ
ぎ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
慶
賀
の
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
絵
巻
の
一
巻
は
、
何
人
も
の
手
を
経
て
黒
船
館
に
収
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
こ
の
絵
巻
は
、
慶
賀

（
皿
）

カ
ピ
タ
ン
ぺ
つ
そ
う
お
い

え
が

ち
ん

の
青
年
期
の
代
表
作
で
あ
り
、
「
忠
実
な
写
生
で
ヤ
マ
」
が
な
い
ば
か
り
か
、
「
田
‐
比
丹
の
別
埜
に
於
て
漬
ず
る
所
の
紅
毛
芝
居
を
画
い
た
者
で
、
珍

ち
ゅ
う
ち
ん
（
ｕ
）

中
の
珍
」
と
い
、
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

台
幕
の
図
を
一
枚
、
二
人
猟
師
乳
汁
売
娘
の
舞
台
一

ラ
ン
ダ
芝
居
の
絵
が
紹
介
さ
れ
た
最
初
で
あ
ろ
う
。

ニ
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
の
上
演

九
月
十
四
日
）

九
月
十
六
日
）

う
る
う
か
の
え
た
つ

閏
庚
辰
八
Ｒ
ｎ
十
一
日
）

(4)１４５ 



文政三年のオランダ芝居
こ
の
記
述
通
り
で
あ
る
と
す
る
と
、
長
崎
奉
行
は
慶
賀
に
芝
居
の
様
子
を
ス
ケ
ッ
チ
さ
せ
、
そ
れ
を
あ
と
で
将
軍
家
へ
の
献
上
品
と
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
絵
師
は
役

者
の
動
き
を
そ
の
場
で
精
密
に
描
き
、
す
ぐ
着
色
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
慶
賀
は
芝
居
を
見
な
が
ら
、
す
ば
や
く
筆
で
下
絵
の
素
描
画
を
た
く
さ

ん
描
き
、
あ
と
で
そ
れ
を
紙
面
に
細
密
に
写
し
と
り
、
彩
色
を
施
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

何
部
つ
く
っ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
献
上
用
に
一
部
、
私
物
用
に
一
部
、
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
人
用
に
川
原
工
房
の
絵
師
ら
に
何
部
か
模
写
さ
せ
た
も
の
か
。
の
ち

に
世
間
に
姿
を
み
せ
、
道
具
屋
の
手
に
渡
っ
た
作
品
は
、
幕
府
へ
の
献
上
品
で
は
な
く
、
慶
賀
が
個
人
用
に
も
っ
て
い
た
作
品
で
あ
っ
た
も
の
か
。

ま
さ
の
り

（
Ⅲ
）
 

の
ぶ
お
き

長
崎
奉
行
・
筒
井
和
泉
守
政
憲
（
文
化
十
四
年
七
月
～
文
政
四
年
一
月
在
任
）
は
同
役
の
間
宮
築
前
守
信
與
（
文
政
元
年
四
月
～
同
五
年
六
月
在
任
）
と
い
っ
し
ょ
に
芝

居
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
に
お
お
よ
そ
の
筋
書
は
見
当
が
つ
い
て
も
、
役
者
の
せ
り
ふ
ま
で
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
筒
井
は
芝
居
の
筋
を
オ
ラ
ン

ダ
語
の
通
詞
に
あ
ら
か
じ
め
訳
さ
せ
、
そ
の
訳
文
を
読
ん
で
は
じ
め
て
芝
居
の
中
味
が
わ
か
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
れ
ど
も
そ
の
た
わ
む
れ
を
な
す
や
そ
の
た
い
は
ざ
っ
す
べ
し
し
か
れ
ど
も
そ
の
こ
と
と
こ
と
ば
の
ご
と
き
は
え
て
し
る
べ
か
ら
ず
こ
こ
に
お
い
て
や
く
し
を
し
て
や
く
す
る
に
わ
ご
を
も
っ
て
こ
の
き
ぐ
を
つ
く
ら
し
め
て
し
か
る
の
ち
そ
の
こ
と
を
は
じ
め
て
り
ょ
う
り
ょ
う
た
り
（
ｕ
）

《
然
為
其
戯
也
、
其
態
可
察
、
而
若
其
事
與
詞
、
不
可
得
而
知
、
於
是
令
鐸
司
、
鐸
以
和
語
、
而
作
此
記
、
而
後
其
事
始
了
々
、
》

（
’
八
二
一
・
三
・
一
）

太
田
南
畝
の
「
増
訂
一
話
一
一
一
一
一
口
」
（
蜀
山
人
全
集
巻
五
）
に
、
「
阿
蘭
陀
俄
狂
一
一
一
一
口
」
の
筋
書
が
一
一
つ
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
性
急
者
」
の
筋
の
最
後
に
「
文
政
四
年
正

月
廿
七
日
写
鯛
山
」
と
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
出
島
で
芝
居
が
上
演
さ
れ
て
ほ
ど
な
く
翻
訳
が
完
成
す
る
と
、
長
崎
奉
行
は
そ
れ
を
早
速
読
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
お
そ
く
と
も
翌
年
の
春
に
は
、
早
く
も
訳
文
の
写
本
が
江
戸
に
た
ど
り
着
き
巷
間
に
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

オ
ラ
ン
ダ
芝
居
を
上
演
し
た
経
緯
、
場
所
、
観
客
、
配
役
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
日
記
（
日
蘭
学
全
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
八

麹
一
い
一
一
一
ｍ
聯
餓
』
雄
松
堂
書
店
、
平
成
９
．
３
）
に
く
わ
し
い
。
第
一
回
目
の
上
演
は
、
一
八
二
○
年
九
月
十
七
日
（
文
政
三
年
閏
庚
辰
八
月
十
一
日
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
ば
ら
く
以
前
か
ら
、
職
員
（
商
館
員
ｌ
引
用
者
）
た
ち
と
フ
ォ
ル
テ
イ
テ
ュ
ー
ド
号
の
積
荷
方
ス
テ
ー
ッ
か
ら
「
ア
ル
ス
・
ロ
ン
ガ
・
虎
イ
ク
・
プ
レ
稲
イ
ス
」
（
芸
術
は
長

（
巧
）

く
、
人
生
は
短
い
）
と
い
う
標
語
の
も
と
に
素
人
芝
居
（
原
語
は
①
の
ロ
｝
】
の
夢
①
す
ず
の
国
］
庁
○
・
口
の
①
］
と
い
う
。
直
訳
す
る
と
〃
趣
味
の
芝
居
〃
の
意
）
を
上
演
し
た
い
と
求
め
ら
れ
て

マ
マ

お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
私
は
許
可
を
訴
え
、
私
の
庭
園
の
家
（
「
花
畑
亭
」
Ｉ
玉
つ
き
な
ど
が
で
き
る
ｌ
引
用
者
）
を
貸
す
こ
と
に
し
た
の
で
、
彼
ら
に
よ
っ
て
上
述
の
住
居

二
八
二
○
年
九
月
）
十
七
日
日
曜
日

変
り
易
い
天
気
、
北
東
の
風
、
曇
天
。

（
中
略
）

144（５） 



つ
い
で
七
日
目
の
一
○
月
一
一
○
日
（
文
政
一
一
一
年
閏
庚
辰
九
月
十
四
日
）
、
三
た
び
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
。
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
日
記
は
い
う
。

だったので、彼らもこれに大変堪能して、驚き、満ち足りた気持ちになった。錆と葱
場
所
は
狭
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
飾
り
付
け
も
芝
居
そ
の
も
の
と
同
じ
ほ
ど
良
好
で
期
待
に
か
な
り
応
え
た
．
乙
名
（
長
崎
の
町
役
人
町
内
の
こ
と
を
つ
か
さ
ど
っ
た
ｌ
引

用
者
）
た
ち
、
通
詞
た
ち
、
お
よ
び
そ
の
他
の
様
々
の
日
本
人
た
ち
が
、
そ
の
た
め
に
奉
行
の
許
可
を
得
て
そ
の
場
に
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
当
地
で
は
前
代
未
聞
の
こ
と

最
後
に
、
そ
の
場
に
ぴ
っ
た
り
の
歌
曲
が
、
こ
の
素
人
劇
団
の
人
々
に
よ
り
合
唱
さ
れ
、
書
記
（
Ｊ
・
フ
ァ
ン
）
オ
ー
フ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
が
、
自
分
の
詩
を
朗
読
し
て
、

（
肥
）

舞
台
は
閉
じ
ら
れ
た
。
そ
の
あ
と
で
私
は
全
員
を
も
て
な
し
、
こ
の
日
は
歌
と
踊
り
で
終
っ
た
。

本
日
の
夕
方
再
び
（
許
可
を
得
て
）
芝
居
愛
好
者
オ
ー
フ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
（
一
等
書
記
ｌ
引
用
者
）
、
Ｈ
・
ス
ミ
ッ
ト
、
パ
ウ
エ
ル
、
Ｌ
・
Ｅ
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
、

お
よ
び
Ｐ
・
デ
ィ
ッ
ク
（
勝
手
方
）
に
よ
っ
て
、
一
一
度
目
の
素
人
芝
居
が
「
気
短
な
人
」
と
い
う
喜
劇
で
始
ま
り
、
「
二
人
の
猟
師
と
ミ
ル
ク
売
り
娘
」
と
い
う
作
品
で
幕
を
閉
じ
た
。

本
日
、
出
島
で
当
番
で
あ
っ
た
現
役
の
検
使
と
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
通
詞
た
ち
等
々
が
同
席
し
た
。
芝
居
は
、
総
じ
て
、
と
り
わ
け
日
本
人
に
は
、
見
事
に
満
足
を
あ
た
え
、

（
Ⅳ
）
 

道
具
や
衣
装
は
適
切
で
し
か
も
趣
味
の
良
い
も
の
で
あ
っ
た
。
例
の
検
使
は
こ
れ
に
た
い
そ
う
ご
満
悦
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
奉
行
に
話
す
つ
も
り
だ
、
と
一
一
一
百
つ
た
。

同
年
一
○
月
一
三
日
（
文
政
三
年
間
庚
辰
九
月
七
日
）
Ｉ
こ
の
日
は
陽
暦
の
金
曜
日
に
あ
た
る
．
午
前
中
、
両
奉
行
は
番
所
砲
台
な
ど
を
訪
れ
、
午
後
は
停
泊
中
の
フ
ォ
ー

テ
ィ
テ
ュ
ー
ド
号
、
つ
い
で
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
・
ゼ
ー
リ
ュ
ス
ト
号
な
ど
を
訪
問
し
た
の
ち
町
に
帰
っ
た
。

同
日
の
夕
刻
、
両
奉
行
の
出
席
の
も
と
に
、
再
び
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
。
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
日
記
は
い
う
。

の
広
間
が
、
そ
』

イ
ッ
セ
ル
（
二
》

に
上
演
さ
れ
た
。

十
三
日
金
曜
日

晴
天
、
強
い
北
風
。
（
中
略
）

そ
れ
に
向
け
て
雰
囲
気
充
分
に
飾
り
立
て
ら
れ
、
本
日
、
積
荷
方
ス
テ
ー
ッ
、
Ｊ
・
Ｆ
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
（
筆
者
頭
）
、
Ｈ
・
ス
ミ
ッ
ト
（
書
記
）
、
さ
ら
に
Ｌ
・
Ｅ
・
フ

（
二
等
書
記
）
や
バ
ウ
エ
ル
（
書
記
）
な
ど
に
よ
っ
て
喜
劇
「
結
婚
の
策
略
」
ま
た
の
名
「
一
一
人
の
兵
士
」
の
幕
が
開
け
ら
れ
、
そ
れ
は
彼
ら
に
よ
っ
て
た
い
へ
ん
上
手

(6)１４３ 



文政三年のオランダ芝居 議
讓

鰯

繊
議
辮
騨

自
国

オ
ラ
ン
ダ
風
の
軽
食
を
、
菓
子
な
ど
も
混
ぜ
｝

よ
う
と
し
た
が
、
手
は
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

二
十
日
金
曜
日

（
旧
）

晴
天
。
中
国
人
た
ち
は
再
び
沖
へ
出
て
行
っ
た
。
四
時
を
ま
わ
っ
た
こ
ろ
、
両
奉
行
は
、
勘
定
方
と
両
秘
書
官
［
家
老
二
人
］
な
ら
び
に
検
使
全
員
等
々
と
と
も
に
や
っ
て
来
た
。

表
門
で
閣
下
方
を
出
迎
え
、
か
び
た
ん
部
屋
で
私
の
挨
拶
を
述
べ
閣
下
方
の
健
康
を
祝
し
た
、
等
々
。
（
中
略
）

も
う
せ
ん

一
ハ
時
半
ご
ろ
閣
下
方
は
、
舞
台
が
た
い
そ
う
趣
味
良
く
設
定
さ
れ
て
い
る
庭
へ
、
そ
し
て
舞
台
の
正
面
に
あ
っ
て
、
い
く
ら
か
高
く
、
絨
毯
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
布
で
飾
ら
れ
、
両

側
か
ら
大
き
な
立
派
な
ガ
ラ
ス
蓋
の
あ
る
燭
台
で
照
ら
さ
れ
て
い
る
彼
ら
の
席
へ
と
お
出
ま
し
に
な
っ
た
。

閣
下
方
は
、
ま
ず
最
初
に
、
習
慣
に
従
っ
て
玉
突
き
部
屋
（
「
花
畑
亭
」
の
こ
と
ｌ
引
用
者
）
ヘ
行
三
荷
倉
役
が
し
ば
ら
く
玉
突
き
を
し
て
見
せ
て
、
楽
し
ま
せ
た
．
そ
の

後
、
私
が
閣
下
方
に
玉
突
き
棒
を
差
し
出
す
と
、
閣
下
方
は
そ
れ
が
気
に
入
り
、
私
に
教
え
ら
れ
て
、
何
突
き
か
し
た
。
私
は
荷
倉
役
と
と
も
に
、
閣
下
方
に
、
若
い
者
た
ち
が
す

で
に
舞
台
衣
裳
に
着
替
え
て
い
る
が
、
階
下
で
す
っ
か
り
準
備
が
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
、
退
屈
し
の
ぎ
に
、
し
ば
ら
く
玉
突
き
を
し
て
い
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
考
え
を
述

べ
た
。

llillll 
そ
の
後
、
閣
下
方
と
そ
の
他
の
人
々
が
席
に
着
き
、
最
初
の
芝
居
（
す
な
わ
ち
「
気
短
な
人
」
）
が
終
り
、
閣
下
方
は
夕
食
の
た
め
二
階
へ
上
が
っ
た
。
こ
こ
で
私
は
閣
下
方
に

ラ
ン
ダ
風
の
軽
食
を
、
菓
子
な
ど
も
混
ぜ
て
出
し
て
も
て
な
し
た
。
閣
下
方
は
す
べ
て
を
注
意
と
驚
き
を
も
っ
て
観
察
し
、
全
部
を
召
し
上
が
り
、
供
の
者
た
ち
に
も
食
べ
さ
せ

UMI 

蘭館の館員が玉突きをする図。

広川獺「長崎見聞録」より。

装
飾
と
い
い
、
衣
裳
と
い
い
、
演
技
と
い
い
、
い
ず
れ
も
本
当
に
期
待
し
て
い
た
よ
り
も
良
か
っ
た
。

最
後
に
、
緑
で
飾
り
、
円
目
、
］
の
①
ぐ
の
。
①
○
・
口
ぐ
の
曰
の
貝
の
ぐ
目
ｚ
自
彊
Ｎ
四
Ｏ
豆
［
両
長
崎
奉
行
万
歳
］
と
書
い
て
あ
る
照

明
具
が
舞
台
へ
運
び
込
ま
れ
、
そ
れ
は
手
拍
子
で
迎
え
ら
れ
た
。

閣
下
方
は
極
め
て
満
足
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
見
た
こ
と
が
な
い
、
彼
ら
自
身
［
日
本
］
の
見
せ
物
や
中
国
人
の
見
せ

物
へ
の
自
負
が
失
わ
れ
た
、
と
述
べ
た
。
若
い
俳
優
た
ち
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

奉
行
筒
井
は
、
芝
居
の
荒
筋
の
完
全
な
翻
訳
文
を
前
も
っ
て
手
に
入
れ
て
お
り
、
自
ら
も
多
く
の
こ
と
を
書
き
留
め
て
い

た
。
九
時
ご
ろ
に
は
す
べ
て
が
終
り
、
両
奉
行
は
ご
機
嫌
で
、
庭
を
抜
け
て
、
（
つ
ま
り
、
二
列
の
照
明
と
、
明
か
り
を
つ

け
た
凱
旋
門
の
間
を
抜
け
て
、
そ
れ
ら
を
私
は
こ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
た
め
に
用
意
さ
せ
て
お
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
避

暑
棟
全
体
と
旗
竿
に
も
同
様
に
私
に
よ
っ
て
照
明
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
）

芝
居
の
準
備
が
で
き
た
の
で
、
閣
下
方
は
再
び
階
下
に
着
席
し
た
。
若
い
芝
居
愛
好
家
た
ち
は
「
二
人
の
猟
師
と
ミ
ル
ク

売
り
娘
」
を
演
じ
、
次
に
歌
と
踊
り
を
混
ぜ
た
パ
ン
ト
マ
イ
ム
が
続
い
た
。
す
べ
て
が
期
待
を
十
二
分
に
満
た
す
も
の
だ
っ

た
。

142（７） 



奉
行
所
の
要
人
だ
け
は
、
観
劇
の
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
が
、
用
人
と
検
使
、
町
年
寄
ら
は
劇
場
が
と
て
も
狭
か
っ
た
た
め
に
場
所
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
か
れ
ら
は
、
商
館
長
ブ
ロ
ム
ホ
フ
に
再
度
の
上
演
を
要
請
し
た
。
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
、
忙
し
か
っ
た
が
、
芝
居
の
施
設
の
ひ
ど
さ
を
味
わ
せ
る
た
め
に
、
願
い
を

聞
き
入
れ
て
や
っ
た
。
十
月
一
一
十
一
一
日
（
文
政
三
年
閏
庚
辰
九
月
十
六
日
）
、
第
四
回
目
の
上
演
が
行
な
わ
れ
た
。

芝
居
が
演
じ
ら
れ
た
建
物
は
、
本
来
、
商
館
長
や
館
員
ら
が
う
さ
を
晴
し
た
り
、
く
つ
ろ
い
だ
り
す
る
遊
戯
場
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
ふ
だ
ん
よ
く
板
張
り
の
一
階
で

［
長
崎
の
］
町
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た
。
表
門
の
と
こ
ろ
で
閣
下
方
と
別
れ
の
挨
拶
を
し
た
が
、
閣
下
方
が
始
め
に
、
も
う
一
度
私
に
礼
を
言
い
、
終
り
に
私
は
［
今
日
の
］
出
来

ね
ん
ご

事
へ
の
適
当
な
感
想
を
添
え
て
挨
拶
し
、
そ
れ
に
は
す
べ
て
懇
ろ
に
返
礼
の
一
一
一
口
葉
が
返
さ
れ
た
。

座
席
を
占
め
た
。
秘
書
官
た
」

閣
下
方
は
［
舞
台
か
ら
の
］

（
［
気
短
な
人
］
）
が
終
る
と
、

ハ
ム
彦
四
目

を
、
第
一
の
も
の
は
秘
書
官
用
に
、
第
一
一
の
も
の
は
検
使
用
に
、
そ
し
て
第
一
一
一
の
も
の
は
町
年
寄
用
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
別
室
に
用
意
し
た
。

一
一
つ
目
の
芝
居
（
［
二
人
の
猟
師
と
ミ
ル
ク
売
り
娘
］
）
の
準
備
が
す
べ
て
整
う
と
、
私
は
閣
下
方
に
声
を
か
け
、
彼
ら
は
再
び
席
に
着
き
、
関
心
を
集
中
し
、
出
演
者
た
ち
に
拍

手
喝
采
を
送
っ
た
。
九
時
ご
ろ
、
芝
居
が
は
ね
る
と
、
閣
下
方
［
用
人
た
ち
］
に
私
の
挨
拶
を
し
、
彼
ら
か
ら
も
あ
り
が
と
う
、
良
か
っ
た
、
驚
い
た
、
と
い
う
言
葉
を
受
け
た
。

そ
の
あ
と
で
、
検
使
と
町
年
寄
も
同
じ
こ
と
を
し
た
。
（
後
略
）

昨
日
の
要
請
に
も
と
づ
い
て
例
の
方
々
が
や
っ
て
来
た
．
秘
書
官
た
ち
（
用
人
の
こ
と
か
ｌ
引
用
者
）
を
最
初
に
か
び
た
ん
部
屋
へ
迎
え
入
れ
た
。
検
使
た
ち
も
そ
う
し
た
・

町
年
寄
た
ち
は
直
接
庭
園
の
家
（
「
花
畑
亭
」
ｌ
引
用
者
）
に
行
三
そ
の
後
に
上
記
の
［
秘
書
官
・
検
死
の
］
一
行
も
同
様
に
そ
の
［
庭
園
の
家
］
建
物
に
向
か
い
、
彼
ら
の

座
席
を
占
め
た
。
秘
書
官
た
ち
は
、
［
先
日
］
奉
行
が
座
っ
た
の
と
同
じ
場
所
に
座
っ
た
が
、
貴
賓
用
の
座
席
と
、
屏
風
以
外
の
装
飾
品
は
取
り
の
け
て
あ
っ
た
。

閣
下
方
は
［
舞
台
か
ら
の
］
距
離
と
彼
ら
の
前
に
座
る
人
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
一
段
と
良
く
見
え
る
よ
う
に
、
椅
子
に
座
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
一
昨
日
と
同
じ
最
初
の
芝
居

（
［
気
短
な
人
］
）
が
終
る
と
、
私
は
閣
下
方
に
、
食
事
を
す
る
よ
う
勧
め
さ
せ
た
。
一
人
一
人
全
員
に
食
事
が
運
ば
れ
た
が
、
私
は
そ
の
他
に
、

（
十
月
）
二
十
二
日
日
曜
日

霧
の
か
か
っ
た
天
気
、
時
々
こ
ぬ
か
雨
。

骨
付
き
の
肉
（
百
ｓ
・
ロ
＆
の
ロ
牛
、
豚
、
羊
の
背
、
肩
、
土

三
種
の
菓
子
（
瞬
鬘
ケ
ー
キ
、
パ
イ
な
ど
ｌ
引
用
者
）

あ
ば
ら
肉
の
切
り
身
１
１
引
用
者
）
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文政三年のオランダ芝居

》「ノニ。 こ
の
記
事
は
『
長
崎
市
風
俗
編
』
（
大
正
Ⅲ
．
Ⅱ
）
の
一
一
八
三
頁
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
が
、
こ
れ
ま
で
原
本
に
つ
い
て
分
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
よ
う
や
く

そ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
出
島
で
は
、
ま
ず
「
性
急
者
」
（
〃
気
短
な
人
〃
）
が
、
つ
い
で
「
二
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」
の
順
で
上
演
さ
れ
た
。
つ
ぎ
に
原
題
を
示
そ

（
卯
）

し
」
よ
め
つ
つ
。

尺
ば
か
り
な
る
臺
有
。
惣
て
羅
紗
を
敷
た
り
」
と
あ
る
。

（
四
）

し
つ
ら

こ
の
遊
戯
場
も
し
く
は
娯
楽
館
は
、
時
代
に
よ
っ
て
形
を
変
え
て
い
る
が
、
当
時
は
Ｌ
字
形
を
し
て
い
た
。
狭
い
場
所
に
舞
〈
ロ
を
設
え
る
こ
と
は
、
さ
ぞ
か
し
困
難
を
伴

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
観
客
は
階
段
下
に
用
意
さ
れ
た
狭
い
席
に
す
わ
っ
て
芝
居
を
み
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

長
崎
奉
行
・
筒
井
政
憲
は
、
第
三
回
目
の
上
演
（
’
八
一
一
○
・
一
○
・
一
一
○
Ⅱ
九
・
一
四
）
ま
で
に
、
芝
居
の
荒
筋
の
完
全
な
訳
文
を
手
に
入
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
か
れ
が
い
つ
そ
れ
を
入
手
し
た
も
の
か
定
か
で
な
い
。
通
詞
ら
が
訳
し
た
芝
居
の
筋
書
の
も
と
の
文
章
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
川
原
慶
賀
の
阿
蘭
陀
芝
居
図
巻
に
あ
る
詞
書
が
か
ぎ
り
な
く
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
い
あ
り
す
べ

尺
ば
か
、
ソ
な
る
臺
有
。
惣
て
羅
紗
を
敷
た
り
」
と
あ
る
。

は
玉
突
き
を
、
畳
を
敷
い
た
二
階
で
は
飲
食
し
な
が
ら
歓
談
に
興
じ
た
り
し
た
。

ひ
ろ
か
わ
か
い

広
川
獺
（
生
没
年
不
詳
、
江
戸
後
期
の
医
師
）
の
『
長
崎
見
聞
録
」
（
寛
政
十
一
一
年
Ⅱ
一
八
○
○
年
刊
）
に
、
こ
の
遊
戯
場
の
玉
突
き
台
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
り
、
そ

こ
の
そ
ば

か
い
お
き

れ
に
は
「
此
花
園
の
傍
に
亭
あ
り
．
の
ほ
る
（
”
高
い
所
”
の
意
か
ｌ
引
用
者
）
に
種
々
の
小
鳥
を
飼
置
た
り
．
又
席
上
に
．
長
さ
試
問
に
横
壹
間
半
ほ
ど
．
高
さ
三
四

太
田
南
畝
の
「
増
訂
一
話
一
一
一
一
一
口
」
に
、

三
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
の
素
材

１４０（９） 



右
の
二
つ
の
演
題
の
う
ち
、
「
性
急
者
」
の
原
作
者
に
つ
い
て
皿

洋
音
楽
史
研
究
家
）
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
。
同
氏
の
研
究
に
上

で
あ
り
、
原
題
は
「
ラ
ン
パ
シ
ァ
ン
」
ｓ
ご
息
口
詩
菖
）
（
〃
短
気

そ
し
て
こ
の
芝
居
を
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
し
た
の
は
、
ピ
ィ
テ
ル

（
Ⅲ
）
 

七
四
～
一
八
一
二
一
一
一
、
警
句
家
・
劇
作
家
、
翻
訳
家
）
で
あ
っ
た
。

リ
に
あ
る
「
ボ
ル
カ
ム
プ
の
邸
内
」
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
〔

１
ト
」
（
目
の
白
日
の
８
８
日
目
目
の
）
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
他
、
日
本
側
の
詞
書
と
異
同
と
つ
く
っ
て
い
る
の
は
、

七
四
～
一

フ
ラ
ン
ス
人
ラ
ン
テ
ィ
エ
の
台
本
は
、
パ
リ
の
国
立
図
書
館
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
と
原
作
と
を
比
べ

て
み
る
と
、
川
原
慶
賀
の
絵
巻
物
に
み
ら
れ
る
詞
書
の
内
容
と
少
々
異
な
る
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。
「
性
急
者
」
と
い
う
芝
居
が
展
開
す
る
主
要
な
舞
台
は
、
パ

リ
に
あ
る
「
ボ
ル
カ
ム
プ
の
邸
内
」
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
作
で
は
、
ポ
ル
シ
ャ
ン
（
団
・
円
盲
目
己
）
と
ダ
モ
ン
ｅ
四
目
・
ロ
）
が
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
「
共
同
ア
パ

か
ね
か

銀
借
し
ポ
ル
カ
ム
プ
ー
ー
ー
ー
ー
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
↓
ユ
リ
ア
の
父
親

ポ
ル
カ
ム
プ
の
娘
ユ
リ
ア
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
↓
未
亡
人
（
①
①
□
の
ぎ
①
ｓ
ご
く
の
）

（
犯
）

裁
判
方
の
書
記
役
ノ
タ
ー
リ
ス
ー
ー
‐
－
－
↓
公
証
人
（
の
①
ロ
の
ｚ
・
画
風
の
）

ダ
ア
モ
ン
の
下
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
ー
ー
ー
ー
↓
ア
ン
ド
レ

［
日
本
語
版
］

［
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
］

ダ
ア
モ
ン
の
召
使
い
ラ
フ
レ
ウ
ル
ー
ー
ｌ
↓
ラ
・
フ
ル
ー
ル
（
Ｆ
囚
司
］
①
貝
）

［
邦
訳
］

［
原
題
］

「
性
急
者
」
…
…
…
…
…
…
…
□
の
。
后
の
目
三
ｍ
の

「
一
一
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」
…
…
□
の
罠
己
の
①
］
目
、
の

八
＝ 

、

警
句
家
・
劇
作
家
、

…
…
□
の
目
言
の
①
］
四
四
ｍ
の
【
の
①
ロ
ケ
の
（
豈
白
①
］
丙
曰
の
亘
①

翻
訳
家
）

の
原
作
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
で
な
か
っ
た
が
、
近
年
中
央
大
学
教
授
・
中
村
洪
介
（
一
九
三
○
～
一
一
○
○
一
、
西

」
。
同
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
原
作
者
は
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
ラ
ン
テ
ィ
エ
（
国
】
の
目
①
同
日
□
わ
。
】
の
□
①
Ｆ
自
画
囚
）

ざ
８
ｓ
詩
菖
）
（
〃
短
気
な
男
子
〃
〃
い
ら
い
ら
男
〃
の
意
）
と
い
う
。

登
場
人
物
の
名
で
あ
り
、
以
下
ま
と
め
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

へ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
・
ウ
ィ
ス
テ
ン
・
ヘ
イ
ス
ベ
ー
ク
（
国
①
庁
の
【
の
①
Ｂ
ａ
口
の
二
】
の
芹
の
口
○
の
］
の
す
の
①
丙
》
’
七

(10）１３９ 



文政三年のオランダ芝居

（
配
）

し
か
し
な
が
ら
、
「
｜
｜
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」
の
芝
居
は
、
ル
イ
・
ア
ン
ソ
ー
ム
Ｆ
ｏ
Ｂ
の
シ
ロ
の
①
四
口
目
の
の
台
本
、
エ
ジ
デ
ィ
オ
・
ロ
モ
ア
ル
ド
・
デ
ュ
ニ
向
、
三
・
用
・
日
○
四
］
ロ
・

（
皿
）

□
巨
已
が
作
曲
し
た
小
唄
入
り
の
喜
劇
「
一
一
人
の
猟
師
と
乳
売
娘
」
（
旧
の
の
烏
冒
ｏ
言
層
ミ
ら
禽
冒
言
慧
》
、
）
と
、
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
１
ヌ
の
寓
話
「
熊
と
一
一
人
の
仲
間
た
ち
」

（
お
）

（
ロ
○
ミ
Ｂ
ａ
詳
賜
□
の
蔦
８
蔦
貰
、
言
曽
の
）
、
「
ミ
ル
ク
売
り
娘
と
ミ
ル
ク
の
入
っ
た
壷
」
（
ド
ロ
ド
ロ
獣
扇
ぎ
負
行
、
ミ
ミ
冒
騨
）
な
ど
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
し
た
の
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
レ
イ
ン
ス
ラ
ー
ヘ
ル
弓
三
】
ご
写
の
臼
】
三
百
の
］
四
ｍ
①
【
（
生
没
年
不
詳
）
で
あ
る
。
こ
の
翻
訳
作
品
は
一
七

（
妬
）

八
一
一
一
年
に
ア
ム
ス
ー
ア
ル
ダ
ム
に
お
い
て
上
梓
さ
れ
た
と
い
う
。
宇
田
川
椿
庵
（
一
七
九
八
～
’
八
四
六
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
）
の
自
筆
稿
本
と
し
て
「
鮒
訓
弐
人
猟
師

乳
汁
売
娘
」
（
和
と
じ
本
の
題
篭
に
こ
の
よ
う
に
あ
る
。
川
、
×
Ⅲ
皿
厚
さ
Ⅲ
、
、
十
一
一
葉
あ
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
虫
く
い
が
あ
る
が
、
文
字
は
比
較
的
鮮
明
で
あ
る
）

と
、
同
人
が
謄
写
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
本
（
墨
書
川
、
×
Ⅲ
、
、
厚
さ
Ⅲ
、
、
一
一
九
頁
）
の
一
部
が
あ
る
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
版
元
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で

孕
め
つ
つ
。

目
量
而
の

］
四
四
ｍ
の
【
の

９
の

目
言
の
①

］
四
四
ｍ
の
［
の

シ
【
の
一
戸
Ｈ
ｐ
Ｑ
巴
⑪

【
旨
Ｏ
耳
の
己
の
の
一
》

Ｒ
ｐ
の
（
Ｎ
四
口
、

シ
［
２
斤
ロ
〕
囚
巴
の

ご
「
』
一
一
一
四
口
〕

の
口
苛

の
ロ
津

』
の

138（11） 
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文政三年のオランダ芝居

左
右
に
は
、
コ
リ
ン
ト
式
の
黒
い
柱
が
二
本
み
ら
れ
、
柱
頭
に
は
ア
バ
ク
ス
花
形
飾
り
が
付
い
て
い
る
。
ま
た
コ
リ
ン
ト
式
の
円
柱
に
は
赤
・
白
・
青
か
ら
成
る
大
き
な

オ
ラ
ン
ダ
国
旗
が
一
一
本
描
か
れ
て
い
る
。
左
右
に
各
一
本
づ
つ
あ
る
国
旗
の
白
地
に
何
や
ら
欧
文
で
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
左
側
に
は
己
シ
Ｈ
三
両
ｚ
○
℃

己
同
Ｑ
三
少
○
○
【
。
旨
□
同
旧
缶
ロ
ヨ
「
閃
向
ｚ
ｍ
Ｈ
閃
田
ご
曰
」
、
右
側
に
「
団
田
自
○
国
○
○
門
。
ｚ
の
国
局
内
ご
同
閃
の
ロ
ヱ
ロ
レ
句
○
円
Ｆ
○
両
の
同
ヨ
ミ
ロ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
オ
ラ
ン
ダ
文
は
、
左
右
あ
わ
せ
て
は
じ
め
て
一
文
を
構
成
す
る
も
の
で
、
意
味
は
「
人
々
が
［
故
国
で
だ
け
で
な
く
］
出
島
に
お
い
て
も
栄
冠
を
求
め
て
競
っ
て
い
る
と

（
配
）

い
う
事
実
は
、
当
地
で
わ
れ
わ
れ
に
恵
み
与
、
え
ら
れ
［
か
つ
］
ア
ポ
ロ
に
捧
げ
ら
れ
た
劇
場
に
よ
り
［
明
ら
か
に
な
る
］
」
と
い
う
意
味
と
の
こ
と
で
あ
る
。

幕
の
ほ
ぼ
中
央
下
に
、
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ
の
よ
う
な
形
を
し
た
香
盤
（
色
は
灰
青
色
）
が
描
か
れ
、
そ
の
真
中
に
オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
紋
章
で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
が
一
一
疋
と
王

冠
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
香
盤
の
台
（
黒
色
）
の
上
に
天
使
が
ひ
と
り
足
を
か
け
て
お
り
、
ま
た
盛
ん
に
火
炎
を
あ
げ
て
い
る
香
盤
の
上
空
で
、
も
う
一
人
の
天
使
が
手
に

花
束
を
差
し
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
左
右
の
円
柱
の
土
台
を
、
あ
た
か
も
へ
そ
の
緒
の
よ
う
に
、
一
本
の
花
飾
り
（
緑
、
ピ
ン
ク
、
黄
か
ら
成
る
）
が
結
ん
で
い
る
。

・
キ
ャ
ン
パ
ス

第
一
図
（
葉
）
は
、
舞
台
の
正
面
図
で
あ
る
。
波
形
の
紺
色
の
幕
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
下
に
厚
手
の
白
い
帆
布
を
十
枚
縫
い
あ
わ
せ
、
巻
い
て
あ
げ
お
る
－
し
す
る

ど
ん
ち
ょ
う

幕
（
椴
帳
）
が
か
か
っ
て
い
る
。
紺
色
の
幕
の
す
ぐ
下
ｌ
中
央
上
部
に
空
色
の
大
き
な
リ
ボ
ン
の
よ
う
な
も
の
が
付
い
て
お
り
、
そ
れ
に
は
ラ
テ
ン
語
の
大
文
字
で

残
念
で
あ
る
。

「
少
閃
の
Ｆ
ｏ
ｚ
の
し
ご
冒
し
団
用
向
く
扇
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

左
右
に
は
、
コ
リ
ン
ト
式
の
黒
い
柱
が
二
本
み
ら
れ
、
柱

オ
ラ
ン
ダ
国
旗
が
二
本
描
か
れ
て
い
る
。
左
右
に
各
一
本

オ
ラ
ン
ダ
芝
居
を
描
い
た
川
原
の
紙
本
泥
絵
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
計
七
枚
あ
る
の
だ
が
、
少
々
虫
く
い
は
あ
っ
て
も
、
色
彩
は
良
好
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
第
一
図

か
ら
第
七
図
ま
で
一
枚
ず
つ
細
か
く
見
て
み
よ
う
。
原
画
は
す
べ
て
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
こ
の
紙
面
に
お
い
て
白
黒
で
し
か
そ
の
色
を
再
現
で
き
な
い
の
が

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
の
意
味
は
、
訳
文
の
ほ
か
に
原
本
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
筋
書
は
熔
庵
蔵
と
な
っ
て
お
り
、

の
原
本
と
も
ど
も
訳
文
の
写
本
（
？
）
を
借
り
出
し
て
謄
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
「
阿
蘭
芝
居
巻
」
の
中
味
に
つ
い
て

熔
庵
蔵

●
 

椿
庵
訳
と
な
っ
て
い
な
い
か
ら
、
お
そ
ら
く
誰
か
ら
か
筋
書

136（13） 



１１１ こ
の
芝
居
は
、
一
一
段
（
二
つ
の
場
面
）
か
ら
成
る
。
舞
台
は
金
貸
し
の
ボ
ル
カ
ン
プ
邸
で
あ
る
。
せ
っ
か
ち
で
気
短
な
主
人
公
ダ
ア
モ
ン
は
、
金
貸
し
の
家
に
宿
泊
し
て

い
る
の
だ
が
、
じ
ぶ
ん
が
身
を
寄
せ
て
い
る
家
の
娘
ユ
リ
ア
を
妻
に
し
よ
う
と
さ
ん
ざ
ん
苦
労
す
る
。
が
、
つ
い
に
め
で
た
く
望
み
を
遂
げ
る
と
い
っ
た
話
で
あ
る
。

初
段
は
、
せ
っ
か
ち
な
ダ
ア
モ
ン
が
、
思
う
よ
う
に
物
事
が
進
展
し
な
い
こ
と
に
業
を
煮
や
し
、
下
男
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
を
叱
り
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
ダ

ア
モ
ン
は
、
こ
の
下
男
に
ユ
リ
ア
の
様
子
を
見
て
く
る
よ
う
に
命
じ
る
が
、
下
男
が
す
ぐ
一
民
ら
な
い
の
で
腹
を
立
て
る
。

雷

ボ
ル
カ
ン
プ
（
金
貸
し
）
…
…
…
…
…
…
…
パ
レ
ラ
ス
・
デ
ィ
ッ
ク
（
文
政
三
年
［
’
八
一
一
○
］
の
夏
来
日
し
た
台
所
係
）

ユ
リ
ア
（
ボ
ル
カ
ン
プ
の
娘
）
…
…
…
…
…
ヘ
ル
マ
ヌ
ス
・
ス
ミ
ッ
ト
（
文
政
一
一
年
［
一
八
一
九
］
度
か
ら
い
る
書
記
）

ノ
タ
ー
リ
ス
（
裁
判
所
の
書
記
）
…
…
…
…
デ
ロ
イ
ト
ル
（
文
政
三
年
［
一
八
一
一
○
］
の
夏
来
日
し
た
小
役
）

IlIlii罰 甑

IillillllliiililIi 
度
か
ら
い
る
書
記
）

第１図一舞台の正面図。

第
一
図
は
、
全
体
か
ら
見
る
と
、
単
純
な
も
の
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
た
り
、
香
盤
が

赤
い
炎
を
吹
き
あ
げ
て
い
る
光
景
は
、
か
な
り
観
客
の
注
意
を
引
い
た
だ
ろ
う
し
、
舞
台
の
異
国
情
調
に
魂
を
う

ば
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
一
一
図
（
葉
）
か
ら
第
四
図
（
葉
）
ま
で
は
、
「
性
急
者
」
ｅ
の
。
□
ぬ
の
目
］
＆
ぬ
①
）
の
芝
居
の
場
景
を
描
い
た

も
の
で
●
あ
る
。

こ
の
芝
居
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

［
役
柄
］

［
役
者
名
］

性
急
者
ダ
ア
モ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
オ
ー
フ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
（
文
政
一
一
一
年
［
’
八
二
○
］
の
夏
来

日
し
た
一
等
書
記
）

ラ
ウ
レ
ウ
ル
（
ダ
ア
モ
ン
の
従
者
）
…
…
…
ル
イ
ス
・
エ
リ
ッ
セ
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
（
文
政
二
年
［
一
八
一
九
］
度
か
ら

い
る
二
等
書
記
）

フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
（
ダ
ア
モ
ン
の
下
男
）
…
…
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
メ
ン
ス
・
バ
ウ
エ
ル
（
文
政
二
年
［
一
八
一
九
］
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文政三年のオランダ芝居

せ
っ
か
ち
な
ダ
ア
モ
ン
は
、
下
男
の
フ
ロ
ン
テ
“

事
な
か
ば
で
奥
へ
下
が
ら
れ
ま
し
た
、
と
答
え
る
。

紙
を
出
す
の
が
早
道
で
あ
る
。

ダ
ア
モ
ン
は
、
ひ
と
り
で
部
屋
で
待
っ
て
い
る
う
ち
に
い
ら
い
ら
し
て
来
る
。
そ
こ
で
下
男
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
を
呼
び
寄
せ
る
と
、
早
く
ポ
ル
カ
ン
プ
を
呼
ん
で
来
い
と

命
じ
る
。
が
、
下
男
の
ほ
う
は
、
主
人
が
せ
わ
し
く
も
の
を
い
っ
た
た
め
、
話
の
要
領
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
殴
ら
れ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
事
は
縁
談
に
か
か
わ
る
た
め
、
ダ
ア
モ
旨

振
り
を
見
せ
ず
、
訴
状
を
取
り
に
部
屋
か
ら
出
て
ゆ
く
。

ダ
ア
モ
ン
は
、
早
速
ペ
ン
を
と
り
手
紙
を
書
き
お
え
る
と
、
下
男
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
を
呼
ん
で
持
た
せ
て
遣
る
。
ダ
ア
モ
ン
は
、
裁
判
所
の
書
記
を
も
呼
び
寄
せ
る
と
、

ボ
ル
カ
ン
プ
の
訴
訟
を
早
く
す
ま
せ
て
欲
し
い
、
費
用
は
ど
の
よ
う
に
か
か
ろ
う
と
、
わ
た
し
が
払
う
、
と
い
う
。
廷
吏
は
承
知
し
て
退
場
す
る
。

や
が
て
ユ
リ
ア
が
、
静
か
に
奥
の
ほ
う
か
ら
出
て
く
る
。
ユ
リ
ア
と
再
会
し
た
ダ
ア
モ
ン
は
、
恋
々
の
情
を
彼
女
に
打
ち
明
け
る
。
そ
の
と
き
か
ね
て
ユ
リ
ア
の
肖
像
画

め
、
そ
の
あ
と
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
っ
て
奥
へ
下
が
る
。

ダ
ア
モ
ン
は
訴
訟
の
世
話
を
た
の
ま
れ
た
こ
と
を
、
ユ
リ
ア
を
物
に
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
そ
の
依
頼
を
聞
き
入
れ
、
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
。
そ

の
と
き
父
親
の
ボ
ル
カ
ン
プ
が
帰
宅
す
る
の
を
見
た
ユ
リ
ア
は
、
父
か
ら
裁
判
の
次
第
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
。
ダ
ア
モ
ン
は
ユ
リ
ア
の
父
と
会
う
と
、
訴
訟
中
の
よ
し
、

わ
た
し
が
力
を
貸
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
と
、
相
手
は
こ
と
の
次
第
を
く
ど
く
ど
語
る
。
せ
っ
か
ち
な
ダ
ア
モ
ン
は
長
話
に
う
ん
ざ
り
す
る
。

し
か
し
、
事
は
縁
談
に
か
か
わ
る
た
め
、
ダ
ア
モ
ン
は
い
ら
い
ら
す
る
気
持
を
押
え
る
。
ボ
ル
カ
ン
プ
は
ダ
ア
モ
ン
の
性
格
を
よ
く
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
素

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
ヘ
ュ
リ
ア
が
姿
を
み
せ
る
。
ダ
ア
モ
ン
は
ユ
リ
ア
と
会
う
や
、
思
い
を
打
ち
明
け
る
が
、
相
手
に
さ
れ
な
い
。
け
れ
ど
ユ
リ
ア
は
係
争
中
の
父
ポ
ル
カ
ン
プ
の
こ
と

を
思
い
だ
し
、
思
い
直
し
て
訴
訟
の
件
で
力
を
貸
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
。
ダ
ア
モ
ン
の
叔
父
は
裁
判
官
で
あ
っ
た
か
ら
、
判
決
に
便
宜
を
は
か
っ
て
も
ら
え
る
か
も
知
れ

父
親
の
ポ
ル
カ
ン
プ
は
、
娘
ユ
リ
ア
に
ダ
ア
モ
ン
の
せ
っ
か
ち
さ
を
悪
し
ざ
ま
に
い
っ
た
の
ち
退
場
す
る
。
ユ
リ
ア
が
ひ
と
り
い
る
所
に
ダ
ア
モ
ン
の
下
男
フ
ロ
ン
テ
ィ

ン
が
や
っ
て
来
て
、
主
人
ダ
ア
モ
ン
が
あ
な
た
に
お
会
い
し
た
い
、
と
申
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
か
、
と
尋
ね
る
。
ユ
リ
ア
は
ま
ず
父
の
心
を
な
だ

第
二
段
目
。

そ
の
と
き
、
あ
る
考
え
が
ダ
ア
モ
ン
の
頭
に
浮
ぶ
。
ユ
リ
ア
と
の
縁
談
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
訴
訟
の
件
で
便
宜
を
は
か
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
裁
判
官
で
あ
る
叔
父
に
手

下
男
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
に
一
一
一
一
口
い
つ
け
た
使
い
の
返
事
を
待
ち
き
れ
ず
、
ユ
リ
ア
の
返
事
は
ど
う
で
あ
っ
た
と
、
下
男
に
聞
く
と
、
彼
女
は
返
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た
け

第
一
一
葉
は
、
ボ
ル
カ
ム
プ
邸
の
屋
内
の
図
で
あ
り
、
舞
台
中
央
の
左
側
に
ダ
ア
モ
ン
、
右
側
に
１
Ⅱ
ソ
ア
が
立
っ
て
い
る
。
ダ
ア
モ
ン
は
思
い
の
丈
を
彼
女
に
ぶ
ち
ま
け
、

彼
女
の
方
も
悩
み
ご
と
を
打
ち
明
け
、
ダ
ア
モ
ン
の
助
け
を
借
り
よ
う
と
す
る
。

し
も
そ
で

白
い
鍛
帳
は
巻
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
絵
の
中
央
奥
に
う
す
い
黄
褐
色
の
壁
と
窓
が
一
一
つ
、
大
き
な
贋
Ｉ
ア
が
み
ら
れ
、
そ
の
左
右
に
椅
子
が
一
一
つ
置
か
れ
、
下
袖
と
上
袖

か
が
み

（
舞
台
の
両
わ
き
の
部
分
）
に
は
、
壁
を
模
し
た
う
す
い
紫
色
と
黄
褐
色
の
屏
風
式
の
鏡
（
立
て
の
道
具
）
が
一
二
枚
立
て
て
あ
り
、
そ
こ
に
は
窓
と
絵
が
一
一
枚
み
ら
れ
る
。

こ
と
ば
を
聞
い
て
驚
く
が
、
半
信
半
疑
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ポ
ル
カ
ム
プ
は
、
娘
の
縁
談
を
ゆ
る
す
様
子
を
み
せ
よ
う
と
し
な
い
の
で
、
ユ
リ
ア
は
父
に
む
か
っ
て
、

裁
判
に
勝
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
ダ
ア
モ
ン
の
計
ら
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
縁
談
を
断
わ
る
と
義
理
が
立
た
な
い
、
と
い
う
。

娘
が
じ
ゅ
ん
じ
ゆ
ん
と
説
く
こ
と
ば
を
聞
い
て
い
た
ポ
ル
カ
ム
プ
は
、
や
が
て
そ
の
理
に
伏
し
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
る
書
記
に
、
娘
ユ
リ
ア
と
ダ
ア
モ
ン
と
の
結
婚
契

約
書
を
書
か
せ
て
、
め
で
た
く
幕
は
下
り
、
｜
同
奥
に
退
が
る
。

第
二
図
。

蕊
１
口
ｌ
鰯
■
一

第２図一ポルカムプ邸の屋内の図。

を
描
く
よ
う
依
頼
し
て
お
い
た
絵
描
き
が
部
屋
に
入
っ
て
き
て
、
絵
筆
を
と
っ
て
画
き
は
じ
め
る
。
ダ
ア
モ
ン
は

画
家
が
似
顔
を
描
く
の
を
見
て
い
る
と
、
い
ら
い
ら
し
て
く
る
。

そ
の
と
き
下
男
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
が
叔
父
の
返
事
を
持
っ
て
き
た
の
で
、
早
速
ひ
ら
く
と
、
勝
訴
と
あ
り
、
ダ

ア
モ
ン
は
大
い
に
よ
ろ
こ
ぶ
。
す
ぐ
に
ボ
ル
カ
ム
プ
を
呼
び
、
そ
の
手
紙
を
相
手
に
み
せ
る
。
文
面
に
は
ポ
ル
カ

ム
プ
は
容
貌
も
よ
い
上
に
聡
明
で
あ
る
、
一
件
落
着
ひ
じ
ょ
う
に
め
で
た
い
と
、
認
め
て
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ポ
ル
カ
ム
プ
は
、
文
中
に
あ
る
容
貌
が
よ
い
と
い
う
字
句
を
ふ
し
ぎ
に
思
い
、
鏡
に
じ
ぶ
ん
の
顔
を

写
し
て
み
る
。
こ
れ
は
ダ
ァ
モ
ン
が
叔
父
に
送
っ
た
手
紙
の
中
で
、
ユ
リ
ア
は
美
貌
の
女
性
で
あ
る
、
と
書
く
べ

き
と
こ
ろ
、
ポ
ル
カ
ム
プ
と
間
違
っ
て
書
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
。

折
し
も
裁
判
所
か
ら
書
記
が
、
書
付
け
を
も
っ
て
や
っ
て
来
る
。
そ
れ
に
は
ガ
ラ
ヒ
ン
を
相
手
と
し
た
訴
訟
に

勝
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ル
カ
ム
プ
は
大
い
に
よ
ろ
こ
ぶ
。
ボ
ル
カ
ム
プ
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
早
く
判

決
が
出
た
の
か
、
裁
判
所
の
書
記
に
尋
ね
る
が
、
相
手
は
秘
し
て
語
ら
な
い
。

こ
の
と
き
ダ
ア
モ
ン
は
、
勝
訴
を
取
ら
せ
た
の
は
外
な
ら
ぬ
わ
た
し
で
あ
る
、
と
い
う
。
ボ
ル
カ
ム
プ
は
そ
の
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あ
る
。
が
、
登
場
人
物
が
五
名
描
か
れ
て
い
る
。
正
面
に
む
か
っ
て
左
か
ら
ダ
ア
モ
ン
、
裁
判
所
の
書
記
、
絵
描
き
、

身
を
乗
り
だ
す
よ
う
に
し
て
手
紙
を
読
ん
で
い
る
。

外
舞
台
は
板
敷
き
で
あ
り
、

「
性
急
者
」
の
つ
ぎ
に
上
演
さ
れ
た
出
し
物
は
、
「
二
人
の
猟
師
と
ミ
ル
ク
売
り
娘
」
で
あ
る
。
こ
の
芝
居
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

［
役
柄
］

［
役
者
名
］

猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
（
仏
・
ギ
ョ
）
…
…
・
…
：
…
…
…
…
オ
ー
フ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
（
文
政
一
一
一
年
［
’
八
二
○
］
の
夏
来
日
し
た
一
等
書
記
）

同
コ
ラ
ス
（
仏
・
コ
ラ
）
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
ル
イ
ス
・
エ
リ
ッ
セ
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
（
文
政
一
一
年
［
’
八
一
九
］
度
か
ら
い
る
一
一
等
書
記
）

う
す
い
茶
色
で
塗
ら
れ
て
い
る
。

＊ 

第３図一ボルカムプ邸の屋内の図。

下袖と上袖に`書きもの机'が二つ置かれている。

第４図一ボルカムプ邸の屋内の図。

登場人物が５名描かれている。

第
三
図
。

第
三
葉
の
舞
台
の
図
柄
は
、
第
一
一
図
と
ほ
と
ん

ど
変
ら
な
い
が
、
舞
台
中
央
の
奥
に
あ
る
ド
ア
の

左
右
に
あ
っ
た
椅
子
が
姿
を
消
し
、
代
わ
っ
て
下

袖
と
上
袖
に
書
き
も
の
机
（
色
は
左
が
青
、
右
が

緑
色
）
が
二
つ
置
か
れ
て
い
る
。
下
袖
の
机
に
む

か
っ
て
叔
父
（
裁
判
官
）
宛
の
手
紙
を
書
い
て
い

る
の
は
ダ
ア
モ
ン
、
そ
の
う
し
ろ
に
い
る
の
が
ダ

ア
モ
ン
の
下
男
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
、
そ
し
て
帽
子
を

手
に
し
立
っ
て
い
る
男
が
裁
判
所
の
書
記
で
あ
る
。

第
四
図
。

第
四
葉
の
舞
台
の
図
柄
は
、
第
三
図
と
同
じ
で

ユ
リ
ア
、
ボ
ル
カ
ム
プ
で
あ
る
。
ボ
ル
カ
ム
プ
は
、
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容
貌
を
み
て
心
が
う
ご
き
、
女
房
に
し
た
い
と
思
う
。

「
性
急
者
」
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
第
一
図
（
舞
台
の
正
面
図
）
が
あ
る
。
椴
帳
が
巻
き
あ
が
り
、
開
演
と
な
る
。
初
段
は
、
二
人
の
猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
と
コ
ラ
ス
が
、

熊
狩
り
に
出
か
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
仲
間
の
コ
ラ
ス
が
山
深
く
わ
け
入
っ
て
い
る
間
に
、
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
ペ
ル
レ
ッ
テ
と
出
会
い
、
そ
の
美
し
い

婚
す
る
と
い
っ
た
話
で
あ
る
。

こ
の
芝
居
も
二
段
（
二
つ
の
場
三

し
よ
う
と
す
る
が
、
娘
は
な
か
な
正

じ
つ
は
こ
の
娘
、
騎
士
な
る
人
〈

取
っ
た
行
動
を
後
悔
し
、
娘
を
旅
〈

な
り
、
や
が
て
乳
売
り
娘
と
な
る
。

る
人
間
と
な
る
、
と
い
う
。

猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
、
さ
か
ん
に
ペ
ル
レ
ッ
テ
を
く
ど
き
落
そ
う
す
る
が
、
娘
は
い
っ
こ
う
に
な
び
か
な
い
。
ペ
ル
レ
ッ
テ
は
い
う
。
わ
た
し
は
あ
な
た
よ
り
ず
っ
と
富

Ｐ
 

め
る
者
だ
か
ら
、
猟
師
ふ
ぜ
い
と
一
緒
に
な
る
な
ん
て
思
い
も
よ
ら
な
い
、
と
。
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
、
我
も
ま
た
熊
の
皮
を
売
っ
て
、
金
も
う
け
を
す
れ
ば
、
汝
よ
り
も
富
め

い
ま
は
す
っ
か
り
改
心
し
た
騎
士
の
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
は
、
部
下
を
連
れ
て
ペ
ル
レ
ッ
テ
を
捜
索
す
る
た
め
の
旅
に
出
、
つ
い
に
た
ず
ね
慕
う
娘
を
み
つ
け
、
め
で
た
く
結

牛
乳
売
り
娘
ペ
ル
レ
ッ
テ
（
仏
・
ペ
ル
レ
ッ
ト
）
…
…
ヘ
ル
マ
ヌ
ス
・
ス
ミ
ッ
ト
（
文
政
二
年
［
’
八
一
九
］
度
か
ら
い
る
書
記
）

リ
ダ
ー

騎
士
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
：
：
…
…
オ
ー
フ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
（
一
一
役
）

士
卒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
メ
ン
ス
・
バ
ウ
エ
ル
（
文
政
一
一
年
［
一
八
一
九
］
度
か
ら
い
る
書
記
）

同
．
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｜
番
船
小
役
シ
イ
モ
ン

同
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
在
留
小
役
ス
ミ
ツ
ト

デ
ウ
ィ
ル
デ

同
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
。
：
…
…
…
・
同

娘
ペ
ル
レ
ッ
テ
の
父
…
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
デ
イ
キ
（
デ
ィ
ッ
ク
、
文
政
一
一
一
年
［
一
八
一
一
○
］
の
夏
来
日
し
た
者
）

騎
士
な
る
人
の
子
女
で
あ
っ
た
が
、
父
の
同
輩
の
騎
士
（
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
と
い
う
者
）
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
駆
け
落
ち
し
た
。
相
手
の
男
は
じ
ぶ
ん
が

し
、
娘
を
旅
の
途
中
で
捨
て
て
し
ま
う
。
男
に
捨
て
ら
れ
た
ペ
ル
レ
ッ
テ
は
、
旅
路
を
さ
す
ら
う
う
ち
に
、
あ
る
一
軒
の
農
家
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
に

三
つ
の
場
面
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
『

娘
は
な
か
な
か
な
び
こ
う
と
は
し
な
い
。

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
物
語
は
猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
が
、
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
ペ
ル
レ
ッ
テ
に
一
目
惚
れ
し
て
以
来
、
彼
女
を
女
一
房
に
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ギ
リ
ョ
ッ
ト
の
服
は
、
森
の
中
を
駆
け
ま
わ
っ
た
た
め
に
ズ
タ
ズ
タ
に
破
け
て
い
る
。
か
れ
は
仲
間
の
コ
ラ
ス
を
捜
そ
う
と
す
る
が
見
当
ら
な
い
。
け
れ
ど
コ
ラ
ス
の
帽

子
が
落
ち
て
い
る
の
を
偶
然
み
か
け
る
と
、
き
っ
と
熊
に
さ
ら
わ
れ
た
に
違
い
な
い
と
思
う
。
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
、
コ
ラ
ス
ひ
と
り
を
死
な
せ
て
は
気
が
す
ま
な
い
、
我
も
共

に
死
の
う
と
決
心
す
る
。

猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
、
熊
が
去
る
と
、
コ
ラ
ス
を
介
些

ル
レ
ッ
テ
が
再
び
登
場
す
る
。
大
事
な
牛
乳
を
入
れ
る
｜

こ
ち
ら
の
方
に
来
る
の
を
見
て
、
木
陰
に
身
を
か
く
す
。

山
深
く
入
っ
て
い
た
ギ
リ
ョ
ッ
ト
の
相
棒
の
コ
ラ
ス
は
、
熊
に
追
い
か
け
ら
れ
、
息
も
絶
え
絶
え
に
駆
け
寄
っ
て
く
る
と
失
神
す
る
。
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
そ
の
様
を
み
て
大

い
に
驚
ろ
き
、
木
に
よ
じ
登
っ
て
難
を
避
け
よ
う
と
す
る
。
熊
は
コ
ラ
ス
の
体
を
か
ぎ
ま
わ
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
姿
を
消
す
。

猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
、
熊
が
去
る
と
、
コ
ラ
ス
を
介
抱
し
た
の
ち
、
行
方
不
明
の
犬
を
さ
が
す
た
め
に
山
へ
入
る
。
コ
ラ
ス
は
あ
る
小
屋
の
中
に
難
を
さ
け
て
い
る
。
ペ

ル
レ
ッ
テ
が
再
び
登
場
す
る
。
大
事
な
牛
乳
を
入
れ
る
壷
を
こ
わ
し
て
し
ま
っ
た
と
、
歎
き
の
歌
を
う
た
い
な
が
ら
や
っ
て
く
る
。
が
、
む
こ
う
か
ら
あ
の
ギ
リ
ョ
ッ
ト
が

し
か
し
、
ペ
ル
レ
ッ
テ
は
猟
師
の
こ
と
ば
に
耳
を
貸
さ
ず
、
立
ち
去
る
。

第５図一猟師ギリヨットがミルク売りの娘ペルレッテと出会う図。
そ
こ
で
小
屋
に
釘
を
打
ち
、
ロ
ー
プ
を
下
げ
、
そ
れ
で
首
を
つ
っ
て
死
の
う
と
し
た
と
き
、
小
屋
は
く
ず
れ
、
そ

の
中
か
ら
コ
ラ
ス
が
こ
ろ
げ
出
て
き
た
の
で
大
騒
き
と
な
る
。
ペ
ル
レ
ッ
テ
は
、
そ
の
様
を
み
て
、
汝
ら
は
熊
を
仕

損
じ
る
し
、
こ
の
て
い
た
ら
く
は
何
か
と
い
う
。
す
る
と
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
、
た
し
か
に
私
は
熊
を
射
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
け
れ
ど
汝
も
大
切
な
壷
を
こ
わ
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
い
ま
は
ど
ち
ら
も
富
者
で
あ
る
、
と
か
ら

か
い
、
つ
い
で
我
が
妻
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
。

や
が
て
コ
ラ
ス
は
、
熊
の
皮
を
得
そ
こ
な
っ
た
歌
を
う
た
い
、
ギ
リ
ョ
ッ
ト
、
ペ
ル
レ
ッ
テ
も
そ
れ
ぞ
れ
歌
を
う

た
い
な
が
ら
立
ち
去
る
。
ペ
ル
レ
ッ
テ
は
ひ
と
り
歌
を
う
た
い
終
る
と
、
恋
人
の
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
か
ら
も
ら
っ
た
ロ

ケ
ッ
ト
を
取
り
だ
し
、
恋
人
の
つ
れ
な
さ
を
大
い
に
歎
き
、
や
が
て
そ
の
装
身
具
を
地
べ
た
の
上
に
置
く
と
、
草
花

を
つ
み
、
そ
れ
を
ま
き
ち
ら
し
か
け
、
か
た
わ
ら
に
身
を
伏
せ
る
。

楽
器
の
演
奏
は
あ
る
が
、
セ
リ
フ
の
な
い
パ
ン
ト
マ
イ
ム
が
つ
づ
く
。
騎
士
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
は
、
出
奔
中
、
見
捨

て
た
ペ
ル
レ
ッ
テ
の
こ
と
が
心
に
ひ
っ
か
か
っ
て
お
り
、
大
い
に
悔
い
て
い
る
。
や
が
て
じ
ぶ
ん
の
非
を
悟
り
、
翻

第

｜
幕
。
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し
て
い
る
の
は
、
猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
と
娘
ペ
ル
レ
ッ
テ
で
あ
る
。

き
り
だ

舞
台
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
何
の
木
だ
か
わ
か
ら
な
い
が
立
木
の
〃
切
出
し
〃
（
板
な
ど
を
切
り
抜
き
、
彩
色
し
た
も
の
）
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
－
し
ろ
に
薄
い
灰
青
色
の
ョ

１
ロ
ッ
パ
の
教
会
の
尖
塔
と
円
形
の
木
立
（
黄
緑
色
）
、
さ
ら
に
ピ
ン
ク
色
の
壁
を
も
つ
、
わ
ら
ぶ
き
屋
根
の
小
屋
が
描
か
れ
て
い
る
。

か
が
み

下
袖
の
〃
鏡
〃
（
屏
風
式
の
立
て
の
道
具
）
に
は
、
異
国
風
の
樹
木
（
ヤ
、
ン
の
木
か
）
と
動
物
や
鳥
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
正
面
の
切
出
し
の
前
で
む
き
合
っ
て
話
を

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ペ
ル
レ
ッ
テ
は
愛
憎
の
念
に
打
ち
ひ
し
が
れ
、
一
一
一
一
口
葉
な
く
、
た
だ
涙
ぐ
む
。

タ
ン
ケ
レ
ー
ト
は
ペ
ル
レ
ッ
テ
の
父
の
前
に
ひ
ざ
ま
づ
く
と
、
こ
れ
ま
で
の
過
ち
を
わ
び
、
彼
女
と
の
結
婚
の
ゆ
る
し
を
請
う
。
父
親
は
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
の
罪
を
ゆ
る
し
、

結
婚
し
て
も
よ
い
と
い
う
。
や
が
て
士
卒
ら
は
こ
の
国
の
慣
習
に
従
っ
て
、
花
嫁
と
花
婿
の
頭
の
う
え
に
花
環
か
け
て
や
る
。
そ
し
て
一
同
、
「
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
と
ペ
ル
レ

ッ
テ
を
万
世
ま
で
こ
と
ほ
ぐ
」
と
書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
立
て
な
が
ら
、
退
場
す
る
。

第
五
図
。

第６図一失神した猟師． ラスとその体をかぎまわっている熊。

第７図一ペルレッテの父に許しを請うている

タンケレートとその部下の図。

そ
の
か
た
わ
ら
の
草
む
ら
に
寝
入
っ
て
い
る
娘
が

い
る
の
で
、
よ
く
見
る
と
、
何
ん
と
じ
ぶ
ん
が
捜
し

て
い
る
ペ
ル
レ
ッ
テ
で
あ
る
の
で
、
ま
た
も
や
び
っ

く
り
仰
天
し
て
し
ま
う
。
そ
の
と
き
猟
師
コ
ラ
ス
と

と
も
に
人
品
卑
し
か
ら
ぬ
老
人
が
や
っ
て
く
る
。

そ
の
者
は
彼
女
を
助
け
起
そ
う
と
す
る
と
、
士
卒

に
防
げ
ら
れ
る
が
、
程
な
く
ペ
ル
レ
ッ
テ
の
父
親
で

然
と
悔
い
改
め
た
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
は
、
コ
ル
レ
ッ

テ
、
汝
を
慕
う
も
の
こ
こ
に
あ
り
」
と
記
し
た
プ
ラ

カ
ー
ド
を
も
っ
た
士
卒
ら
と
諸
処
方
々
を
尋
ね
あ
る

く
が
、
当
地
に
来
て
偶
然
ロ
ケ
ッ
ト
が
路
上
に
落
ち

て
い
る
の
を
見
て
、
大
い
に
お
ど
ろ
く
。
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は
き
も
の
は
、
く
る
ぶ
し
の
少
し
上
ま
で
あ
る
短
い
黒
色
の
ス
パ
ッ
ツ
（
英
・
の
己
昌
の
》
仏
・
唱
］
の
甘
の
）
で
あ
る
。
ユ
リ
ア
は
、
ビ
ロ
ー
ド
製
の
黄
色
の
帽
子
（
ピ
ー
タ
ー

パ
ン
・
ハ
ッ
ト
の
よ
う
で
も
あ
る
）
を
か
ぶ
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
羽
根
が
突
き
出
て
い
る
。
真
紅
の
長
い
ス
カ
ー
ト
を
は
き
、
ギ
リ
シ
ャ
風
の
長
そ
で
（
う
す
青

色
）
の
付
い
た
長
衣
の
よ
う
な
も
の
を
着
用
し
て
い
る
。
は
き
も
の
は
黒
色
の
ス
パ
ッ
ツ
で
あ
る
。

そ
で

第
一
二
図
に
お
い
て
、
ダ
ア
モ
ン
は
黒
色
の
燕
尾
服
を
着
、
紺
色
の
脚
衣
を
は
い
た
服
装
で
、
青
色
の
机
の
上
で
手
紙
を
か
い
て
い
る
。
そ
の
う
し
ろ
で
、
緑
色
の
衿
、
帯

の
付
い
た
シ
ャ
ツ
を
着
、
灰
色
の
長
ズ
ボ
ン
（
仏
．
ご
目
三
目
）
（
緑
色
の
す
じ
が
入
っ
て
い
る
）
を
は
い
た
下
男
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
が
立
っ
て
い
る
。
は
き
も
の
は
、
白
い

え
り

「
性
急
者
」
の
第
一
一
図
に
お
い
て
、
ダ
ア
モ
ン
と
ユ
リ
ア
が
向
き
あ
っ
て
立
っ
て
い
る
。
ダ
ア
モ
ン
は
、
茶
色
の
短
髪
で
あ
る
。
服
装
は
、
高
い
衿
の
つ
い
た
黒
色
の
燕

き
Ｕ

尾
服
（
仏
．
【
国
、
）
を
着
、
紺
色
の
脚
衣
（
仏
・
目
｝
・
写
の
）
を
着
用
し
、
白
色
の
靴
下
を
用
い
て
い
る
。
衿
や
胸
元
か
ら
は
、
や
わ
ら
か
い
生
地
製
の
胸
飾
り
（
仏
．
］
弓
・
芹
）

を
み
せ
て
い
る
。

る
◎ 

舞
台
の
背
景
は
、
第
五
図
と
お
な
じ
で
あ
る
が
、
正
面
の
立
木
の
切
出
し
の
う
え
に
ギ
リ
ョ
ッ
ト
が
お
り
、
木
の
根
元
ち
か
く
に
失
神
し
た
男
コ
ラ
ス
が
い
る
。
そ
し
て

そ
の
体
を
か
ぎ
ま
わ
っ
て
い
る
熊
（
赤
い
大
き
な
舌
を
出
し
て
い
る
）
な
ど
が
細
密
に
描
か
れ
て
い
る
。

左
肩
に
赤
い
た
す
き
を
か
け
、
腰
に
緑
色
の
幅
広
の
帯
を
ま
き
、
手
に
槍
を
も
っ
た
士
卒
が
六
名
、
士
官
が
一
名
描
か
れ
て
い
る
。
黒
い
上
着
を
着
、
真
紅
の
パ
ン
タ
ロ

ン
を
は
き
、
黒
衣
の
老
人
の
前
で
身
を
か
が
め
て
い
る
の
は
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
。
老
人
の
う
し
ろ
で
黒
い
上
着
と
赤
い
シ
ャ
ツ
を
着
、
銃
を
一
眉
に
か
け
、
腰
に
刀
を
さ
し
灰
色

の
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
る
の
は
猟
師
の
コ
ラ
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
脇
に
立
っ
て
い
る
の
は
娘
ペ
ル
レ
ッ
テ
で
あ
る
。

彼
女
は
濃
紺
の
上
着
に
、
真
紅
の
ス
カ
ー
ト
を
は
き
、
さ
ら
に
長
い
黒
い
前
掛
を
か
け
て
い
る
。
こ
の
さ
い
ど
の
場
面
の
絵
は
、
派
手
や
か
な
色
ど
り
で
描
写
さ
れ
て
い

に
描
か
れ
て
い
る
。

五
登
場
人
物
た
ち
の
衣
装

舞
台
の
背
景
は
、
第
六
図
と
ほ
ぼ
お
な
じ
で
あ
る
。
が
、
正
面
に
む
か
っ
て
右
の
袖
に
何
や
ら
小
枝
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
、
ま
た
そ
の
近
く
に
ロ
ケ
ッ
ト
が
大
き
目

第
七
図
。

第
六
図
。
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靴
下
（
右
足
）
と
黒
色
の
短
靴
（
左
足
）
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

え
り

第
五
図
に
描
か
れ
た
猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
、
緑
色
の
バ
ン
ト
ｒ
が
つ
い
た
黄
褐
色
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
緑
色
の
高
い
衿
の
つ
い
た
黒
い
上
着
を
着
、
灰
色
の
長
ズ
ボ

ン
を
は
い
て
い
る
。
腰
に
は
真
紅
の
幅
広
の
帯
を
ま
い
て
い
る
。
は
き
も
の
は
黒
色
の
ス
パ
ッ
ツ
で
あ
る
。

ペ
ル
レ
ッ
テ
は
、
あ
ご
紐
つ
き
の
黄
色
い
日
よ
け
帽
を
か
ぶ
り
、
白
い
ひ
だ
飾
り
の
つ
い
た
紺
色
の
上
着
を
き
、
真
紅
の
長
い
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
い
る
。
そ
し
て
長
い

エ
プ
ロ
ン

黒
色
の
前
掛
け
を
付
け
て
い
る
。
右
手
に
ｊ
Ｕ
っ
て
い
る
の
は
牛
乳
を
入
れ
る
壷
で
あ
る
。
そ
の
色
は
黒
で
あ
る
。
黒
色
の
ス
パ
ッ
ツ
を
は
い
て
い
る
。

第
六
図
に
み
ら
れ
る
、
失
神
し
た
コ
ラ
ス
は
、
黒
色
の
緑
色
の
バ
ン
ド
の
つ
い
た
山
高
帽
の
よ
う
な
も
の
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
黒
い
上
着
と
赤
シ
ャ
ツ
を
着
、
腰
に
は
黄

色
の
帯
を
ま
き
、
灰
色
の
長
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
る
。
背
に
は
銃
を
か
つ
ぎ
、
肩
か
ら
は
灰
色
の
カ
バ
ン
を
た
す
き
掛
け
し
て
い
る
。
は
き
も
の
は
、
黒
色
の
ス
パ
ッ
ツ
。

第
七
図
で
は
、
登
場
人
物
は
多
い
。
ま
ず
兵
士
の
装
い
か
ら
述
べ
る
と
、
士
官
を
含
め
て
七
名
の
士
卒
は
皆
、
簡
単
な
飾
り
の
つ
い
た
黄
褐
色
の
縁
な
し
帽
を
か
ぶ
り
、

白
い
上
着
を
着
、
白
の
パ
ン
タ
ロ
ン
を
は
い
て
い
る
。
左
肩
か
ら
真
紅
の
た
す
き
を
か
け
、
腰
に
幅
広
の
緑
色
の
帯
を
ま
い
て
い
る
。
兵
士
ら
は
め
い
め
い
赤
い
飾
り
の
よ

シ
ョ
ー
ル

う
な
ｊ
Ｕ
の
が
つ
い
た
長
槍
を
手
に
し
て
い
る
。
士
官
だ
け
は
、
白
と
焦
げ
茶
色
の
し
ま
の
一
肩
掛
け
を
は
お
っ
て
い
る
。

ペ
ル
レ
ッ
テ
の
父
は
、
黒
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
黒
色
の
燕
尾
服
と
黒
色
の
長
ズ
ボ
ン
を
は
き
、
白
い
靴
下
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
前
で
腰
を
か
が
め
て
い
る
の
は
タ
ン
ケ

レ
ー
ト
で
あ
る
が
、
同
人
は
飾
り
の
つ
い
た
黒
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
半
そ
で
の
黒
い
上
着
を
着
、
真
紅
の
脚
衣
を
身
に
つ
け
、
足
に
は
白
い
靴
下
を
は
い
て
い
る
。

裁
判
所
の
書
記
は
、
や
や
長
目
の
茶
色
の
頭
髪
を
し
、
ほ
お
ひ
げ
を
は
や
し
て
い
る
。
裏
地
が
真
紅
の
紺
色
の
燕
尾
服
を
着
、
黒
色
の
脚
衣
を
は
き
、
白
色
の
靴
下
を
用

い
て
い
る
。
は
き
も
の
は
、
黒
色
の
ス
パ
ッ
ツ
で
あ
る
。
右
手
に
黒
色
の
フ
ェ
ル
ト
帽
の
よ
う
な
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
赤
褐
色
の
バ
ン
ド
が
巻
い
て
あ
る
。

第
四
図
に
お
い
て
は
、
五
名
の
登
場
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
正
面
に
む
か
っ
て
左
側
に
立
っ
て
い
る
の
は
ダ
ア
モ
ン
で
あ
り
、
頭
に
黒
い
一
一
一
角
帽
（
仏
・
己
８
日
①
軍

人
な
ど
が
正
装
し
た
と
き
用
い
る
）
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
装
い
は
第
三
図
と
お
な
じ
で
あ
る
。

え
り

同
人
の
と
な
り
に
帽
子
を
手
に
し
た
裁
判
所
の
書
記
が
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
服
装
は
第
一
一
一
図
と
お
な
じ
で
あ
る
。
絵
描
き
の
な
り
は
変
っ
て
い
て
、
黒
い
大
き
な
襟
の

つ
い
た
チ
ャ
コ
ー
ル
グ
レ
ー
（
黒
に
近
い
灰
色
）
の
ロ
ー
マ
時
代
の
マ
ン
ト
の
よ
う
な
長
衣
を
着
て
い
る
。
そ
の
と
な
り
に
立
っ
て
い
る
の
は
ユ
リ
ア
で
あ
り
、
同
人
は
赤

い
バ
ン
ド
と
大
き
な
羽
根
の
つ
い
た
黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
う
す
い
灰
色
の
長
衣
を
着
て
い
る
。
そ
し
て
手
紙
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
ん
で
い
る
の
が
ボ
ル
カ
ン
プ
で
あ

る
。
か
れ
は
黄
色
の
胸
飾
り
の
つ
い
た
黒
い
燕
尾
服
と
黒
色
の
脚
衣
を
身
に
つ
け
、
白
色
の
靴
下
を
は
い
て
い
る
。
五
人
は
お
な
じ
よ
う
に
黒
色
の
ス
パ
ッ
ツ
を
は
い
て
い

る
○ 
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経
済
学
部
分
館
図
書
館
蔵
）
な
ど
の
右
に
出
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。

当
初
、
「
出
島
」
は
〃
南
蛮
屋
敷
〃
と
呼
ば
れ
た
。
天
草
・
島
原
の
乱
が
勃
発
し
た
の
は
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
十
月
の
こ
と
だ
が
、
幕
府
は
こ
の
乱
を
機
に
キ
リ
ス

ト
教
禁
制
の
要
を
痛
感
し
、
翌
年
七
月
出
島
在
住
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
通
商
と
日
本
渡
航
を
禁
じ
ら
れ
、
日
本
か
ら
退
去
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。

や
が
て
平
戸
に
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
ら
は
、
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
｜
月
、
幕
府
よ
り
長
崎
の
出
島
へ
の
移
転
を
命
じ
ら
れ
、
同
年
五
月
ご
ろ
よ
り
東
イ
ン
ド
会
社
の

備
品
・
荷
物
・
食
料
な
ど
の
運
送
が
は
じ
ま
っ
た
。
出
島
の
建
物
の
多
く
は
、
日
本
風
で
あ
っ
た
。

こ
の
出
島
で
西
洋
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
平
戸
移
転
か
ら
約
六
十
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
出
島
内
の
南
東
に
、
土
壁
の
よ
う
な
も
の
で
囲
ま
れ
た
中

ス
ペ
ル
ハ
イ
ス

に
Ｌ
字
形
に
近
い
建
物
が
あ
っ
た
。
出
島
に
在
勤
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
そ
の
建
物
を
ふ
つ
う
の
ロ
①
の
一
宮
〕
の
（
「
賭
博
場
」
）
と
呼
び
、
日
本
人
は
「
花
畑
亭
」
な
ど
と
呼
ん

で
い
た
。
そ
こ
は
商
館
長
の
別
荘
、
館
員
ら
が
玉
突
き
や
飲
食
を
し
た
り
、
と
き
に
遊
女
を
呼
び
寄
せ
て
同
衾
す
る
所
で
あ
っ
た
。

出
島
図
は
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
る
。
芝
居
が
演
じ
ら
れ
た
場
所
は
、
い
わ
ゆ
る
「
庭
園
の
家
」
「
玉
突
き
部
屋
」
「
避
暑
棟
」
と
呼
ば
れ
た
建
物
の
屋
内
で
あ
る
。
商
館

長
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ン
ホ
フ
（
’
八
一
八
～
一
一
三
年
在
任
）
に
命
じ
ら
れ
て
、
館
貝
の
Ｊ
・
Ｆ
・
フ
ァ
ン
・
オ
フ
ェ
ル
メ
ア
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
長
崎
で
作
っ
た
一
一

十
分
の
一
の
出
島
模
型
が
あ
る
し
、
同
人
が
ペ
ン
で
書
い
た
平
面
図
（
川
、
×
Ⅲ
皿
レ
イ
デ
ン
の
国
立
民
族
博
物
館
蔵
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ち
ば
ん
写
実

的
な
建
物
の
絵
と
し
て
は
、
川
原
慶
賀
が
描
い
た
「
長
崎
出
島
」
川
×
川
、
紙
本
着
色
、
水
戸
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
）
や
「
長
崎
出
島
之
図
」
（
価
×
川
皿
長
崎
大
学

十
一
年
（
’
六
三
四
）
で
あ
り
、
一
一
年
後
の
寛
永
十
一
一
一
年
に
そ
れ
が
完
成
す
る
Ⅵ

閉
じ
込
め
ら
れ
た
。
（
「
南
蛮
人
出
島
二
令
在
住
事
」
愚
Ⅷ
幟
第
七
巻
』
所
収
）
。

オ
ラ
ン
ダ
人
ら
に
よ
る
素
人
芝
居
が
演
じ
ら
れ
た
出
島
の
中
の
建
物
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
ま
ず
そ
の
前
に
出
島
の
起
源
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お

く
羽
）

く
。
幕
府
が
一
一
十
五
名
の
長
崎
の
富
裕
な
町
人
に
命
じ
て
、
江
戸
町
の
沖
に
〃
扇
形
〃
の
人
口
島
（
「
出
島
」
三
九
六
九
坪
）
を
構
築
す
る
工
事
に
着
手
さ
せ
た
の
は
寛
永

十
一
年
（
’
六
三
四
）
で
あ
り
、
一
一
年
後
の
寛
永
十
一
一
一
年
に
そ
れ
が
完
成
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
町
内
に
雑
居
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
こ
と
ご
と
く
そ
の
人
口
の
島
に

ペ
ル
レ
ッ
テ
の
父
親
の
う
し
ろ
に
銃
を
も
っ
た
コ
ラ
ス
が
立
っ
て
い
る
が
、
》

こ
ん
ど
は
日
よ
け
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
な
い
。
服
装
は
第
六
図
と
お
な
じ
で
あ
る
。

（
列
）

後
者
の
出
島
図
か
ら
Ｌ
字
形
の
建
物
と
そ
の
周
辺
部
分
を
拡
大
し
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
る
。
建
物
の
大
き
三
」
は
一
一
一
間
×
人
間
（
５
ｍ
伽
、
×
約
Ｍ
ｍ
）

六
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
場
所

そ
の
装
い
は
第
六
図
と
お
な
じ
で
あ
る
。
両
手
を
前
に
突
き
出
し
て
い
る
。
ペ
ル
レ
ッ
テ
は
、
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Ｌ
字
形
の
建
物
の
ど
こ
に
舞
台
を
設
け
た
も
の
か
定
か
で
な
い
。
が
、
芝
居
の
舞
台
装
飾
を
手
か
げ
て
い
る
専
門
家
に
意
見
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、
横
輻
が
三
間
（
五
メ
ー

ト
ル
四
○
セ
ン
チ
）
あ
れ
ば
、
舞
台
が
つ
く
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
の
推
定
で
は
、
長
崎
湾
に
む
か
っ
た
側
に
舞
台
を
造
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

い
り
も
や

き
り
ず
ま

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
屋
根
は
入
母
屋
ま
た
は
切
妻
造
り
と
で
ｊ
Ｕ
呼
べ
そ
う
で
あ
る
。
高
塀
造
り
で
あ
り
、
風
雪
に
も
っ
と
も
強
い
と
い
わ
れ
る
板
壁
が
張
っ
て
あ
る
。
一
階

の
長
い
部
分
は
板
敷
き
で
あ
り
、
ふ
だ
ん
そ
こ
に
玉
突
き
台
が
置
か
れ
て
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
玉
突
き
を
し
て
遊
ん
だ
。
｜
階
の
離
れ
の
よ
う
な
所
は
、
遊
女
部
屋
で
あ

り
、
そ
の
上
の
階
は
寝
所
で
あ
っ
た
。
二
階
は
す
べ
て
畳
敷
き
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
そ
こ
で
飲
食
を
し
た
り
、
遊
女
と
同
衾
し
た
。

二
階
の
窓
を
み
る
と
、
縦
横
桟
を
打
ち
つ
け
た
格
子
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
。
採
光
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
庭
に
面
し
た
一
階
は
、
明
り
障

き
ば
し

子
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
庭
は
和
風
庭
園
で
あ
り
、
池
が
一
一
つ
、
木
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
植
裁
や
築
山
の
よ
う
な
凱
Ｕ
の
も
あ
る
。

七
舞
台
の
構
造
に
つ
い
て

、

iiiillil 

オランダ芝居が上演された「花畑亭」（`賭博場'）

[｢長崎出島之図」より。日本文字は筆者が入れたもの］

の
１

帳
へ
口

<芝居小屋（花畑亭）内部の舞台想像図》
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文政三年のオランダ芝居

寄
托
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

活
字
本
と
写
本
。

な
ん
ぼ

⑪
活
字
に
な
っ
た
も
の
で
一
番
古
い
文
献
は
、
⑪
太
田
南
畝
（
’
七
四
九
～
一
八
一
一
一
一
一
、
江
戸
後
期
の
文
人
、
文
化
元
年
［
’
八
○
四
］
長
崎
奉
行
所
詰
、
翌
年
帰

府
）
の
「
増
訂
一
話
一
一
一
一
一
口
」
（
蜀
山
人
全
集
巻
五
、
吉
川
弘
文
館
、
明
治
ｎ
．
８
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
二
人
猟
師
憧
売
娘
」
と
「
性
急
者
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ラ
ン

（
蛇
）

ダ
趣
味
に
富
ん
だ
山
口
触
山
が
写
し
た
も
の
を
太
田
が
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
「
二
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」
（
『
長
崎
市
史
風
俗
編
上
下
巻
」
所
収
、
長
崎
市
役
所
、
大
正
Ⅲ
．
、
）
。
同
上
書
の
一
一
八
一
一
一
～
一
一
八
七
頁
に
か
け
て
、
「
増
訂
一
話
一
一
一
一
一
口
」

に
収
め
ら
れ
た
、
「
二
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」
の
役
者
名
、
幕
図
の
様
子
、
「
性
急
者
」
の
役
者
名
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

お
ら
ん
だ
し
ぽ
い
き

③
「
蝸
蘭
演
戯
記
（
一
一
巻
）
」
は
、
新
村
出
の
解
説
に
よ
る
と
、
勝
海
舟
の
旧
蔵
本
で
あ
り
、
そ
の
後
南
葵
文
庫
に
保
管
せ
ら
れ
、
つ
い
で
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
に

上
演
は
日
没
後
の
午
後
六
時
ご
ろ
に
は
じ
ま
り
、
九
時
ご
ろ
に
終
っ
た
と
い
う
。
観
客
席
は
ガ
ラ
ス
蓋
の
燭
台
で
照
ら
さ
れ
て
い
た
。
奉
行
ら
の
席
は
、
他
の
席
よ
り
ち

ょ
っ
と
高
く
、
そ
こ
に
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
な
も
の
が
敷
か
れ
て
い
た
。
狭
い
場
所
を
最
大
限
に
活
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
舞
台
づ
く
り
に
は
苦
労
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

客
席
は
舞
台
に
近
い
と
、
芝
居
が
見
づ
ら
く
な
る
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
二
十
名
ほ
ど
の
人
間
が
お
互
い
身
を
寄
せ
合
っ
て
み
た
も
の
か
。

第
一
図
の
舞
台
装
置
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
央
の
扉
の
線
か
ら
、
左
右
が
均
斎
が
と
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
舞
台
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
は
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
、
十

（
皿
）

七
、
八
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
ペ
ー
フ
、
大
が
か
り
な
見
せ
物
、
象
徴
的
な
演
劇
に
お
い
て
、
形
式
的
舞
台
装
置
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。

つ
ぎ
に
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
が
、
い
っ
た
い
誰
が
舞
台
用
の
椴
張
、
大
道
具
、
小
道
具
、
切
出
し
、
鏡
を
は
じ
め
、
役
者
の
衣
装
な
ど
を
作
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
日
本
人
の
絵
師
や
針
子
、
大
工
な
ど
も
手
を
貸
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
資
料
が
な
い
の
で
、
何
と
も
い
え
な
い
。

役
者
は
ふ
つ
う
幕
が
上
が
る
ま
で
、
観
客
の
前
に
姿
を
み
せ
な
い
も
の
だ
し
、
衣
装
の
着
付
け
や
小
道
具
類
な
ど
を
用
意
す
る
た
め
に
楽
屋
は
ぜ
つ
た
い
に
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
遊
女
部
屋
を
一
時
出
演
者
の
し
た
く
部
屋
（
楽
屋
）
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
楽
屋
に
使
え
る
部
屋
と
い
え
ば
、
遊
女
部
屋
し
か
な
い
の

で
あ
る
。

こ
れ
は
『
海
表
叢
書
』
巻
一
一
（
更
生
閣
書
店
、
昭
和
３
．
１
、
｜
～
’
八
頁
）
に
収
め
ら
れ
た
。
「
オ
ン
ゲ
テ
ュ
ル
デ
ィ
ゲ
」
（
「
性
急
者
」
）
と
「
二
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」

人
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
の
筋
書
に
関
す
る
曰
本
側
文
献
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③
「
和
蘭
戯
芸
詞
全
」
（
明
治
時
代
に
写
し
た
も
の
。
和
綴
じ
、
川
、
×
四
ｍ
、
厚
さ
約
Ⅱ
四
一
一
十
葉
［
四
十
一
頁
］
、
内
閣
文
庫
蔵
）

こ
れ
は
外
務
省
と
あ
る
赤
い
罫
線
（
十
行
）
に
写
し
た
も
の
。
仮
名
は
す
べ
て
洋
名
を
含
め
て
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
な
い
。
少
々
虫
く
い
が
あ
る
。

戯
題
は
み
ら
れ
な
い
が
、
最
初
に
「
性
急
者
」
が
、
つ
い
で
「
武
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」
の
筋
書
が
く
る
。
書
き
出
し
（
舞
台
・
正
面
の
説
明
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
で

大
き
さ
は
〃
、
×
Ⅲ
皿
厚
さ
川

区
読
点
は
い
っ
さ
い
見
ら
れ
な
い
。

は
じ
ま
る
。

の
二
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

が
付
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
と
が
き

原
本
は
、
目
下
行
方
不
明
ち
ゅ
う
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は
後
書
に
よ
る
と
、
昭
和
四
年
（
’
九
一
一
九
）
六
月
に
勝
伯
爵
家
蔵
の
原
本
か
ら
謄
写
し
た
と
い
う
。

き
ざ
は
〃
叩
×
Ⅲ
、
、
厚
さ
Ｍ
、
、
請
求
番
号
は
【
四
四
回
で
あ
る
。
勝
伯
爵
家
の
緑
色
の
罫
線
に
写
し
た
も
の
で
、
袋
綴
じ
十
一
一
一
枚
（
二
十
六
頁
）
あ
る
。

こ
う
き
ち

⑤
「
墹
蘭
演
戯
記
」
（
東
北
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）
。
一
）
の
写
本
は
、
同
書
の
朱
印
に
よ
る
と
狩
野
亨
吉
（
一
八
六
五
～
’
九
四
一
一
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
思

關蕊

内
閣
府

図
書
館

こ
の
写
本
の
特
色
は
、
末
尾
に
こ
れ
ら
一
一
つ
の
芝
居
を
観
た
筒
井
和
泉
守
政
憲
が
文
政
三
年
（
’
八
一
一
○
）
秋
に
書
い
た
漢
文
に
よ
る
倣
文

１
口

外
務
省

京
大
本
の

本
文
中
に
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文政三年のオランダ芝居

一
宇
不
明

想
家
・
教
育
者
）
が
荒
井
恭
□
か
ら
購
入
し
た
２
Ｕ
の
で
あ
る
。

急
者
」
が
来
（
六
頁
ま
で
）
、
つ
い
で
「
二
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」

袋
綴
じ
で
十
一
一
一
枚
（
二
十
六
頁
）
あ
り
、
ノ
ン
ブ
ル
は
な
い
。

写本「渦蘭演戯記」

(東北大学附属図書館蔵）

と
あ
る
。
芝
居
の
筋
書
を
記
す
る
前
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
演
劇
の
概
略
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。

芝
居
の
筋
書
は
、
「
二
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」
「
性
急
者
」
の
順
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
筋
書
を
謄
写
し
た
の
は

（
羽
）

洲
老
人
」
（
不
詳
）
で
あ
り
、
文
政
四
年
（
’
八
二
一
）
冬
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

、
銅
鍬
武
人
猟
師
乳
汁
売
娘
（
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）

椿
庵
蔵
」

よ
う
あ
ん

こ
れ
は
宇
田
川
熔
庵
（
’
七
九
八
～
’
八
四
一
ハ
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
）
み
ず
か
ら
が
謄
写
し
た
写
本
で
あ
る
。

和
蘭
戯
場

文
政
三
年
庚
辰
九
月
廿
四
阿
蘭
陀
俄
芝
居
於
長
崎

出
嶋
興
行
狂
言
仕
立
大
帳
戴
冊

東
北
大
本
の
大
き
さ
は
、
川
、
×
川
、
、
厚
さ
Ⅲ
、
、
請
求
番
号
は
雨
雨
淵
幽
幽
で
あ
る
。
は
じ
め
に
「
性

が
来
る
（
七
～
十
頁
ま
で
）
順
序
は
、
京
大
本
と
お
な
じ
で
あ
る
。

東
北
大
本
は
状
態
が
悪
く
、
虫
食
い
が
多
い
。
全
体
の
印
象
は
、
『
海
表
叢
書
』
巻
こ
の
底
本
で
あ
る
京

大
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

⑥
「
和
蘭
戯
場
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）

こ
れ
は
史
料
編
墓
所
の
写
本
（
川
、
×
卯
、
、
厚
さ
約
１
四
で
あ
る
が
、
題
篭
に
は

「
鯏
鰄
蹴
識
轆
轆
抽
離
轄
上
熊
崎
紀
事
通
詞
書
上
」
と
あ
る
。
七
十
一
葉
三
四
一
一
頁
］
、
奥
付
に

「
東
京
市
本
郷
区
西
片
町
十
番
地
中
山
久
四
郎
氏
所
蔵
昭
和
十
一
一
一
年
四
月
写
了
」
と
あ
る
。

冒
頭
に
、阿
蘭
陀
原
本
添

弓

月
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写
本
の
大
き
さ
は
、
川
、
×
川
皿

さ
○
口
の
①
］
）
ま
で
写
し
取
っ
て
い
る
。

し
ゆ
う
そ
う

オ
レ
ン
ジ
色
の
新
し
い
表
紙
に
、
〃
秋
艸
道
人
“
こ
と
〈
云
津
八
一
（
｜

書
い
た
題
篭
が
張
っ
て
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
辮
畑
馴
鵬
鰄
湘
機
娘
」
と
あ
る
。

こ
の
写
本
（
脇
、
×
Ⅲ
皿
厚
さ
約
Ⅲ
、
、
十
一
一
葉
［
一
一
四
頁
］
）
」

「
本
写
本
の
文
句
は
他
の
も
の
と
異
っ
て
い
る
」
と
は
、
何
と
比
較
し
て
異
な
っ
て
い
る
の
か
、
何
ら
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
が
、
宇
田
川
の
「
武
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」

の
写
本
と
い
ち
ば
ん
酷
似
し
て
い
る
の
は
、
「
和
蘭
戯
芸
詞
全
」
（
内
閣
文
庫
蔵
や
川
原
慶
賀
の
「
阿
蘭
陀
芝
居
図
巻
」
の
詞
書
）
で
あ
る
。

「
武
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」
の
筋
書
に
お
い
て
は
、
ふ
つ
う
役
柄
・
役
者
名
の
あ
と
に
、
「
舞
台
は
山
野
の
暁
の
体
」
（
「
墹
蘭
演
戯
記
」
『
海
表
叢
書
』
巻
二
、
南
葵
文
庫
蔵
）

と
か
、
「
舞
台
ノ
飾
リ
ハ
野
山
ノ
ケ
シ
キ
ニ
テ
暁
ノ
頃
ヨ
リ
此
ワ
タ
リ
住
ム
…
…
」
（
「
和
蘭
戯
芸
詞
全
」
（
内
閣
文
庫
蔵
）
、
「
舞
台
の
飾
り
は
野
山
の
け
し
き
に
て
暁
の
頃

な
り
」
（
川
原
慶
賀
の
「
阿
蘭
陀
芝
居
図
巻
」
黒
船
館
蔵
）
の
文
章
が
来
る
の
だ
が
、
宇
田
川
本
だ
け
は
、
役
柄
・
役
者
名
の
あ
と
に
、
「
右
者
文
政
三
辰
の
秋
崎
陽
蘭
館
内

に
お
い
て
催
の
芸
人
役
者
名
前
な
り
」
の
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
他
の
写
本
に
お
い
て
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

い
ま
例
挙
し
た
⑪
か
ら
、
ま
で
の
筋
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
有
し
て
い
る
が
、
い
ち
ば
ん
原
文
に
近
い
も
の
と
な
る
と
少
な
い
よ
う
だ
。
③
側
い
や
「
資
料
」
と
し

こ
の
写
本
の
大
き
な
特
色
は
、
芝
居
の
筋
書
の
原
文
の
一
部
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
レ
イ
ン
ス
ラ
ー
ヘ
ル
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
）
が
、
別
冊
と
し
て
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
新
し
い
表
紙
に
、
こ
れ
も
会
津
八
一
の
筆
に
よ
っ
て
「
鵡
川
剛
鰄
糀
舶
縫
娘
蘭
語
原
本
」
（
題
篭
）
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

写
本
の
大
き
さ
は
、
川
、
×
Ⅲ
、
、
厚
さ
約
Ｍ
ｍ
で
あ
る
。
十
六
葉
［
一
一
一
一
一
頁
］
あ
り
、
宇
田
川
は
筆
記
体
を
用
い
て
九
幕
あ
る
原
文
を
途
中
の
四
幕
（
三
の
ａ
①

こ
の
写
本
（
川
、
×
Ⅲ
皿
厚
さ
狸

ご
と
な
筆
使
い
で
浄
書
さ
れ
て
い
る
。

峡
の
中
に
入
っ
て
い
る
「
解
説
文
」
（
横
長
の
カ
ー
ド
状
の
も
の
。
昭
和
二
十
八
年
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
開
国
百
年
記
念
洋
学
展
覧
会
を
開
催
し
た
際
に
作
っ
た
も

の
）
に
は
、
こ
れ
ら
二
冊
の
宇
田
川
の
稿
本
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

右
一
一
冊
は
文
政
三
年
秋
、

マ
マ

勺
・
勺
・
］
百
ｍ
］
四
ｍ
の
円
の
作
で
一

長
崎
奉
行
筒
井
政
憲
が
江
戸
町
奉
行
に
栄
転
の
際
、
出
島
蘭
館
で
催
さ
れ
た
送
別
の
宴
に
お
け
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
筋
書
と
そ
の
原
文
の
写
し
。
原
本
は

七
八
三
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
版
。
こ
の
と
き
の
芝
居
の
筋
書
は
数
種
現
存
し
て
い
る
が
、
本
写
本
の
文
句
は
他
の
も
の
と
異
っ
て
い
る
。

に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

八
八
一
～
一
九
五
六
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
歌
人
、
書
家
、
美
術
史
家
）
が
筆
を
と
っ
て

「
武
人
猟
師
乳
汁
売
娘
」
の
一
篇
だ
け
で
あ
る
。
文
字
に
乱
れ
な
く
、
み
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「
剛

一
ア
シ
＃
ル
ー
プ

、
町
胤
Ⅲ
Ｒ

ペ
レ
レ
ッ
テ
ナ
／
み
か

一
丁
イ
ｊ
Ｔ

、
方
多
匂
」
も
蝕
・
二
一
》
仮
の
媚
菰
掛
川
助
ろ
乱
敬
一
、

、
汐
も
～
Ｉ
れ
ん
厄
の
毅
豚
、
１
人
日
努
伺
わ
局
坐
Ⅶ
う
り

宇田川椿庵が謄写した｢鰹武人猟師乳汁売」
（早稲田大学中央図書館蔵）

た
学

九
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
に
関
係
あ
る
蘭
人
の
名
刺

し
大

先
頃
今
泉
源
吉
著
『
鰹
桂
川
の
人
々
［
続
篇
］
Ｉ
日
本
洋
楽
研
究
［
一
一
］
』
（
篠
崎
書
枕
昭
和
ほ

蛆
・
６
）
を
ひ
も
と
い
た
ら
、
文
政
一
二
年
の
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
に
つ
い
て
の
短
い
記
事
に
つ
づ
い
て
、
桂
川
甫

け
ん

賢
（
’
七
九
七
～
一
八
四
四
、
江
戸
後
期
の
蘭
方
医
、
幕
府
の
医
官
）
に
送
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
る
手

製
の
名
刺
九
枚
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ
て
い
た
（
「
二
甫
賢
に
送
ら
れ
た
蘭
人
名
刺
」
’
五

一
～
’
五
六
頁
）
。

こ
れ
ら
の
名
刺
は
、
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
に
関
係
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
揚
げ
る
も
の
は
、
同

書
か
ら
抜
い
た
名
刺
と
そ
の
特
徴
で
あ
る
。

て
本
稿
の
末
尾
に
添
え
た
、
川
原
慶
賀
の
「
阿
蘭
陀
芝
居
図
巻
」
の
「
詞
書
」
な
ど
は
、
最
も
も
と
の
文
章

に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

芝
居
の
筋
書
の
入
手
ル
ー
ト
。

長
崎
奉
行
・
筒
井
和
泉
守
政
憲
の
命
を
う
け
て
通
詞
が
訳
し
た
戯
曲
の
筋
書
は
、
こ
ん
に
ち
さ
ま
ざ
ま
の

形
で
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
謄
写
し
た
者
は
、
ど
こ
で
そ
れ
に
接
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筋
書
と
出
く
わ

し
た
時
期
、
そ
の
入
手
経
路
と
な
る
と
分
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。

げ
ん
し
ん

し
ん
さ
い

宇
田
川
椿
庵
の
場
合
は
、
父
玄
真
（
宇
田
川
榛
斎
［
’
七
六
九
～
’
八
一
二
四
］
、
江
戸
後
期
の
蘭
方
医
）

が
ブ
ロ
ン
ホ
フ
を
は
じ
め
出
島
の
館
員
ら
と
江
戸
に
お
い
て
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
、
「
そ
の
辺
の
縁
で
原
文

（
狐
）

と
訳
文
を
入
手
し
た
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
江
戸
に
も
ど
っ
た
筒
井
や
そ
の
部
下
（
た
と
、
え
ば
公
用

人
）
ら
も
芝
居
を
じ
っ
き
い
観
て
い
る
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
も
出
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

120（29） 
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中
央
の
］
・
●
。
。
【
国
一
・
・
ヨ
ヶ
・
【
【
の
文
字
だ
け
は
印
刷
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
衷
且
の
【
（
勲
爵
士
）
と
○
弓
の
ｓ
ｏ
・
毬
（
商
館

長
）
は
白
地
の
厚
い
紙
に
イ
ン
ク
で
書
き
込
ん
だ
も
の
。

(うら）

□
①
国
①
日

切
○
ヰ
ロ
ロ
片
口
の

』
⑭
四
つ助
手
の
Ｌ
・
Ｃ
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
の
名
刺
。
分
厚
い
洋
紙
を
切
っ
て
、
イ
ン
ク
を
用
い
て
草
書
体
で
書

い
た
も
の
と
い
う
。

こ
れ
は
芝
居
の
立
役
者
新
渡
ヒ
ッ
ス
ル
、
第
一
助
手
の
句
・
○
ぐ
円
‐

曰
①
囚
国
の
の
＆
の
『
の
名
刺
で
あ
り
、
う
ら
に
「
ボ
タ
ニ
ク
ス
氏
（
甫
賢

の
こ
と
）
に
、
一
八
二
○
年
」
と
イ
ン
ク
で
書
き
込
ん
だ
も
の
。
白
地

の
半
紙
で
縁
に
は
金
箔
が
塗
っ
て
あ
る
と
い
う
。
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(5) ６ (4) 

(おもて） (おもて） (おもて）

(うら）(うら）

(うら）

□
の
ロ
国
『
団
○
淳
四
己
ｎ
口
の

碧
蕊

iｉ 

雲
蒙

『

書
記
兼
助
手
の
へ
ル
マ
ヌ
ス
・
ス
ミ
ッ
ト
の
名
刺
。
同
人
は
ポ
ル
カ

ン
プ
の
娘
ユ
リ
ア
を
演
じ
た
。
一
セ
ン
チ
の
分
厚
い
白
い
洋
紙
に
書

い
た
も
の
で
、
縁
が
金
箔
で
塗
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

長
崎
湾
に
停
泊
中
で
あ
っ
た
、
ベ
ル
ギ
ー
Ｉ
オ
ス
テ
ン
ド
の
快
速

艦
フ
ォ
ル
テ
イ
チ
ュ
ー
ド
号
の
艦
長
シ
ー
ウ
ェ
ル
ト
・
リ
ー
フ
ェ

ス
の
名
刺
。
同
人
は
出
島
で
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
を
観
た
。
薄
い
洋
紙

の
二
枚
重
ね
に
、
イ
ン
キ
を
用
い
て
細
く
草
書
体
で
書
い
た
も
の
。

書
記
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
メ
ン
ス
・
バ
ウ
エ
ル
の
名

刺
。
同
人
は
ダ
ア
モ
ン
の
下
男
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
を
演
じ

た
。
薄
い
洋
紙
を
切
っ
て
、
イ
ン
キ
で
細
く
草
書
体
で

書
い
た
も
の
。

118（31） 



左
衛
門
方
（
日
本
橋
本
石
町
三
丁
目
）
に
到
着
し
た
。

こ
れ
ら
の
名
刺
は
、
桂
川
家
の
遺
品
の
中
に
あ
る
も
の
だ
が
、
Ⅲ
か
ら
い
ま
で
は
、
文
政
三
年
秋
に
出
島
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
の
関
係
者
の
も
の
で
あ

、
、
、
、
（
弱
）

、
、
、
、

り
、
長
崎
奉
行
・
筒
井
和
泉
守
政
憲
が
帰
府
の
お
り
、
友
人
の
桂
川
甫
賢
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
か
ら
託
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

筒
井
は
江
戸
に
帰
る
や
、
七
枚
の
名
刺
を
甫
賢
に
手
渡
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ど
う
い
う
わ
け
か
、
こ
れ
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
と
甫
賢
に
送
ら
れ
た
蘭
人
名
刺
と
の
関
係

に
ど
の
研
究
者
は
注
目
し
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
機
会
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。

商
館
長
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ン
ホ
フ
は
、
出
島
で
芝
居
が
上
演
さ
れ
て
約
二
年
後
の
文
政
五
年
正
月
十
五
日
（
一
八
一
一
一
一
・
一
一
・
六
）
、
書
記
ヤ
ン
・
オ
ー
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
、
医
師
ニ
コ
ラ
ー
ス
・
テ
ュ
ー
リ
ン
ク
な
ど
を
伴
い
参
府
の
途
に
つ
き
、
同
年
一
一
月
五
日
（
一
一
一
・
一
一
七
）
の
午
後
四
時
半
ご
ろ
江
戸
の
旅
宿
「
長
崎
屋
源

７ ８ 

こ
の
と
き
検
使
を
従
え
た
も
と
長
崎
奉
行
の
間
宮
築
前
守
信
與
の
儀
式
的
訪
問
を
う
け
、
つ
い
で
内
輪
の
客
で
あ
る
蘭
学
者
ら
の
訪
問
を
う
け
た
。
そ
の
中
に
は
、
先
年

４ｃｍ 
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ＱＰ 
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フ
ォ
ル
テ
イ
チ
ュ
ー
ド
号
と
同
じ
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
傭
船
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
船
（
船
名
は
ニ
ュ
ー
ウ

ェ
・
ゼ
ー
リ
ュ
ス
ト
が
長
崎
湾
に
停
泊
中
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
Ｐ
・
ス
ワ
ル
ト
船
長
の
名
刺
で
あ
る
。
薄
い
白
い
洋

わ
く

紙
の
一
一
枚
重
ね
、
中
央
に
楕
円
形
の
枠
が
あ
り
、
そ
の
中
に
イ
ン
キ
で
細
く
草
書
体
で
書
い
た
も
の
。

こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
簿
記
役
デ
ィ
ル
ク
・
ホ
ゼ
マ
ン
の
名
刺
で
あ
る
。
同
人
は
、
文
化
五
年
八
月
十
五
日

二
八
○
八
・
一
○
・
四
）
イ
ギ
リ
ス
艦
フ
ェ
ー
ト
ン
号
が
長
崎
湾
に
閲
入
し
た
と
き
、
商
艦
長
ド
ゥ
ー
フ
の
命
を

う
け
て
、
助
役
へ
リ
ッ
ト
・
シ
ン
メ
ル
と
と
も
に
同
艦
を
訪
れ
た
際
に
拉
致
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
名
刺

は
、
ホ
ゼ
マ
ン
が
江
戸
参
府
の
折
、
桂
川
家
の
だ
れ
か
に
渡
し
た
も
の
ら
し
い
。

⑨
不
明
オ
ラ
ン
ダ
人
の
名
刺
（
い
、
×
肌
迎
が
も
う
一
枚
あ
る
と
い
う
が
、
イ
ン
キ
が
薄
れ
て
判
読
で
き
な

い
と
い
う
。
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出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
か
ら
、
あ
い
さ
つ
代
り
に
名
刺
を
も
ら
っ
た
桂
川
甫
賢
（
蘭
名
は
〃
ボ
タ
ニ
ク
ス
〃
団
。
ご
己
目
の
、
こ
れ
は
ド
ゥ
ー
フ
か
ら
も
ら
っ
た
名
前
）
も

い
た
。

わ
れ
わ
れ
の
仲
間
の
う
ち
の
主
な
者
は
、
上
に
記
し
た
小
通
詞
（
馬
場
）
佐
十
即
医
師
桂
川
ま
た
通
称
ポ
タ
ニ
ク
ス
、
（
大
槻
）
玄
沢
宇
田
川
（
玄
稟
椿
庵
の
養
父
ｌ

（『舳刑旧柵川臘日本風俗備考２」東洋文庫、平凡社、一三八頁）かげやす
引
用
者
）
、
（
湊
）
長
安
お
よ
び
グ
ロ
ビ
ウ
ス
と
い
う
雅
号
を
も
つ
幕
府
天
文
方
（
高
橋
作
左
衛
門
景
保
の
ち
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
連
座
ｌ
引
用
者
）
で
あ
っ
た
．
こ
れ
ら
の
人

た
ち
は
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
解
し
、
そ
し
て
ま
た
毎
日
一
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

ビルクホーフェンにあった

プロンホフの別荘の写真。

[アーメルスフォールトの文書館蔵］

晩年のプロンホフの肖像（50歳代）し

同
氏
は
最
終
講
義
を
お
え
、
研
究
室
の
整
理
を
し
て
い
た
最
中
に
、
に
わ
か
に
亡
く
な
っ
た
。
享
年
七
十
歳
で
あ
っ

た
。
氏
は
日
本
人
の
西
洋
音
楽
の
受
容
史
に
早
く
か
ら
関
心
を
も
ち
、
そ
の
関
連
か
ら
十
数
年
前
ご
ろ
か
ら
、
オ
ラ
ン

も
と

ダ
芝
居
に
注
目
し
、
そ
の
基
の
（
□
本
を
捜
索
し
、
近
年
つ
い
に
原
作
の
す
べ
て
を
発
見
す
る
に
至
っ
た
。

氏
は
出
島
で
上
演
さ
れ
た
二
つ
の
芝
居
の
原
作
と
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
、
日
本
側
の
筋
書
な
ど
を
比
べ
て
み
た
結
果
、

刊
）
で
あ
る
。

麻
生
義
輝
の
遺
稿
『
近
世
日
本
哲
学
史
」
（
近
藤
書
店
、
昭
和
Ⅳ
・
７
）
を
幡
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
オ

ラ
ン
ダ
芝
居
と
そ
れ
を
描
い
た
日
本
絵
師
・
川
原
慶
賀
の
絵
巻
に
つ
い
て
興
味
を
覚
え
、
い
ろ
い
ろ
原
物
に
当
た
っ
て

調
査
し
、
ま
と
め
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
も
っ
と
も
文
政
三
年
（
’
八
一
一
○
）
に
出
島
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た
オ
ラ
ン

ダ
芝
居
と
そ
の
粗
筋
に
つ
い
て
は
、
幕
末
の
わ
が
国
の
知
識
人
に
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
し
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
の
研

究
者
が
い
ろ
い
ろ
小
論
を
発
表
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
の
材
源
に
関
す
る
最
新
の
、
内
容
的
に
も
も
っ

と
も
す
ぐ
れ
た
研
究
は
、
平
成
十
三
年
（
二
○
○
｜
）
一
月
に
行
な
わ
れ
た
中
央
大
学
文
学
部
の
中
村
洪
介
教
授
の
最

終
講
義
「
文
政
三
年
出
島
上
演
の
阿
蘭
陀
芝
居
一
一
題
」
（
の
ち
『
中
央
大
学
論
集
』
第
泌
号
所
収
’
一
一
○
○
一
｜
年
一
一
一
月

あ
と
が
き
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伏
せ
し
て
い
た
と
き
、
市
場
へ
む
か
う
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
ペ
ル
レ
ッ
ト
と
出
会
う
。
ギ
ョ
は
相
棒
の
コ
ー
プ
が
熊
を
さ
が
し
に
出
か
け
る
や
、
甘
言
を
用
い
て
ペ
ル
レ
ッ
ト
を

ろ
う
ら
く
し
よ
う
と
し
、
し
ま
い
に
は
女
房
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
。
が
、
相
手
は
密
猟
者
の
妻
に
な
り
た
く
な
い
、
と
い
っ
て
取
り
合
わ
な
い
。

ギ
ョ
は
熊
の
皮
が
売
れ
る
と
大
金
が
入
る
が
、
お
前
さ
ん
は
金
を
も
う
け
る
手
段
と
し
て
何
を
も
っ
て
い
る
か
、
と
ペ
ル
レ
ッ
ト
に
尋
ね
る
。
す
る
と
彼
女
は
、
ミ
ル
ク

を
売
っ
た
お
金
で
卵
を
買
い
、
そ
の
卵
を
か
え
し
て
雛
に
し
、
そ
の
雛
鳥
を
た
く
さ
ん
育
て
、
そ
の
鳥
を
売
っ
て
雌
羊
を
買
い
、
羊
の
群
れ
を
つ
く
り
、
そ
の
群
の
中
に
馬

や
牛
な
ど
も
加
え
、
や
が
て
金
持
に
な
る
の
だ
、
と
い
う
。
そ
う
い
う
と
、
娘
は
ミ
ル
ク
の
入
っ
た
壷
を
頭
に
の
せ
て
立
ち
去
る
。

ギ
ョ
と
コ
ラ
は
、
熊
を
獲
り
に
出
か
け
る
や
、
熊
と
ば
っ
た
り
と
出
会
う
。
ギ
ョ
は
直
ち
に
木
に
よ
じ
登
る
が
、
コ
ラ
は
地
面
に
す
ぐ
身
を
伏
せ
る
と
、
死
ん
だ
ふ
り
を

す
る
。
熊
は
コ
ラ
を
こ
ず
き
回
し
、
ギ
ョ
が
い
る
木
の
根
元
を
か
ぎ
ま
わ
っ
た
の
ち
去
っ
て
ゆ
く
。

ギ
ョ
は
銃
を
手
に
し
熊
狩
り
に
出
か
け
、
一
方
コ
ラ
は
木
の
上
に
の
ぼ
る
。
ペ
ル
レ
ッ
ト
は
ミ
ル
ク
が
入
っ
た
壷
を
こ
わ
し
て
し
ま
い
、
金
も
う
け
の
す
べ
を
な
く
し
悲

嘆
に
く
れ
る
。
他
方
、
ギ
ョ
も
熊
狩
り
に
失
敗
す
る
と
、
こ
れ
ぎ
り
狩
り
を
よ
そ
う
と
思
う
。

几
「
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
そ
の
ま
ま
上
演
し
た
の
で
は
な
く
て
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
が
手
を
加
え
た
形
跡
大

３
 

，
⑮
で
あ
る
」
（
「
中
央
大
学
論
集
」
第
昭
号
）
こ
と
を
知
っ
た
。

図
も
和

の
た
昭
わ
た
し
は
同
氏
の
コ
ラ
ム
「
文
政
一
一
一
年
の
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ
ラ
」
（
「
春
秋
」
ｚ
・
・
函
ｓ
）
に
よ
っ
て
、
慶
応
義

鰯
洲
塾
大
学
付
属
図
書
館
に
、
喜
歌
劇
「
二
人
猟
師
運
売
娘
」
の
原
本
の
一
つ
’
三
二
国
…
曰
の
作
倉
盲

櫛
中
号

織
寵
蕊
簾
塵
窯
鴎
墨
汁
霊
Ⅲ
｜
蚕
叫
鮭
塗

》》櫟の一部を、また「資料一一一」として、訳文（大意）を添えたものがそれである。
胴癖『十輌樗辨三桐養諦》蔬辨『乖刎癩辨銅僻囮可州塞）（辨鋤鄙Ⅲ、、一から一一一十五頁まで本文、三

蝋』ラ一一潤綱川蝿脂崎吟唾訓厭孵鑪墹人物はｌ貧しい農夫であるギョと。
文ｒ
 

Ｉ
ギ
ョ
と
コ
ー
プ
は
猟
師
で
も
あ
る
の
だ
が
、
小
づ
か
い
か
せ
ぎ
に
熊
を
獲
り
に
出
か
け
る
。
一
一
人
は
熊
を
待
ち
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文政三年のオランダ芝居

筒
井
ら
の
厚
意
に
感
謝
す
る
意
味
で
素
人
芝
居
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
つ
い
に
ま
つ
り
ご
と
に
せ
い
た
く
し
れ
い
を
う
け
そ
の
ど
う
を
ま
す
こ
と
ね
ん
に
ひ
や
く
じ
ゆ
う
ま
ん
き
ん
し
》

《
因
終
請
訊
政
、
稟
令
、
増
其
銅
、
年
百
十
万
斤
、

さ
お

ブ
ロ
ン
ホ
フ
は
着
任
後
、
、
ロ
蘭
貿
易
が
途
絶
し
て
い
た
空
白
期
間
中
の
損
失
を
う
め
足
す
必
要
を
痛
感
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
側
が
い
ち
ば
ん
欲
し
て
い
た
の
は
銅
（
竿
銅
）

で
あ
る
。
筒
井
が
長
崎
に
着
任
し
た
の
は
、
ブ
ロ
ン
ホ
フ
が
来
日
し
た
文
化
十
四
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
幕
府
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
か
ら
同
一
一
一
年
（
’
八
二

○
）
ま
で
、
毎
年
輸
出
銅
の
増
額
（
定
額
一
一
一
○
万
斤
を
九
○
万
斤
）
を
認
め
た
。
文
政
一
一
一
年
十
月
、
筒
井
は
任
期
み
ち
て
間
宮
と
交
代
し
て
帰
府
す
る
折
、
オ
ラ
ン
ダ
側
は

ミ
ル
ク
売
り
の
娘
は
、
身
の
不
運
を
な
げ
き
、
歌
を
う
た
い
な
が
ら
、
昔
の
恋
人
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
見
つ
め
、
過
去
の
想
い
出
に
ひ
た
っ
て
い
る
う
ち
に
、

草
む
ら
の
上
で
寝
入
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
へ
士
卒
を
連
れ
て
ペ
ル
レ
ッ
ト
さ
が
し
に
や
っ
て
来
た
タ
ン
ケ
レ
１
ト
に
よ
っ
て
偶
然
発
見
さ
れ
る
？

折
か
ら
狩
人
の
コ
ラ
と
と
も
に
賎
し
か
ら
ぬ
老
人
（
じ
つ
は
ペ
ル
レ
ッ
ト
の
父
）
が
通
り
か
か
る
が
、
老
人
は
ペ
ル
レ
ッ
ト
の
姿
を
見
る
な
り
、
走
り
よ
っ
て
そ
の
身
体

を
起
そ
う
と
す
る
。
娘
は
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
を
見
る
な
り
、
夢
か
と
ぱ
か
り
大
い
に
驚
き
、
こ
と
ば
な
く
た
だ
涙
を
流
す
。
か
つ
て
ペ
ル
レ
ッ
ト
を
捨
て
た
タ
ン
ヶ
レ
ー
ト
は
、

彼
女
の
父
親
に
こ
れ
ま
で
の
過
ち
を
わ
び
、
そ
の
ゆ
る
し
と
結
婚
の
許
可
を
請
う
と
、
父
は
こ
れ
ま
で
の
罪
を
ゆ
る
し
、
二
人
の
婚
姻
を
ゆ
る
し
て
や
る
。
か
く
し
て
ペ
ル

レ
ッ
ト
と
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
は
、
め
で
た
く
婚
約
し
、
物
語
は
ハ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
お
わ
る
。

（
師
）

出
島
で
上
演
さ
れ
た
こ
の
芝
居
は
、
も
と
の
台
本
を
少
し
書
き
替
え
た
改
作
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
オ
ー
フ
ン
ダ
側
が
、
長
崎
奉
行
か
ら
江
一
Ｐ
町
奉
行
に
転
任
す
る
筒
井

和
泉
守
政
憲
や
筒
井
の
長
崎
着
任
後
、
江
戸
か
ら
や
っ
て
来
た
間
宮
筑
前
守
信
與
ら
両
名
を
招
い
て
、
素
人
芝
居
を
み
せ
た
に
は
理
由
が
あ
る
。

出
島
は
文
化
六
年
二
八
○
九
）
か
ら
同
十
四
年
（
一
八
一
七
）
ま
で
の
九
ヵ
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
動
乱
の
余
波
を
う
け
て
蘭
船
の
入
港
な
く
、
商
館
長
ド
ゥ
１
フ
お
よ
び

館
貝
は
こ
の
間
窮
乏
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
一
八
一
五
年
（
文
化
十
二
年
）
六
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
で
大
敗
し
、
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
島
に
流
刑
に

な
っ
た
の
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
平
和
が
訪
れ
た
。
文
化
十
四
年
二
八
一
七
）
七
月
、
新
た
に
出
島
の
商
館
長
と
し
て
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ン
ホ
フ
が
来
日
す
る
と
、
ド

ウ
ー
フ
と
交
代
し
た
。

芝
居
の
さ
い
ご
は
、
人
間
高
望
み
に
は
裏
切
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
と
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
を
せ
ず
、
あ
ぶ
な
げ
が
な
い
の
が
一
番
と
い
っ
た
教
訓
で
お
わ
っ
て
い
る
。
こ

（
調
）

の
喜
歌
劇
の
締
め
く
く
り
は
、
オ
ー
フ
ン
ダ
語
訳
で
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。

よ
っ
て
つ
い
に
ま
つ
り
ご
と
に
せ
い
た
く
し
れ
い
を
う
け
そ
の
ど
う
を
ま
す
こ
と
ね
ん
に
ひ
や
く
じ
ゆ
う
ま
ん
き
ん
し
こ
う
し
て
ら
ん
じ
ん
の
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
し
る
べ
き
な
り

〈
因
終
請
訊
政
、
稟
令
、
増
其
銅
、
年
百
十
万
斤
、
而
蘭
人
之
欣
可
知
也
：
：
：
》
（
写
本
「
墹
蘭
演
戯
記
」
に
み
ら
れ
る
筒
井
の
政
文
よ
り
）
。

さ
い
ご
に
説
く
べ
き
は
、
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
が
も
つ
文
化
史
的
な
意
義
で
あ
る
。
当
時
こ
れ
ら
二
つ
の
芝
居
を
じ
っ
き
い
観
た
日
本
人
（
役
人
、
長
崎
奉
行
、
町
役
人
、
通

と
こ
ろ
が
、
出
島
で
行
な
っ
た
芝
居
で
は
、
こ
の
物
語
に
続
き
が
あ
る
。
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け
れ
ど
当
時
芝
居
を
じ
っ
き
い
観
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
ず
、
後
に
芝
居
の
こ
と
を
人
づ
て
に
聞
き
、
そ
の
筋
書
を
関
係
者
か
ら
借
り
て
筆
写
し
た
知
識
人
が
い
た
と
い
う

あ
か
し

こ
と
は
、
日
本
人
が
西
洋
文
化
の
吸
収
に
す
こ
ぶ
る
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
証
で
も
あ
る
。

オ
ペ
レ
ッ
タ

文
政
一
一
一
年
（
一
八
一
一
○
）
は
、
日
本
の
演
劇
史
上
は
じ
め
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
通
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
喜
歌
劇
が
わ
が
国
に
伝
わ
っ
た
画
期
的
な
年
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

本
稿
に
お
い
て
引
い
た
内
外
の
文
献
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
ア
ー
メ
ル
ス
フ
ォ
ー
ル
ト
の
文
書
館
、
財
団
法
人
「
黒
船
館
」
（
新
潟
県
柏
崎
市
大
字
青
海
川
）
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
、
慶
応
義
塾
大

学
付
属
図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
東
北
大
学
付
属
図
書
館
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
な
ど
よ
り
貴
重
史
料
の
閲
覧
お
よ
び
複
写
に
つ
い
て
ご
配

慮
を
え
た
、
記
し
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。
ま
た
［
資
料
三
］
に
添
え
た
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
台
本
の
日
本
語
訳
は
、
加
太
宏
邦
教
授
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
誤
り

の
訂
正
を
う
け
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

オ
ペ
レ
ッ
タ

詞
ら
）
は
、
そ
れ
が
西
洋
（
オ
ラ
ン
ダ
）
芝
居
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
原
作
が
じ
っ
き
い
フ
ラ
ン
ス
で
創
ら
れ
た
喜
歌
劇
（
・
己
の
『
①
耳
の
）
で
あ
っ
た
と

は
夢
に
も
お
も
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
芝
居
が
、
日
本
人
か
ら
請
わ
れ
て
一
度
な
ら
ず
何
度
も
上
演
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
か
れ
ら
が
並
々
な
ら
ぬ
関

心
を
西
洋
芝
居
に
寄
せ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
も
あ
る
が
、
果
た
し
て
当
時
の
日
本
人
に
西
洋
の
芝
居
や
音
楽
を
味
解
す
る
能
力
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
っ
た
点
に
な
る

と
疑
問
も
残
る
。

注
あ
そ
う
よ
し
て
る

（
１
）
麻
生
義
輝
（
一
九
○
一
～
一
九
一
一
一
八
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
、
哲
学
者
）
は
、
大
分
県
に
生
ま
れ
、
第
七
高
等
学
校
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
で
美
学
を
修
め
た
。
学
生
の

と
き
か
ら
身
元
を
か
く
し
、
貧
し
い
人
々
の
生
活
の
向
上
に
努
め
る
社
会
運
動
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
芸
術
批
評
、
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
、
日
本
哲
学
思
想
史
の
研
究
に
従
い

多
く
の
論
文
や
訳
書
を
残
し
た
。
天
逝
し
た
の
が
お
し
ま
れ
る
（
暴
林
哲
学
思
想
家
辞
典
』
東
京
書
籍
株
式
会
社
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
）
。

（
２
）
わ
が
国
で
初
め
て
上
演
さ
れ
た
西
洋
芝
居
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
定
か
で
な
く
、
学
問
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
十
八
年
（
’
八
八
五
）
五
月
＋

え
び
ず
や

さ
く
ら
ど
き
ぜ
に
の
よ
の
な
か

（
イ
）

六
日
に
、
大
阪
道
頓
堀
の
戎
座
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た
「
何
桜
彼
桜
銭
世
中
」
（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
「
ベ
ニ
ス
の
商
人
』
を
歌
舞
伎
化
し
た
も
の
）
な
ど
は
、
最
も
古
い
も
の

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
の
筋
な
り
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
酷
似
し
た
作
品
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
仙
近
松
門
左
衛
門
の
「
釈
迦
如
来
誕
生
会
」
（
釈

（
ロ
）

迦
の
伝
記
を
浄
瑠
璃
に
し
た
も
の
、
元
禄
八
年
（
’
六
九
五
）
四
月
八
日
に
大
阪
の
竹
本
座
で
初
演
）
で
あ
っ
た
り
、
②
近
松
半
一
一
（
一
七
一
一
五
～
八
一
一
一
、
江
戸
中
期
・
後
期
の

六
日
に
、
大
阪
｝

の
一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
、
江
一
一
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（
３
）
 

㈹
「
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
〈
例
〉
心
謎
解
色
絲
』
（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
）
、
三
六
頁
。

Ⅲ
竹
村
覚
「
日
本
英
学
発
達
史
』
（
研
究
社
、
昭
和
八
年
九
月
）
、
二
○
○
頁
。

町
絵
師
川
原
慶
賀
の
伝
記
に
つ
い
て
は
分
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
生
没
年
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
生
れ
で
あ
る
ら
し
く
、
父
香
山
も
絵
事
を
善

う
じ

く
し
た
と
い
う
（
古
賀
十
一
一
郎
「
長
崎
絵
画
全
史
」
北
光
書
房
、
昭
和
ｎ
．
８
）
。
通
称
「
登
与
助
」
と
い
い
、
一
課
は
種
美
、
号
は
聴
月
楼
と
い
っ
た
。
は
じ
め
氏
を
川
原
と
い

い
、
の
ち
田
口
に
変
え
た
（
氷
見
徳
太
郎
「
川
原
慶
賀
に
就
て
（
上
）
」
（
「
国
華
」
六
八
七
号
、
昭
和
別
・
６
）
。

文
政
六
年
（
’
八
一
一
三
）
八
月
、
出
島
の
医
官
シ
ー
ボ
ル
ト
が
来
日
す
る
と
、
今
下
町
に
住
む
慶
賀
は
、
そ
の
画
業
を
シ
ー
ボ
ル
ト
に
見
出
さ
れ
、
出
島
出
入
り
の
絵
師
と
な

る
の
だ
が
、
か
れ
は
写
生
に
長
じ
動
・
植
物
、
人
物
、
風
俗
、
肖
像
、
風
景
画
な
ど
を
描
い
た
。
来
舶
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
中
に
は
慶
賀
の
絵
を
求
め
る
者
が
多
か
っ
た
と
い
う

（
黒
田
源
次
「
長
崎
系
洋
画
』
創
元
社
、
昭
和
７
．
４
）
。
同
九
年
（
一
八
二
六
）
正
月
、
シ
１
ボ
ル
ト
と
と
も
に
江
戸
参
府
に
従
い
、
シ
１
ボ
ル
ト
が
採
取
し
た
植
物
を
写
生
し

（
ヘ
）

③
に
お
い
て
『
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
に
似
て
い
る
の
は
、
そ
の
二
幕
目
と
三
幕
目
Ｉ
す
な
わ
ち
、
本
町
の
糸
屋
中
根
屋
の
場
と
大
通
寺
墓
所
の
場
で
あ
り
．
毒
薬
を

（ＬＩ） 

用
い
て
仮
死
し
て
墓
場
に
送
ら
れ
、
恋
人
が
対
面
す
る
と
い
う
構
想
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
想
い
出
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
当
時
、
作
者
ら
が
ど
こ
か
ら
筋
の
材
源
を
得
た
の
か
わ
か
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
も
し
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
か
ら
の
影
響
な
り
波
動
が
あ
る
と
し
た
ら
、
出
島
の

政
治
家
）
と
の
政
争
に

（
ホ
）

ト
に
該
当
す
る
と
い
う
。

（
チ
）

オ
ラ
ン
ダ
人
が
発
信
源
（
出
所
）
と
考
え
ら
れ
る
。

い
も
せ
や
ま
お
ん
な
の
て
い
き
ん

浄
瑠
璃
作
者
）
の
「
妹
背
山
婦
女
庭
訓
」
（
曾
我
入
鹿
の

八
一
一
九
、
江
戸
中
期
の
歌
舞
伎
作
者
）
が
二
代
目
桜
田
巫

一
○
］
正
月
、
江
戸
の
市
村
座
で
初
演
）
な
ど
が
あ
る
。

仙
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』
と
同
吟

と
い
っ
た
テ
ー
マ
ま
た
は
情
況
が
「
ベ
ニ
ス
の
商
人
』
，

政
治
家
）
と
の
政
争
に
つ
い
て
説
話
を
テ
ー
マ
と
し
、
」

㈲
注
仙
の
三
一
一
一
五
頁
。

脚
注
⑪
の
一
一
一
三
七
頁
。

㈹
「
国
立
劇
場
上
演
沓

Ⅲ
竹
村
覚
「
日
本
英
】

町
絵
師
川
原
慶
賀
の
提

㈹
河
竹
繁
俊
「
日
本
演
劇
文
化
史
話
」
（
新
樹
社
、
昭
和
一
一
一
十
九
年
十
一
月
）
、
三
一
一
一
四
頁
。

何
伊
原
青
々
園
「
日
本
に
於
け
る
抄
翁
劇
」
（
『
早
稲
田
文
学
』
第
一
一
一
五
号
所
収
、
’
三
七
頁
）
。

い
『
大
南
北
全
集
第
三
巻
』
（
春
陽
堂
、
大
正
十
四
年
三
月
）
、
一
一
一
頁
。

つ
る
や
な
ん
ぽ
く

」
（
曾
我
入
鹿
の
横
暴
に
よ
る
悲
恋
劇
、
明
和
人
年
［
一
七
七
一
］
、
大
坂
の
竹
本
座
で
初
演
）
、
③
四
代
目
鶴
屋
南
北
（
一
七
五
五
ｉ
１
－

Ｕ
す
け

（
ハ
）
こ
こ
ろ
の
な
ぞ
と
け
た
い
ろ
い
と

が
二
代
目
桜
田
治
肋
（
’
七
六
八
～
’
八
二
九
、
歌
舞
伎
作
者
）
と
の
合
作
脚
本
「
心
謎
解
色
糸
」
（
世
話
狂
一
一
一
一
口
、
文
化
七
年
［
’
八

ざ
ん
き
り

と
同
じ
材
料
を
使
っ
て
い
る
、
と
い
い
、
眼
目
は
第
一
一
一
段
目
の
第
一
一
場
’
三
の
切
で
あ
り
、
罪
の
償
い
に
人
肉
を
切
り
取
る

（一一）
な
か
と
み

人
』
と
共
通
し
て
い
る
と
い
う
。
②
は
大
和
時
代
、
蘇
我
入
鹿
（
？
～
六
四
五
、
政
治
家
）
と
中
臣
鎌
足
（
六
一
四
～
六
九
、

こ
が
の

ひ
な
ピ
リ

ー
レ
、
久
し
く
不
和
に
な
っ
て
い
た
両
家
の
一
人
息
子
（
久
我
之
助
）
と
一
人
娘
（
雛
鳥
）
の
悲
恋
が
、
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

、
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
慶
賀
は
じ
つ
に
見
事
な
数
々
の
細
密
画
を
描
い
た
が
、
シ
１
ボ
ル
ト
は
そ
の
巧
み
な
る
力
量
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
「
か
れ
の
絵
画
数
百
は
余
の
著
書

（
『
日
本
』
ｌ
引
用
者
）
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て
彼
の
功
績
を
語
る
な
り
」
（
呉
秀
三
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
そ
の
生
涯
及
び
功
業
３
』
東
洋
文
庫
昭
和
囲
・
２
）
．

（
４
）
泥
絵
と
は
泥
絵
具
（
ふ
つ
う
画
家
は
用
い
な
い
。
き
わ
め
て
粗
悪
な
絵
の
具
を
水
に
溶
き
、
泥
状
に
し
て
使
う
。
色
彩
は
不
透
明
で
に
ご
っ
て
い
る
）
を
用
い
て
描
い
た
絵
の

ご
ふ
ん
え

＃
 

め
が
ね

こ
と
を
い
う
が
、
も
と
は
「
胡
粉
絵
」
と
も
い
っ
た
。
本
物
の
泥
絵
と
は
、
拳
曰
の
芝
居
の
画
き
割
、
地
獄
や
極
楽
の
見
世
物
の
絵
、
の
ぞ
き
眼
鏡
の
絵
な
ど
に
見
る
も
の
で
あ
る
。

が
ん
り
ょ
う

そ
の
描
き
方
は
、
ま
ず
胡
粉
（
貝
が
ら
を
焼
い
て
作
っ
た
白
色
の
顔
料
（
え
の
ぐ
）
で
下
地
を
し
、
そ
の
上
に
藍
・
黄
・
赤
と
い
っ
た
従
来
画
描
き
が
用
い
て
き
た
絵
の
具
を
塗

っ
て
画
に
す
る
（
出
井
朱
有
「
川
原
慶
賀
筆
泥
絵
芝
居
絵
巻
附
川
原
慶
賀
・
泥
絵
考
」
（
「
日
本
美
術
工
芸
』
第
二
五
六
号
所
収
、
昭
和
拓
・
１
）
。

し
か
し
、
ふ
し
ぎ
に
思
わ
れ
る
の
は
、
な
ぜ
川
原
慶
賀
は
粗
悪
な
絵
の
具
を
使
っ
て
ま
で
芝
居
絵
を
画
く
必
要
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
５
）
古
賀
＋
二
郎
「
長
崎
絵
画
全
史
』
（
北
光
書
一
房
、
昭
和
十
九
年
八
月
）
、
一
九
六
頁
。

に
わ
か

（
６
）
岡
泰
正
「
オ
ラ
ン
ダ
所
蔵
の
出
島
俄
芝
居
図
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
十
八
巻
第
一
一
号
所
収
）
。

（
７
）
氷
見
徳
太
郎
「
川
原
慶
賀
に
就
て
（
上
）
」
（
『
国
華
」
六
八
七
号
、
昭
和
別
・
６
）
、
二
一
頁
。

い

（
８
）
、
氷
見
徳
太
郎
（
長
崎
で
倉
庫
業
を
い
と
な
む
）
は
、
こ
の
絵
巻
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
よ
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
も
の
か
、
「
私
は
最
近
、
絶
望
だ
と
思
っ
て
居

こ
を
ど
り

た
こ
の
阿
蘭
陀
芝
居
の
巻
物
を
入
手
し
て
雀
躍
し
て
い
る
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
教
授
ド
ク
ト
ル
・
ラ
ー
デ
ル
氏
は
、
世
界
唯
一
と
激
賞
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

た
り
、
各
地
の
風
俗
風
景
な
ど
を
描
い
た
り
、
地
図
、
地
形
図
を
作
成
し
た
（
林
源
吉
「
町
絵
師
慶
賀
」
（
『
長
崎
談
叢
』
第
十
一
号
所
収
、
昭
和
７
．
，
）
。

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
八
月
九
日
の
夜
か
ら
翌
十
日
の
夕
刻
ま
で
、
長
崎
を
襲
っ
た
台
風
は
出
島
の
諸
所
を
破
壊
し
た
ば
か
り
か
（
「
甲
子
夜
話
」
「
増
補
長
崎
略
史
年

表
」
）
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
荷
を
積
ん
だ
船
が
稲
佐
の
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
と
き
国
禁
品
（
葵
紋
服
、
日
本
地
図
な
ど
）
の
数
々
が
露
見
し
た
。
任
期
満
ち
て
帰
国
寸
前
の

シ
ー
ボ
ル
ト
は
帰
国
を
禁
じ
ら
れ
た
（
「
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
」
）
。
慶
賀
は
こ
の
と
き
事
件
に
連
座
し
処
罰
さ
れ
た
。
参
府
の
と
き
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
た
め
に
「
薬
草
絵
図
」
な
ど

を
描
い
た
こ
と
が
糾
弾
さ
れ
、
同
年
十
二
月
末
に
入
牢
し
、
翌
十
二
年
正
月
末
に
出
牢
し
、
町
預
け
と
な
っ
た
（
「
長
崎
奉
行
所
犯
科
帳
［
第
百
七
冊
］
）
。

謹
慎
中
の
慶
賀
は
絵
筆
を
や
す
め
ず
、
相
変
ら
ず
作
画
に
従
事
し
て
い
た
が
、
西
役
所
を
写
し
、
港
内
警
備
を
担
当
し
て
い
た
細
川
藩
、
鍋
島
藩
の
番
船
の
幕
に
そ
の
紋
章
を

あ
ず
か
り

描
い
た
た
め
に
天
保
十
一
一
一
年
（
’
八
四
一
一
）
九
月
預
を
命
じ
ら
れ
、
の
ち
手
鎖
預
り
、
十
一
月
に
は
江
戸
・
長
崎
払
を
申
し
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
慶
賀
は
故
郷
を
離
れ
他
郷
に

身
を
置
か
ざ
る
え
な
く
な
っ
た
。
が
、
い
つ
の
頃
か
ふ
た
た
び
故
郷
に
舞
い
も
ど
り
、
酒
屋
町
四
十
七
番
地
に
住
し
、
名
を
田
口
と
変
え
た
。

弘
化
の
こ
ろ
（
一
八
四
○
年
代
）
、
慶
賀
の
子
・
登
七
郎
（
号
は
”
盧
谷
〃
、
嫁
の
お
と
し
は
江
戸
生
ま
れ
）
は
、
今
下
町
で
版
画
や
銅
版
画
を
作
り
、
こ
れ
を
売
り
出
し
て
い

た
ら
し
い
。
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
に
慶
賀
は
七
十
五
歳
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
そ
の
後
亡
く
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。
が
、
没
年
月
日
、
法
号
、
墓
石
も
わ
か

た
ら
し
い
。
一

っ
て
い
な
い
。

（
氷
見
徳
太
郎
羅
辨
阿
蘭
陀
芝
居
」
（
「
人
情
地
理
」
昭
和
８
．
３
所
収
）
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文政三年のオランダ芝居
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央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
六
十
一
一
年
三
月
）
、
’
一
一
一
九
頁
。

「
綱
楯
家
蜀
山
人
全
集
巻
五
』
（
吉
川
弘
文
館
、
明
治
四
十
一
年
八
月
）
、
一
一
一
六
一
一
一
～
三
六
四
頁
。

中
村
洪
介
教
授
の
最
終
講
義
『
文
政
一
一
一
年
出
島
上
演
の
阿
蘭
陀
芝
居
二
題
」
（
「
中
央
大
学
論
集
』
第
泌
号
所
収
’
一
一
○
○
二
年
三
月
刊
）
．

の
マ
テ
ラ
で
生
ま
れ
、

注
（
Ⅲ
）
に
お
な
Ｌ

注
（
別
）
を
参
照
。

ル
イ
・
ア
ン
ソ
ー
ム
は
フ
ラ
ン
ス
の
劇
作
家
。
’
七
二
一
年
パ
リ
に
生
ま
れ
、
’
七
八
四
年
七
月
十
七
日
同
地
で
死
亡
。
コ
メ
デ
ィ
Ⅱ
イ
タ
リ
エ
ン
ヌ
座
の
た
め
に
数
多
の
オ

ペ
ラ
の
台
本
を
つ
く
っ
た
。
（
Ｅ
○
首
言
烏
同
ミ
ミ
畠
は
、
＆
、
》
（
・
日
①
可
・
画
の
日
の
》
巨
己
日
二
の
（
○
の
》
口
＆
（
①
貝
の
》
而
四
『
｛
の
》
ロ
」
図
、
）

中
村
洪
介
「
文
政
一
一
一
年
の
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ
ラ
」
（
「
春
秋
』
ｚ
・
・
岩
切
所
収
、
春
秋
社
、
平
成
元
年
一
月
）
、
九
頁
Ｐ
な
お
、
向
・
閃
・
ロ
ロ
己
は
一
七
○
九
年
一
一
月
九
日
イ
タ
リ
ア

文
政
年
間
（
一
八
一
一
○
年
代
）
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
］
・
句
・
ぐ
目
○
ぐ
の
【
日
の
①
Ｈ
固
の
の
＆
①
『
（
一
八
一
一
○
～
一
一
四
年
、
第
一
次
来
日
）
が
商
館
長
ブ
ロ
ン
ホ
フ
の
命
に
よ
り
描
い

た
出
島
図
（
紙
本
．
ペ
ン
書
川
、
×
Ⅲ
皿
レ
ィ
デ
ン
の
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
）
に
よ
る
と
、
ほ
ぼ
Ｔ
字
形
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
「
出
島
図
ｌ
そ
の
景
観
と
変
遷
」

っ
た
。

小
笠
原
幹
夫
「
文
政
五
年
の
翻
訳
劇
ｌ
宇
田
川
椿
庵
の
和
蘭
戯
曲
」
（
『
文
芸
と
批
評
」
第
七
巻
第
五
号
所
収
、
文
芸
と
批
評
の
会
平
成
四
年
四
月
）
、
二
四
頁
．

同
右
。

家
老
二
人
と
は
、
公
用
人
の
こ
と
か
。

「
蝸
蘭
演
戯
記
」
ｓ
海
表
叢
書

「
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記

注
（
Ｅ
）
の
一
一
一
一
一
○
～
三
一
一

注
（
、
）
の
一
一
○
～
二
一
頁
。

注
（
５
）
の
一
九
五
頁
。

『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
九
塑
仙
一
一
．
騨
餓
』
（
雄
松
堂
出
版
、
平
成
十
年
五
月
）
、
一
一
一
一
頁
。

「
文
政
武
鑑
４
』
（
柏
書
房
）
や
『
江
戸
町
鑑
集
成
第
一
一
巻
」
（
東
京
堂
出
版
）
に
よ
る
と
、
筒
井
和
泉
守
政
憲
は
、
帰
府
の
の
ち
南
町
奉
行
と
な
り
、
扶
持
高
は
一
一
一
千
石
で
あ

神
戸
市
立
博
物
館
編

注
（
７
）
に
お
な
じ
。

に
お
な
じ
。

隅
記
」
（
『
海
表
叢
書
』
巻
一
一
所
収
、
更
生
閣
書
店
、
昭
和
三
年
一
月
）
、
一
七
頁
。

／
ン
ダ
商
館
日
記
八
鎚
一
い
一
一
一
ｍ
騨
鰍
』
（
雄
松
堂
出
版
、
平
成
九
年
三
月
）
、
’
一
一
一
一
○
頁
。

の
一
一
一
一
一
○
～
一
一
一
一
一
一
頁
。

一
七
七
五
年
六
月
十
四
日
パ
リ
で
死
亡
。

『
南
蛮
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
池
長
孟
』
（
神
戸
市
立
博
物
館
、
平
成
咀
・
７
）
、
七
二
頁
。
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号
、
平
成
ｕ
・
３
）
。

［
参
考
文
献
］

古
賀
＋
二
郎
「
阿
蘭
芝
居
」
（
『
長
崎
市
史
風
俗
編
下
巻
』
所
収
、
長
崎
市
役
所
、
大
正
Ⅲ
．
Ⅱ
）

〆￣、〆￣、〆￣、グー、グーへ〆￣へグーへグー、￣■へ〆－，

３７３６３５３４３３３２３１３０２９２８ 
、－〆、－〆、-〆、－〆、-〆、－－、－－、=〆－－－､＝〆

石
田
純
郎
「
文
政
三
年
に
出
島
で
演
じ
ら
れ
た
小
唄
入
喜
劇
「
’
一
人
の
猟
師
と
乳
売
り
娘
』
に
つ
い
て
」
（
「
日
蘭
学
会
会
誌
」
第
一
六
巻
第
二
号
、
平
成
４
．
３
）

小
笠
原
幹
夫
「
文
政
五
年
の
翻
訳
劇
ｌ
宇
田
川
熔
庵
の
和
蘭
戯
曲
」
二
文
芸
と
批
評
』
第
七
巻
第
五
号
、
平
成
４
．
４
）

沼
田
次
郎
「
再
び
『
出
島
の
阿
蘭
陀
俄
芝
居
』
に
つ
い
て
」
ｓ
日
本
歴
史
』
平
成
５
．
７
）

岡
泰
正
「
オ
ラ
ン
ダ
所
蔵
の
出
島
俄
芝
居
図
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
一
八
巻
第
二
号
、
平
成
６
．
３
）

磯
崎
康
彦
「
出
島
絵
師
川
原
慶
賀
の
『
和
蘭
陀
芝
居
図
巻
』
と
「
出
島
俄
芝
居
図
筐
（
福
島
大
学
「
教
養
学
部
論
集
人
文
科
学
部
門
』
第
六
○
号
、
平
成
８
．
６
）

沼
田
次
郎
「
阿
蘭
陀
狂
言
」
（
「
日
本
歴
史
』
第
四
一
号
所
収
、
昭
和
別
．
、
）

今
泉
源
吉
『
噸
辮
桂
川
の
人
々
［
続
篇
］
ｌ
日
本
洋
学
史
研
究
［
二
］
』
（
篠
崎
書
林
、
昭
和
偲
・
６
）

沼
田
次
郎
「
出
島
の
阿
蘭
陀
芝
居
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
四
五
一
一
号
、
昭
和
Ⅲ
・
１
）

中
村
洪
介
「
文
政
一
一
一
年
の
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ
ラ
」
（
『
春
秋
』
ｚ
・
・
車
急
所
収
、
春
秋
社
、
平
成
元
・
１
）
、
「
文
政
一
一
一
年
出
島
上
演
の
阿
蘭
陀
芝
居
一
一
題
」
（
『
中
央
大
学
論
集
』
第
昭

古
賀
＋
二
郎
「
阿
蘭
芝
居
」
ｓ
長
崎
市
史
風
俗
編
下
巻
」
所
収
、

永
見
徳
太
郎
鰻
鯛
阿
蘭
陀
芝
居
」
（
「
人
情
地
理
』
昭
和
８
．
３
）

注
（
、
）
の
三
四
九
頁
、
「
あ
と
が
き
」
を
参
照
。

注
（
胡
）
の
一
一
二

注
（
釦
）
に
お
な
じ
。

今
泉
源
吉
繍
辨
桙

注
（
Ⅲ
）
を
参
照
。

「
崎
陽
群
談
』
（
近
藤
出
版
社
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
）
、
五
七
～
五
九
頁
。

「
伝
川
原
慶
賀
「
長
崎
出
島
之
図
」
『
出
島
図
ｌ
そ
の
景
観
と
変
遷
』
所
収
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
）
、
一
六
○
頁
．

き
さ
く

伊
藤
嘉
朔
「
舞
台
装
置
の
研
究
』
（
小
山
書
店
、
昭
和
一
一
十
四
年
四
月
）
、
一
五
七
頁
。

「
長
崎
市
史
風
俗
編
下
巻
」
（
長
崎
市
役
所
、
大
正
十
四
年
十
一
月
）
、
二
八
○
頁
。

沼
田
次
郎
「
出
島
の
阿
蘭
陀
俄
芝
居
」
（
「
日
本
歴
史
』
一
九
八
六
年
一
月
号
所
収
、
吉
川
弘
文
館
）
、
二
○
頁
。
、

注
（
釦
）
の
一
一
一
頁
。

桂
川
の
人
々
［
続
篇
］
ｌ
日
本
洋
学
史
研
究
［
二
］
』
（
篠
崎
書
林
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
）
、
一
五
二
頁
．
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文政三年のオランダ芝居

お
ら
ん
だ
こ
く
お
う
も
ん

香
盤
の
前
面
に
あ
う
Ｃ
ハ
和
蘭
国
王
の
紋
な
り

こ
う
ば
ん

そ
の
そ
ば
は
よ
く

正
面
に
画
き
た
る
は
香
盤
な
ｎ
ソ
其
傍
に
羽
翼

ど
う
じ

つ
か

あ
る
童
子
（
子
供
）
の
ご
と
き
ｊ
Ｕ
の
ハ
神
の
仕
ハ
し
め

え
が
は
た
か
き

左
右
に
画
圭
ご
し
旗
に
書
た
る
文
字
は

し
ひ
と
き
ょ
う
げ
ん
げ
い
き
そ

出
島
に
お
い
て
我
一
と
狂
一
一
一
一
口
の
芸
を
競
ひ

か
ま
ヘ
ア
ポ
ル
ロ
ー
柵
瘡
伽
に
奉
納
す
と
」

も
Ｕ

正
面
の
上
に
あ
る
文
字
〈

こ
と
ば
が
き

つ
ぎ
に
資
料
と
し
て
揚
げ
る
，
。
の
は
、
川
原
慶
賀
筆
「
阿
蘭
陀
芝
居
巻
」
の
詞
書
ｌ
原
文
（
毛
筆
墨
書
）

や
す
く
す
る
た
め
段
落
を
多
く
し
、
語
と
語
と
の
あ
い
だ
を
開
き
、
か
つ
漢
字
に
は
ル
ビ
を
ふ
っ
た
。
ま
た
（

命
は
短
く
芸
ハ
長
した
て
ま
つ
て
い

ア
ボ
ル
ロ
ー
に
花
を
棒
う
っ
躰
な
り

ま
く
ず
か
い

幕
の
図
解

〔
資
料
己

性
急
者
＊

》
」

と
い
ふ
雪
叩
な
り

そ
の
そ
ば
は
よ
く

其
傍
に
羽
翼

い
か
っ
た

と
い
ふ
意
の
詩
な
り

ぎ
じ
よ
う

戯
場

（
使
者
）
に
し
て

で
あ
る
。
原
文
に
は
ほ
と
ん
ど
改
行
が
な
い
た
め
、
読
み

）
内
は
理
解
の
一
助
と
す
る
た
め
の
注
で
あ
る
。
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ぷ
た
い
か
ざ
り
つ

ひ
ど

舞
台
は
飾
付
ヶ
図
の
ご
と
く
正
面
に
開
ら
き
戸
あ
、
ソ
て

え
ガ
ラ
ス
し
ょ
う
じ

す
い

画
ふ
す
ま
ハ
硝
子
障
子
よ
り
庭
木
の
透
て
見
ゆ
う
っ
に

ゴ
ル
デ
ィ
ン
腋
、
如
き
（
ぬ
Ｃ
ａ
言
カ
ー
テ
ン
、
鍛
帳
の
意
）
を
か
た
が
た

ま
く
ぎ
わ

ほ
う

え
か
が
み

幕
の
際
よ
り
少
し
矢
ぐ
が
り
て
右
の
方
の
ふ
す
ま
に
ハ
画
鏡
（
絵
画
）

か
き
つ
く
え

ほ
く
ひ
っ

か
け
書
机
を
す
え
上
に
ハ
墨
筆
な
ど
な
少
わ
く
左
の
方
の
ふ
す
ま

い
す
い
つ
き
や
く

両
方
に
椅
子
を
一
脚
シ
、
な
ら
べ
少
－
し
前
の
か
た
の

iIiliLIllililI 

す
が
た
み
ガ
ラ
ス
か
が
み

に
は
姿
見
の
硝
子
鏡
を
か
け
前
に
は
手
箱
の
や
う
の
も
の
カ
ニ

卿
，
圃
欝
，

蠅
蝿
鮒
脳
溌
蝋
鰯
梛
徽

た
だ
し

や
ど

き
や
く

但
「
ダ
ァ
モ
ン
」
は
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
が
家
に
宿
り
た
う
Ｃ
客
な
り

原慶賀筆「阿蘭陀芝居巻」（｢黒船館」蔵）の詞書。

性
急
者

ダ
ア
モ
ン
の
従
者

ダ
ア
モ
ン
の
下
人

か
ね
か

銀
借
し

ポ
ル
カ
ム
プ
の
娘

裁
判
方
の
書
記
役

え
し

画
師

戯和
芸蘭

か
え
な
し
だ
い

役
者
替
名
の
次
第

オ
ン
ゲ
デ
ュ
ル
デ
ィ
ゲ
鱒
議
非
職
鑓

ダ
ア
モ
ン

に

ラ
フ
レ
ウ
ル

に

フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
に

ポ
ル
カ
ム
プ

に

ユ
リ
ヤ

に

ノ
タ
ー
リ
ス

に

か
た
が
た
へ

（
絵
画
）
を

ざ
ま

（
あ
ち
こ
ち
に
）
引
し
ぼ
り
た
る
窓
の
様
を
え
が
き

（
１
）
 

新
渡
筆
者
ヒ
ッ
ス
ル

在
留
筆
者
ヒ
ッ
ス
ル

百
Ｍ

ハ
ウ
エ
ル

新渡魂ディキ
在
留
筆
者
ス
ミ
ッ
ト

壱
番
船
小
役
デ
ロ
イ
ト
ル

ニ
役

同
人
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文政三年のオランダ芝居

ま
ち
お
り

「
ダ
ア
モ
ン
」
ハ
娘
の
返
事
い
か
に
そ
と
待
居
た
れ
と
も
か
、
る
性
急
の
者
な
れ
は
‐
し
ば
し
も
ま
た
で
（
少
し
も
待
た
な
い
で
）
自
ら
娘
か
部
屋
に
ゆ
く
障
る

は
ら
た
お
り

こ
と
あ
り
け
る
に
や
す
ご
す
ご
す
ご
と
（
失
望
し
て
、
元
気
な
く
）
立
ち
も
ど
ｎ
ソ
ひ
と
り
つ
ぶ
や
き
腹
立
て
て
居
た
り
け
る

ひ
ら
き
ど

（
３
）
 

か
く
て
開
一
戸
お
し
あ
け
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
立
出
る
を
見
る
よ
り
（
見
る
と
す
ぐ
）
「
ダ
ア
モ
ン
」
打
よ
ろ
こ
び
何
が
な
事
よ
せ
（
何
か
に
か
こ
つ
け
て
）
「
ユ
リ
ヤ
」

と
に
か
く

か
側
に
立
な
ら
ひ
忍
ぶ
心
（
秘
た
る
恋
）
を
う
ち
つ
け
に
（
だ
し
ぬ
け
に
）
い
、
知
ら
す
れ
と
も
兎
角
に
娘
は
い
ら
へ
（
返
事
）
も
せ
ざ
り
－
し
か
つ
く
づ
く
恩
ひ
廻
ら

こ
の

こ
の
ち

つ
と
め
お
り
た
し
ん
そ
く

こ
の
た
び
シ
つ
っ
た
ご
と
と
り

せ
ハ
此
の
「
ダ
ア
モ
ン
」
こ
そ
此
地
に
ハ
重
き
役
目
を
勤
居
る
親
族
ｊ
Ｕ
あ
る
な
れ
は
我
が
父
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
か
此
度
の
訴
へ
事
の
執
な
し
を
た
の
ま
（

う
ち
む
か
こ
の
ほ
ど

う
っ
た
え
ご
と

あ
さ

や
と
思
ひ
か
へ
ｉ
し
い
な
に
ハ
あ
ら
ぬ
お
も
、
ち
（
意
外
な
顔
付
）
に
て
「
ダ
ア
モ
ン
」
に
打
向
ひ
此
程
（
こ
の
ご
ろ
）
我
父
お
ほ
や
け
に
訴
事
あ
り
て
朝

也：

と
り

つ
る
ぎ

い
で

性
急
者
「
ダ
ア
モ
ン
」
の
従
者
「
ラ
フ
レ
ウ
ル
」
は
手
に
お
の
が
帽
子
を
ぬ
き
取
か
た
手
に
は
、
王
人
「
ダ
ア
モ
ン
」
の
剣
を
持
て
左
の
方
よ
り
た
ち
出
る
ひ

お
い
で
き

も
ち

と
り
こ
し

ら
き
戸
あ
ら
ノ
く
、
し
く
押
し
あ
け
て
性
急
者
「
ダ
ア
モ
ン
」
出
来
り
従
者
か
持
た
る
剣
を
取
て
腰
に
お
び
「
コ
ー
ヒ
ー
」
鰄
加
丞
阯
く
を
と
り
来
れ
（
持
っ
て
ま
い

あ
と

こ
の
い
え
む
す
め

し
あ
ん

れ
）
と
一
一
一
一
口
付
け
ハ
従
者
ハ
奥
の
か
た
（
方
）
に
入
る
跡
ハ
「
ダ
ア
モ
ン
」
た
だ
ひ
と
ｎ
７
此
家
の
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
を
ば
い
か
に
３
Ｄ
し
て
手
に
入
れ
ん
と
思
案
に

お
り

の
ま
と
り

こ
と
ほ
か

れ
い

い
か

く
れ
て
居
た
る
折
し
ｊ
Ｕ
従
者
が
持
出
た
る
「
コ
ー
ヒ
ー
」
を
飲
ん
と
て
取
あ
ぐ
る
に
殊
の
外
あ
つ
か
り
し
に
例
の
性
急
た
ち
ま
ち
怒
り
「
コ
ー
ヒ
ー
」
茶
わ
ん

う
ち
く
だ

お
そ

ば
か
り

を
打
砕
き
何
事
に
も
心
き
か
さ
る
ｊ
Ｕ
の
か
な
と
の
、
し
る
に
て
従
者
の
「
ラ
フ
レ
ウ
ル
」
は
ひ
た
も
の
（
む
や
み
と
）
恐
れ
お
の
、
き
て
あ
ハ
て
ふ
た
め
く
斗

い
か
り

な
ん
じ

「
ダ
ア
モ
ン
」
は
怒
を
－
」
づ
め
汝
「
ユ
リ
ヤ
」

と
言
付
ら
れ
て
従
者
は
「
ユ
リ
ヤ
」
か
部
屋ま
ち
お
町

「
ダ
ア
モ
ン
」
ハ
娘
の
返
事
い
か
に
そ
Ｌ
」
待
昆

い
え
お
も
む
き

か
家
の
趣
な
ｎ
７

こ
こ
か
ね

の
せ
た
る
机
を
す
え
た
り
す
べ
て
此
所
は
銀
か
－
し
「
ポ
ル
カ
ン
プ
」

た
だ
し

た
だ

但
幕
は
上
に
引
き
し
ぼ
る
や
う
に
な
せ
、
ソ
且
鈴

ま
く
の
あ
け
お
ろ
し
を
し
ら
す
こ
、
（
わ
が
国
）

ひ
し
よ
し
ぎ

お
な

拍
子
木
凱
、
て
し
ら
す
る
に
同
し

か
部
屋
へ
行
く

い
つ

か
部
屋
に
行
て

た
だ

且
鈴
土
こ
ふ
、
ソ
て

ぎ
Ｕ
よ
う

か
国
）
の
戯
場
に
てさ
わ

た
い
め
ん

障
る
こ
と
（
矢
ご
し
さ
わ
り
）
な
き
な
ら
は
対
面
せ
ん
い
ざ
と
く
（
さ
あ
、
よ
く
）
尋
ね
来
る
へ
し
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退
屈
な
か
ら
聞
居
た
る
を
主
心
に
思
ふ
や
う

お
も
む
き

お
く
ま
と
り

趣
を
も
見
せ
ん
と
て
奥
の
間
に
取
に
入
る

ひ
き
か
わ

し
ゆ
う

お
き
な

い
で

そ
こ
も
と

こ
の
ほ
ど

引
替
り
て
、
王
（
、
王
人
）
の
翁
「
ポ
ル
カ
ム
プ
」
出
来
れ
ハ
「
ダ
ア
モ
ン
」
は
よ
る
こ
（
し
き
あ
り
さ
ま
に
て
主
に
む
か
ひ
其
許
（
貴
殿
）
に
ハ
此
程
訴
事
あ

わ
れ
ら

こ
こ
ろ
や
す

し
ま
つ

り
て
こ
、
ろ
を
い
た
め
給
へ
る
よ
－
」
我
等
よ
き
に
と
り
な
し
ま
い
ら
せ
ん
心
易
く
あ
れ
か
し
と
打
よ
る
こ
ひ
事
の
始
末
を
く
た
く
だ
し
く
老
の
く
り
ご
と

ま
じ
え

な
が
も
の

と
り
（
く
ど
く
ど
い
う
一
一
一
戸
葉
）
交
て
物
語
る
に
「
ダ
ア
モ
ン
」
は
例
の
性
急
な
る
さ
が
（
性
格
）
な
れ
ば
永
物
か
た
り
に
気
を
い
ら
ち
た
え
か
ね
た
る
ざ
ま
な
り

だ
い
Ｕ

も
し

え
ん
だ
ん
さ
ま
た
げ
な

ひ
ご
ろ

宍
ご
れ
と
も
こ
、
ぞ
大
事
の
き
わ
（
さ
か
い
目
）
若
も
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
か
心
に
ざ
ハ
る
事
あ
ら
は
わ
か
縁
談
の
妨
に
も
成
り
な
ん
と
日
頃
の
気
質
を
と
り
直
し

た
い
く
つ

き
き
お
り

さ
て
ざ
て

た
ん
き

て
い

な
お

退
屈
な
か
ら
聞
居
た
る
を
主
心
に
思
ふ
や
う
抓
々
（
と
こ
ろ
で
）
短
気
の
生
れ
つ
き
と
お
も
へ
と
も
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
は
宍
ご
あ
ら
ぬ
体
に
て
も
の
か
た
り
尚
訴
状
の

ゆ
う

た
ま

こ
の
こ
と
た
け

た
ま

そ
の
う
え

と
り
つ
く
ろ
お
お
せ

夕
心
を
い
た
め
給
へ
フ
Ｃ
に
よ
り
此
事
よ
丈
に
（
と
く
に
）
と
り
な
し
給
ハ
、
其
上
に
て
ハ
い
か
に
も
て
父
か
手
前
を
取
繕
ひ
仰
に
し
た
か
ひ
ま
い
ら
す
へ

い
い
つ

「
ダ
ア
モ
ン
」
は
し
ば
－
」
も
（
ち
ょ
っ
と
の
間
）
待
た
す
従
者
「
ラ
フ
レ
ウ
ル
」
を
よ
び
出
し
と
く
と
く
（
す
ぐ
に
）
主
を
む
か
へ
来
た
れ
と
一
一
一
一
口
付
け
る
に
て

よ
び

い
ま
ひ
と
り
め
し
つ
か
え

「
ラ
フ
レ
ウ
ル
」
ハ
主
か
部
屋
に
呼
に
行
く
「
ダ
ア
モ
ン
」
は
心
せ
く
ま
、
今
や
り
た
る
「
ラ
フ
レ
ウ
ル
」
か
来
る
を
待
か
ね
今
壱
人
の
召
仕
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
」

え

を
も
呼
出
し
気
を
い
ら
ち
て
（
い
ら
い
ら
し
て
）
の
一
一
一
一
口
付
ゆ
へ
一
一
一
一
口
葉
を
聞
と
め
得
ざ
り
し
に
や
ふ
た
、
ひ
ミ
た
ひ
問
か
へ
せ
ハ
短
気
の
「
ダ
ア
モ
ン
」
い
よ
い

悟
ぐ
よ
う
お
一
や
く

お

よ
い
ら
ち
た
ま
り
か
ね
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
」
を
宍
（
｝
ん
ざ
ん
打
郷
し
て
そ
追
ひ
や
り
ぬ

ひ
ご
ろ

し
り

「
ダ
ア
モ
ン
」
ハ
ひ
と
り
腹
立
て
わ
か
恋
人
も
し
も
べ
等
も
日
頃
の
気
質
ハ
知
な
か
ら
か
、
る
ふ
る
ま
ひ
な
す
も
の
か
な
と
そ
一
」
ら
こ
、
ら
を
ふ
ミ
あ

う
れ

こ
の

マ
マ
こ
こ
ろ
ま
ま

「
ダ
ア
モ
ン
」
は
嬉
し
さ
い
は
ん
か
た
な
く
（
い
い
よ
う
が
な
い
）
此
ひ
と
わ
た
り
の
事
（
こ
の
事
を
一
応
）
取
な
す
上
は
娘
「
ユ
リ
ヤ
は
」
心
の
儘
す
ぐ
兵
ご
ま

と
》
」
の
）
」
と

此
事
は
か
ら
ん
と
事
の
始
末
（
し
だ
い
）
ｊ
Ｕ
聞
と
め
す
か
る
が
る
し
く
（
気
楽
に
）
立
出
る
を
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
は
引
と
ど
め
兎
に
も
か
く
に
も
此
事
を
ひ
と

と
り
な
し
た
ま

ま
つ
父
に
も
し
ら
せ
し
上
訴
事
の
も
と
す
え
を
つ
ば
ら
に
（
始
め
と
終
、
ソ
を
く
わ
し
く
）
問
ハ
せ
給
ひ
て
よ
り
と
き
に
取
成
給
ひ
ね
と
奥
の
か
た
に
て
入
に
け

し
と
い
ふ
に
そ

ら
す
得
さ
せ
ん
と
書
記
役
「
ノ
タ
ー
リ
ス
」
か
も
と
に
い
そ
き
行
く

ゆ
く

従
者
の
「
ラ
フ
レ
ウ
ル
」
立
出
て
あ
た
り
う
る
ノ
ー
～
見
ま
ハ
せ
と
も
、
王
人
の
行
え
し
れ
ざ
れ
ハ

る

す
べ
て

あ
い
だ

都
而
鳴
物
（
楽
器
の
総
称
）
を
用
ひ
す
幕
の
お
り
た
う
Ｃ
間
ハ

こ
き
ゆ
う
た
い
こ
ふ
え

そ
の

胡
弓
太
鼓
笛
等
に
て
は
や
－
し
立
て
其
１
し
ら
ヘ
ハ

た
ず
ね

つ
ぶ
や
き
ノ
ノ
ー
、
ｌ
そ
こ
こ
、
と
尋
に
こ
そ
ハ
出
に
け
る

し
ら
べ

「
。
／
ル
ゴ
ル
」
の
調
に
似
た
り

(44）１０５ 
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か
く
て
「
ダ
ア
モ
ン
」
ハ
「
ユ
リ
ヤ
」
岸

と
り
あ
へ
す
つ
も
る
思
ひ
の
わ
り
（
言

娘
「
ユ
リ
ヤ
」
に
あ
た
へ
ん
と
た
の
み

と
み
す
み

ア
モ
ン
」
の
顔
の
ざ
ま
兎
見
シ
角
ミ
ツ

く
っ

し
ず

屈
お
こ
り
立
た
り
居
た
り
静
ま
ら
す

と
か
れ

か
く
て
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
は
父
に
向
ひ
「
ダ
ア
モ
ン
」
の
事
を
と
り
な
宍
ど
ん
（
よ
い
よ
う
に
あ
し
ら
う
）
と
兎
や
か
く
い
へ
と
も
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
は
彼
か
性
急
な

た
に
く

い
か

し
た
が

た
だ
お
し
え

る
気
質
に
て
物
事
に
堪
へ
か
た
き
を
悪
ミ
娘
か
一
一
一
一
口
葉
も
聞
い
れ
す
た
と
へ
如
何
な
る
事
あ
り
と
も
「
ダ
ア
モ
ン
」
か
一
一
一
一
口
葉
に
従
ふ
こ
と
な
く
只
我
か
教
を
よ
く

か
え
す
が
え
す

お
く
ほ
う

あ
と

よ
く
ま
も
り
居
る
へ
‐
」
と
返
々
も
（
念
に
は
念
を
入
れ
て
）
い
、
ふ
く
め
奥
の
方
に
立
入
る
跡
「
ダ
ア
モ
ン
」
か
従
者
「
一
フ
フ
レ
ウ
ル
」
ハ
「
ユ
リ
ヤ
」
か
前
に

い
で
き
た

み
ざ
し
さ
わ

た
ず

出
来
り
主
人
「
ダ
ア
モ
ン
」
そ
の
御
も
と
に
対
面
－
し
申
へ
き
事
の
候
よ
し
障
り
な
き
や
と
尋
ぬ
る
そ

こ
れ

い
そ
の
う
え

す

娘
「
ユ
リ
ヤ
」
は
是
を
聞
き
ま
つ
何
す
れ
わ
が
父
の
心
を
な
た
め
し
（
な
だ
め
る
）
其
上
に
て
対
面
い
た
し
候
ハ
ん
と
い
ひ
捨
て
奥
を
宍
こ
し
て
入
る

み
ず
か

い
で

た
ず

「
ダ
ア
モ
ン
」
ハ
従
者
の
返
事
を
待
か
ね
て
自
ら
こ
、
に
出
来
り
「
ラ
フ
レ
ウ
ル
」
に
打
向
ひ
「
ユ
リ
ヤ
」
は
何
と
あ
り
－
し
そ
と
尋
ぬ
れ
は
従
者
の
い
ふ
や
う

お
お
せ

と
に
か
く

仰
の
通
り
も
ふ
せ
し
か
と
兎
角
の
返
事
３
Ｄ
な
か
ば
に
て
奥
に
い
ら
せ
給
ひ
し
な
り
と
答
ふ
る
に
そ

こ
こ
ろ
ず
け
わ
が
の
ぞ
か
な

か
れ
た
の
み
ね
が
い
す
じ
す
み
や
か
す
ま

ち
か
み
ち

ざ
い
わ

お
じ
な
に
ぽ
う
こ
の
し
よ
う

「
ダ
ア
モ
ン
」
き
っ
と
心
付
我
望
ミ
を
叶
へ
ん
に
ハ
い
よ
い
よ
彼
か
頓
た
う
Ｃ
願
の
筋
を
速
に
済
せ
ん
こ
そ
近
道
な
れ
幸
ひ
我
か
伯
父
何
某
は
此
訟
（
争
訟
）

さ
い
だ
ん

つ
と

こ
の
こ
と

つ
か

た
の
み

こ
の
た
び
ね
が
い
ご
と

の
裁
断
の
役
目
を
勤
む
る
も
の
な
れ
ハ
此
事
た
の
ミ
遣
ハ
さ
ん
と
て
し
た
し
む
る
（
書
い
た
）
其
文
に
、
王
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
よ
り
の
頼
に
よ
り
此
度
の
願
事
よ
き

か
つ

す
ぐ

か
ね

且
「
ポ
ル
カ
ム
プ
」
か
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
事
ハ
か
た
ち
も
勝
れ
い
と
か
し
こ
き
も
の
な
る
ゆ
へ
兼
て
縁
談
の
事
を
の
そ
め
と
も
彼
か
父
ゆ
る
宍
Ｃ
、
る
ゆ
へ
せ
ん
す

す
ご

さ
い
わ
こ
の
た
び
す
み
や
か
と
り

た
ま

か
な

へ
（
な
す
べ
き
方
法
）
な
く
過
つ
る
に
幸
ひ
此
度
の
事
速
に
取
す
ま
し
給
ハ
、
我
か
望
ミ
も
叶
ふ
へ
し
な
と
あ
ら
ま
し
に
（
お
よ
そ
）
心
せ
く
ま
②
は
し
ｎ
７
書

や

い
そ
か
わ
し
く
（
せ
わ
し
そ
う
に
）
か
ひ
１
」
た
、
め
従
者
「
一
フ
フ
レ
ウ
ル
」
に
持
た
せ
遣
る

な
お

す
か
か
り

「
ダ
ア
モ
ン
」
猶
も
心
の
お
ち
つ
き
や
ら
す
書
記
役
「
ノ
タ
ー
リ
ス
」
を
も
よ
び
む
か
へ
主
の
訟
事
済
む
や
う
に
は
や
ば
や
は
か
ら
ひ
給
れ
か
－
し
い
く
ら
の
費

（
費
用
）
あ
る
と
て
も
そ
れ
か
し
（
わ
た
く
し
）
ま
か
な
ひ
（
や
り
く
り
）
も
ふ
す
へ
し
と
い
ふ
に
そ
「
ノ
タ
ー
リ
ス
」
は
う
け
が
ひ
て
（
承
諾
し
て
）
立
帰
る

あ
お
も
ほ
ど

ま
ち
お
り

か
く
て
「
ダ
ア
モ
ン
」
ハ
「
ユ
リ
ヤ
」
に
逢
ふ
て
思
ふ
程
を
か
た
ら
ん
と
待
居
た
る
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
は
‐
し
っ
し
づ
と
奥
の
方
よ
り
立
で
る
「
ダ
ア
モ
ン
」
は

あ
う
れ

と
り
ま
じ
え
か
た
い
で

え

と
り
あ
へ
す
つ
も
る
思
ひ
の
わ
り
（
一
一
一
口
い
わ
け
）
な
き
も
逢
ふ
嬉
し
き
も
取
交
て
談
り
出
ん
と
す
る
折
し
も
「
ダ
ア
モ
ン
」
よ
り
お
の
か
姿
を
画
か
、
せ
て

え
ぐ

お
わ

娘
「
ユ
リ
ヤ
」
に
あ
た
へ
ん
と
た
の
み
お
き
た
る
画
工
な
に
か
し
絵
の
具
く
宍
ご
く
さ
（
い
ろ
い
ろ
）
持
来
り
あ
い
さ
つ
終
り
画
工
は
姿
を
え
か
、
ん
と
「
ダ

と
み
す
み

み
え

に
が
お
い
き
う
つ
す
き
い
つ
ち

た
い

γ
モ
ン
」
の
顔
の
宍
ご
ま
兎
見
シ
角
ミ
ツ
｜
筆
つ
、
か
い
て
は
見
あ
け
見
あ
け
て
ハ
画
か
く
似
顔
の
生
写
し
隙
ど
る
内
を
「
ダ
ア
モ
ン
」
は
性
急
短
気
に
退

は
か

た
ま

に
斗
Ｐ
ｂ
ひ
給
ハ
る
へ
し

104（45） 



や
そ
の
ふ
み

す
が
た

か
き

あ
や
ま
り

か
き

こ
は
（
こ
れ
は
）
「
ダ
ア
モ
ン
」
か
‐
し
た
、
め
て
伯
父
へ
遣
り
た
る
其
文
に
「
ユ
リ
ヤ
」
か
姿
す
ぐ
れ
し
と
書
へ
き
を
心
い
ら
ち
に
誤
て
「
ポ
ル
カ
ム
プ
」
と
書

か
ん
ぷ

た
づ
さ

だ
こ
れ

た
る
に
そ
か
、
る
返
事
を
し
た
、
め
た
り
折
し
も
書
記
役
の
「
ノ
々
／
１
リ
ス
」
官
符
よ
り
の
書
付
を
携
へ
来
り
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
に
ざ
し
出
せ
ハ
、
王
は
是
を
ひ
ら

か
ち

き
見
る
に
「
ガ
ー
フ
ヒ
ン
」
（
肌
）
を
相
手
と
し
た
る
訟
事
此
家
の
、
王
「
ポ
ル
カ
ム
プ
」
勝
た
り
と
そ
し
る
し
た
り

お
お
い

す
み
や
す
み

と
し
さ
い
い
い
き
か

「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
は
大
に
よ
る
こ
ひ
い
か
に
し
て
か
く
速
に
済
た
る
そ
と
問
ふ
書
記
役
「
ノ
タ
ー
リ
ス
」
子
細
を
さ
ら
に
一
一
一
口
聞
セ
す
、
王
か
い
よ
い
よ
い
ぶ
か
る

わ
き
よ
り

わ
れ
な
ん
じ
こ
の
こ
う
じ
か
ち

も
の
な
り

ぱ
か
り

に
ぞ
側
占
「
ダ
ア
モ
ン
」
ハ
こ
ら
へ
か
ね
我
こ
そ
汝
を
此
公
事
に
勝
を
と
ら
せ
し
者
也
と
い
ふ
に
、
王
は
打
お
と
う
っ
き
な
か
ば
ハ
う
た
か
ふ
斗
な
り

未
Ｔ
ｍ
祠

「
ダ
ア
モ
ン
」
は
取
あ
へ
す
「
ユ
リ
ヤ
」
か
［
Ⅱ
Ⅱ
］
を
い
、
出
れ
と
も
主
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
は
と
か
く
娘
か
縁
談
を
ゆ
る
す
け
し
き
（
そ
ぶ
り
）
ハ
見
へ
さ
り
け

か
ち

ひ
と
へ

ぼ
か
え
ん
だ
ん
こ
と

る
「
ユ
リ
ヤ
」
は
父
に
打
む
か
ひ
｜
か
た
な
ら
ぬ
（
並
々
で
な
い
）
訟
事
な
る
を
た
や
す
く
勝
と
な
り
た
り
１
レ
ハ
偏
に
「
ダ
ア
モ
ン
」
の
斗
ひ
ゆ
へ
縁
談
の
事

い
な
ミ
（
こ
と
わ
る
）
給
ハ
、
こ
と
ハ
リ
（
道
理
）
に
も
そ
む
く
へ
し
と
道
理
を
せ
め
て
ひ
た
す
ら
に
父
か
心
を
な
だ
む
る
（
穏
や
か
）
に
そ

り
ふ
さ
い
わ
こ
の
ぱ
い
あ
わ

け
い
や
く
な
が

父
「
ポ
ル
カ
ム
プ
」
ｊ
Ｕ
理
に
伏
し
幸
ひ
此
場
に
居
合
す
る
書
記
役
「
ノ
タ
ー
リ
ス
」
に
打
向
ひ
て
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
と
「
ダ
ア
モ
ン
」
と
夫
婦
の
契
約
す
え
永
く

そ
う
い
か
き
つ
け
め
で
た
く

も
る
ど
も

い
り

相
違
な
き
と
の
書
付
を
目
出
度
か
、
せ
一
同
に
よ
る
こ
ひ
い
ぎ
み
諾
共
に
（
そ
ろ
っ
て
）
奥
を
安
ど
し
て
そ
入
に
け
る

形
（
顔
立
ち
）
も
勝
れ
か
し
こ
き
よ
し
我
に
お
い
て
も

か
が
み
う
ち
む
か

か
た
ハ
ら
に
か
け
し
鑑
に
打
向
ひ
姿
を
見
つ
と
い
ぶ
か
り
ぬ

乳
汁
売
娘
ペ
ル
レ
ッ
テ

リ
ッ
ド
ル
官
タ
ン
ケ
レ
ー
ト

士
卒

鮒
鋼
弐
人
猟
師
乳
汁
売
娘

新
渡
筆
者

猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト

に
ヒ
ツ
ス
ル

在
留
筆
者

同
コ
ラ
ス

に
ヒ
ツ
ス
ル

こ
れ

お
お
よ
る
こ

画
工
は
や
ふ
や
く
か
き
終
る
折
し
も
従
者
の
「
ラ
フ
レ
ウ
ル
」
さ
き
の
返
事
を
持
帰
り
、
王
人
の
前
に
さ
し
出
す
「
ダ
ア
モ
ン
」
は
是
を
見
て
大
ひ
に
悦
ひ
「
ポ

お
き
な
お
い
め
か
が
ね

ほ
そ
じ
し
よ
め
ん
そ
の
う
ち

ル
カ
ム
プ
」
を
呼
出
し
て
伯
父
よ
り
来
る
返
事
を
見
す
れ
は
主
の
翁
ハ
老
の
目
の
ロ
ロ
鏡
を
か
け
て
も
よ
め
か
ね
る
細
字
の
書
面
の
其
内
に
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
は

す
ぐ

わ
れ

よ
る
こ

わ
が
お
い
か
た
ち
す
ぐ

形
（
顔
立
ち
）
も
勝
れ
か
ｒ
し
こ
き
よ
し
我
に
お
い
て
も
悦
へ
る
な
と
書
た
る
に
て
大
に
お
と
る
き
か
、
る
我
老
の
形
の
勝
れ
し
と
ハ
い
か
な
る
こ
と
そ
と

に一
」

〃
且
ｖ

－
」

新
渡
筆
者

二
役
ヒ
ツ
ス
串

在
留
筆
者
ハ
ウ
エ
ル

同

ス
ミ
ー

ツ

ト

ヒ
ツ
ス
ル

(46）１０３ 



文政三年のオランダ芝居

の
や
ま

れ
は
野
山
を
か
け
め
く
る
狩
人
の
国
司
な
れ

折
し
も
乳
汁
売
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」

ぬ
此
娘
コ
ル
レ
ッ
テ
」
は
も
と

わ
り
）
い
ざ
な
わ
れ
て
（
誘
わ
れ
て
）

こ
の
お
ん
な

に
此
女
せ
ん
す
へ
（
な
す
べ
き
方
法
）

そ
の

其
あ
た
り
の
農
家
に
立
寄
り
事
の

り
今
は
乳
汁
売
女
と
な
り
け
る
な
り

り
ょ
う
じ
ん

こ
の

う
か

猟
人
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
此
乳
汁
売
娘
の
顔
た
ち
の
あ
て
や
か
な
る
（
う
つ
く
し
い
こ
と
）
に
こ
、
ブ
つ
う
こ
き
迎
へ
と
り
て
妻
に
せ
ん
と
さ
ま
ざ
ま
に

い
ひ
な
せ
ん
と
も
（
言
い
立
て
る
）
乳
汁
売
娘
は
ざ
ら
に
か
け
か
ふ
（
口
の
端
に
か
け
る
こ
と
）
色
な
く
そ
の
も
と
ハ
（
あ
な
た
は
）
ま
つ
し
き
も
の
我
身
ハ
遥
か

と
め

そ
こ

に
吉
邑
る
も
の
な
れ
は
其
も
と
、
い
も
せ
の
か
た
ら
ひ
（
夫
婦
の
契
り
を
結
ぶ
こ
と
）
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
な
り
と
い
ひ
は
な
て
ば
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
い
ふ
よ
う
わ

か
ざ

の
や
ま

あ
か
つ
き
こ
ろ

舞
台
の
飾
り
は
野
山
の
け
ｌ
し
き
に
て
暁
の
頃
な
り

こ
の

し
ゆ
じ
ん
く
ま
り
ょ
う
え

あ
か
つ
き

た
ち
い
づ

此
の
わ
た
り
（
あ
た
り
）
に
住
む
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
「
コ
ー
フ
ス
」
と
て
（
と
い
う
名
の
）
弐
人
の
狩
人
熊
を
猟
得
ん
と
て
暁
か
け
て
立
出
る
（
立
ち
去
る
）
か
な

ろ
う

た
ち

さ
け
と
り
だ

た
が
い

た
こ
な
た
は
せ
め
ぐ
り
（
追
い
つ
め
る
）
此
所
に
て
し
ハ
し
労
を
や
す
め
ん
と
木
の
ｊ
Ｕ
と
に
立
よ
り
腰
に
つ
け
た
る
酒
取
出
し
て
互
に
た
ハ
ふ
れ
つ
、
（
ふ
ざ

な
お
こ
の
や
ま
ふ
か

け
も
の

あ
と

け
な
が
ら
）
く
ミ
か
ハ
し
壱
人
の
猟
師
「
コ
ラ
ス
」
は
猶
此
山
深
く
わ
け
入
て
獣
を
か
り
お
さ
ん
と
て
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
・
を
跡
に
残
し
て
行
く

折
し
も
乳
汁
売
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
と
い
ふ
も
の
な
り
〈
ひ
（
生
計
を
立
て
る
仕
事
）
の
た
め
朝
ま
だ
き
（
明
け
方
は
や
く
）
よ
り
立
出
て
此
所
に
来
り
か
、
り

か
ん
じ
ん

お
な
か
ん

ぬ
此
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
は
も
と
「
リ
ッ
ド
ル
」
と
い
ふ
官
人
（
官
吏
）
の
娘
な
り
し
か
同
し
官
の
「
々
／
ン
ケ
レ
ー
ト
」
と
い
ふ
者
と
ひ
そ
か
に
か
た
ら
ひ
（
交

い
で

こ
の
お
ん
な
す

わ
り
）
い
ざ
な
わ
れ
て
（
誘
わ
れ
て
）
家
を
出
し
か
「
タ
ン
ケ
レ
ー
Ｌ
‐
」
は
い
か
に
思
ひ
け
ん
（
ど
う
い
う
わ
け
か
）
此
女
を
捨
て
お
の
れ
の
ミ
家
に
帰
り
し
程

お
ん
み

い
や

た
が
い
ほ
ど

御
身
ｊ
Ｕ
か
、
る
乳
汁
売
の
賎
し
き
な
り
ハ
ひ
互
の
程
を
た
く
ら
ぶ
る
（
お
互
い
身
分
を
比
較
す
る
）
何
ほ
と
の
け
ぢ
め
（
ち
が
い
）
や
あ
る
へ
き
ざ
る
を

と
め

な
り

（
そ
う
い
う
）
御
身
ハ
我
よ
り
も
は
う
Ｃ
か
に
富
る
も
の
也
と
い
は
る
、
こ
そ
い
ぶ
か
し
け
れ

た
か
ら

た
ず
さ

そ
も
い
か
な
る
（
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
）
宝
を
か
も
た
る
に
て
か
く
一
一
一
一
口
へ
る
も
の
そ
と
問
ふ
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
は
携
へ
た
る
乳
汁
壷
を
さ
し
出
し
わ

同同同

ペ
ル
レ
ッ
テ
が
父か
ざ

舞
｛
ロ
の
飾
り
は

新
渡
小
役
デ
イ
キ

に

事
の
も
と
づ
ば
ら
に

な
く 同

デ
ウ
ィ
ル
デ

在
留
小
役

壱
番
船
小
役
シ
イ
モ
ン

ス
ミ
ー

ツ

ト
お
も

（
わ
け
を
く
わ
し
く
）
か
た
り
歎
き
し
か
は
農
家
に
１
℃
い
と
あ
は
れ
に
思
ひ
て

い
」
え

お
の
か
家
に
や
－
し
な
ひ
と

1０２（47） 



取
り
た
る
也
け
り

こ
だ
ち

こ
の
お

「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
ハ
木
立
の
上
よ
、
ソ
此
一

を
か
き
起
し
て
（
抱
き
お
こ
す
）
い
た
は
り
ぬ

…
篭
。
。
…

た
だ

「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
只
ひ
と
り
乳
汁
売
娘
か
つ
れ
ｊ
た
え

入
た
る
猟
人
の
「
コ
ラ
ス
」
は
熊
に
迫
は
れ
い
き
も
絶

ア
ハ
た
ぎ
し
く
か
た
へ
（
片
方
）
の
木
立
に
よ
ぢ
の
ぼ
る

ど
る

せ
ん

お
い
つ
き

「
コ
ラ
ス
」
ハ
の
か
る
、
に
い
と
ま
な
く
（
逃
る
間
凱
Ｕ
な
く
）
詮
す
べ
（
な
す
べ
き
方
法
）
な
き
に
伏
ま
る
ベ
ハ
熊
は
追
付
か
き
廻
る
に

う
ち

た
ま
し
い
み
そ

は
や
熊
に
打
く
ハ
る
、
に
や
と
（
早
く
も
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
）
魂
も
身
に
添
ハ
す
や
よ
助
け
て
と
声
の
か
ぎ
り
泣
宍
ご
け
ぶ
熊
は
何
と
か
思
け
ん

こ
の
り
ょ
う
じ
ん
ら

ひ
さ

つ
い

此
猟
人
等
ハ
ニ
ぐ
き
に
熊
の
皮
を
百
ギ
ユ
ル
テ
ン
に
醤
き
た
る
事
ハ
あ
れ
と
も
熊
を
打
と
め
得
つ
る
事
は
終
に
な
か
り
し
も
の
な
る
に
と
か
、
る
お
く
れ
を

一灘騨溌■ロロ■■ｗ■別口蝋一川蝉売艘と鯏畑雑綱別》だ彌譲し騨移ｕひ汕川
こ
と
ば

■
一
口
溌
鱗
籔
驚
箪
口
徽
鑿
■
ひ
（
し
ご
と
）
に
お
こ
た
れ
り
と
跡
を
も
見
す
し
て
立
去
り
ぬ

あ
と

い
か
り
だ

乳
汁
売
娘
か
つ
れ
も
な
き
一
一
一
百
葉
を
か
こ
つ
心
に
よ
そ
へ
歌
を
う
た
ふ
て
居
る
折
し
も
さ
き
に
獣
を
狩
出
さ
ん
と
山
深
く
わ
け

た
え

お
お
い
お
ど
る
み

Ｌ
迫
は
れ
い
き
も
絶
る
は
か
り
は
せ
帰
る
を
見
る
よ
り
（
見
る
と
す
ぐ
）
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
大
に
驚
き
身
を
の
が
れ
ん
と

こ
の
あ
り
さ
ま

此
有
様
、
左
△
ミ
て

’ お
そ

お
り

恐
れ
お
の
、
き
居
た
、
ソ
し
か
や
う
や
う
に
（
や
っ
と
）
下
り
た
ち
て
「
コ
ラ
ス
」
か
心
地
う
し
な
ひ
た
る

原慶賀筆「阿蘭陀芝居巻」の詞書。

こ
の

う
た
う
た

お
わ

か
宝
と
ハ
此
つ
ほ
な
り
と
て
声
は
、
ソ
あ
け
て
歌
を
唄
ふ
う
た
ひ
終
り
て

う
り
そ
の
あ
た
い
け
い
ら
ん

こ
れ

い
ふ
や
う
ハ
こ
の
中
な
る
乳
汁
を
売
其
価
を
ｊ
じ
て
鶏
卵
を
貢
と
り
是
を

そ
の
と
り
う
ま

や
し
な

か
や
矢
ご
せ
其
鶏
に
卵
を
生
せ
か
く
し
つ
、
と
養
ひ
た
つ
れ
ハ
い
く
ほ
と
も
な
く

と
り

多
く
の
鶏
と
な
る

こ
れ
ひ
つ
じ
ま
た

是
を
ｊ
Ｕ
羊
に
か
へ
又
そ
の
ご
と
く
す
る
と
き
ハ
あ
ま
た
の
こ
か
ね
（
黄
金
）

う
こ
の
っ
ぽ

を
得
る
な
ら
す
や
か
、
る
事
よ
り
（
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
）
此
一
重
を
宝
と
ハ

い
へ
る
な
り
と
も
の
か
た
れ
ハ
猟
人
の
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
も
い
な
ノ
く
～
（
い

わ
れ

や
い
や
）
御
身
は
か
り
か
は
我
も
ま
た
熊
の
皮
も
て
五
十
ギ
ュ
ル
テ
ン
の
価
を

な
お
と

「
コ
ラ
ス
」
は

ま
ま
た
ち

そ
の
儘
に
立
ｊ
Ｄ
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ざ
ま
う
た
ひ
つ
と
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
ハ
立
去
ら
ん
と
す

「
コ
ラ
ス
」
は
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
に
い
ふ
や
う
か

お
り

で
あ
い

こ
か
げ

た
ち

折
し
も
あ
れ
か
な
た
よ
り
猟
人
の
「
ギ
リ
ョ
ッ
テ
」
か
来
る
を
見
て
出
逢
も
う
る
宍
ご
し
と
や
（
と
い
う
の
か
）
か
た
ハ
ら
な
る
木
蔭
に
そ
立
か
く
れ
ぬ
「
ギ

た
ず

こ
だ
ち
そ
う
そ
ん

ま
わ

き
》
」
と

リ
ョ
ッ
テ
」
は
山
深
く
尋
ね
入
り
木
立
草
村
へ
た
て
な
く
は
せ
廻
り
け
る
ゆ
へ
着
た
る
き
ぬ
（
衣
服
）
も
引
き
や
れ
つ
（
み
す
ぼ
ら
し
く
な
る
）
殊
に
つ
か

た
ち

お

れ
た
る
お
も
、
ち
（
顔
つ
き
）
に
て
あ
へ
き
あ
へ
ぎ
立
も
と
り
猟
人
「
コ
ラ
ス
」
を
尋
れ
と
ｊ
Ｕ
居
ら
す

よ
べ
と
さ
け
べ
と
い
ら
へ
（
返
事
）
な
く
い
つ
ち
に
や
行
け
ん
（
ど
こ
へ
行
こ
う
か
）
と
あ
た
り
を
見
れ
は
「
コ
ラ
ス
」
か
か
ふ
り
も
の
（
帽
子
）
と
落
た

さ
て

る
を
見
て
籾
は
彼
ｊ
Ｕ
の
こ
そ
疑
ひ
も
な
く
熊
に
取
ら
れ
（
つ
か
ま
る
）
た
る
な
ら
ん
こ
ハ
い
か
に
（
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
）
か
く
伴
ひ
て
（
連
れ
立
っ
て
）

た
ち

家
を
出
つ
る
に
彼
の
ミ
熊
に
と
ら
れ
－
し
と
て
立
か
へ
ら
ん
も
お
も
て
な
し

わ
が
み

そ
ぱ

の
ぎ
は
し
な
わ

く
ぴ

と
こ
ろ

た
ち
ま

ぐ
ず
や
す
お
り

我
身
も
と
ｊ
Ｕ
に
と
側
な
る
小
屋
の
軒
端
に
縄
を
か
け
縊
れ
死
な
ん
と
せ
し
虚
に
小
屋
は
忽
ち
く
ハ
ら
く
ハ
ら
と
打
崩
れ
休
ミ
居
た
る
猟
人
の
「
コ
ラ
ス
」

い
で

た
が
い
お
お

こ
と
ば

か
ま
ろ
ひ
出
た
る
に
そ
（
こ
ろ
が
り
出
た
）
互
に
大
に
お
と
る
ひ
て
‐
し
は
し
一
一
一
一
口
葉
も
な
か
り
け
り

こ
の

た
ち
い
で

乳
汁
売
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
は
此
あ
り
宍
ご
ま
を
見
る
よ
り
（
見
る
と
す
ぐ
）
立
出
て
猟
人
に
打
む
か
ひ
そ
の
も
と
た
ち
ハ
（
お
前
た
ち
は
）
熊
も
得
す
か
、

む
か

な
に

え

る
す
か
た
（
あ
り
宍
ご
ま
）
ハ
何
事
そ
と
問
ふ
に
「
ギ
リ
ョ
ッ
テ
」
ハ
娘
に
向
ひ
我
々
ハ
御
身
さ
き
よ
り
見
る
ご
と
く
何
ひ
と
つ
得
た
る
事
な
く
か
く
ま
て
こ

め
ん
ぼ
く

お
な
さ
ち

と
の
た
か
ひ
た
る
そ
面
目
な
き
事
な
れ
と
い
ふ
に
娘
の
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
ハ
我
と
て
も
同
－
」
幸
な
き
も
の
な
れ
（
で
あ
る
）
あ
や
ま
ち
て
彼
乳
汁
壺
を
く
だ
き

お
お
い

う
し
な

た
り
と
も
の
か
た
れ
〈
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
大
に
よ
る
こ
ひ
宍
こ
て
は
（
そ
れ
な
ら
）
御
身
も
宝
と
す
る
乳
汁
壷
を
失
ひ
た
れ

わ
れ

た
が
い
と
め

こ
の
う
え

つ
ま

我
も
熊
の
皮
を
も
得
た
る
に
よ
り
今
は
互
に
富
る
も
の
と
な
り
た
る
に
お
な
し
此
上
は
御
身
わ
か
妻
と
な
り
た
り
と
も
、
心
た
ら
ぬ
事
も
あ
る
ま
し
と
打
わ
う
ひ

く
や

そ
の
う
た

い
狩
人
の
「
コ
ー
フ
ス
」
は
熊
を
う
ち
と
め
得
ざ
る
を
ひ
た
す
ら
に
口
惜
し
く
思
ひ
て
其
歌
を
う
た
ふ
に
そ
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
も
娘
も
と
も
に
お
の
か
ざ
ま

り
ょ
う
け
ん
ゆ
く

た
ず
ね

か
く
て
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
猟
犬
の
行
え
し
れ
さ
れ
は
連
れ
来
ら
ん
と
尋
に
ゆ
く
「
コ
ー
フ
ス
」
は
や
う
や
う
（
だ
ん
だ
ん
と
）
人
、
心
地
に
な
り
あ
な
お
そ
ろ

お
き

い
つ
信
一

し
の
事
に
ハ
あ
り
け
れ
い
二
（
」
心
を
し
つ
め
ん
と
て
（
し
ず
め
よ
う
と
）
か
た
へ
（
そ
ば
）
に
置
た
る
酒
う
ち
の
み
あ
た
り
の
小
屋
に
立
入
て
し
は
し
打
ふ
し
や

シ
つ
←
ｐ

す
ら
ひ
ぬ
（
休
息
す
る
）
乳
汁
売
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
は
い
か
な
る
事
に
や
あ
や
ま
ち
て
か
の
乳
汁
壷
を
打
く
た
き
し
ほ
し
ほ
と
（
し
ょ
ん
ぼ
り
と
）
立
も
と

．
よ

り
世
わ
た
る
わ
ざ
（
方
法
）
と
た
の
ミ
た
る
乳
汁
壷
ハ
う
ち
く
た
け
今
は
何
と
も
せ
ん
す
べ
な
し
（
な
す
べ
き
方
法
）
と
な
げ
き
つ
』
二
（
」
も
（
ま
っ
た
く
）
あ

ハ
れ
な
る
声
を
あ
け
歌
を
う
た
ふ

か
の
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
御
身
か
乳
汁
壷
を
打
く
だ
き
た
る
を
あ
ざ
け
り
笑
ふ
に
御
身
ハ
そ
れ
を
心
に
も
と
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末
Ｔ
ｍ
閃
い
か

み
ざ
ち

め
す
ね
も
こ
ろ
に
（
熱
心
に
）
彼
と
［
Ⅲ
Ⅱ
］
ふ
は
如
何
な
る
事
に
や
と
い
へ
は
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
ハ
わ
か
身
幸
な
き
も
の
な
れ
は
何
事
も
心
に
と
め
し

た
だ
こ
の

こ
こ
た
ち

こ
こ
み
ゆ
く
す
え

あ
と
み

只
此
う
へ
は
そ
の
も
と
た
ち
（
お
前
さ
ん
た
ち
）
此
所
を
立
矢
こ
ら
れ
よ
我
は
麦
に
て
身
の
行
末
を
思
ひ
は
か
ら
ん
と
い
ふ
に
そ
猟
人
等
ハ
跡
見
か
へ
り

お
り

つ
、
別
れ
ゆ
く
乳
汁
売
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
は
身
の
は
か
な
き
を
打
な
け
き
歌
を
う
た
ふ
て
居
た
り
し
か
か
の
「
タ
ン
ヶ
レ
ー
Ｌ
‐
」
と
て
互
に
心
を
通
ハ
せ
つ

お
も

い
き
ひ
と

る
恋
人
の
面
す
か
た
（
ペ
ン
ダ
ン
ト
）
を
取
出
－
し
生
る
人
に
も
の
い
ふ
ご
と
く
い
か
に
つ
れ
な
き
ミ
こ
、
ろ
と
て
か
た
み
の
中
の
ち
き
り
（
思
い
出
の
中
で
の
約

え
だ

ぎ
み
い
ち
や
な
さ
け
わ
が
み

束
）
こ
そ
翼
を
な
ら
へ
枝
を
し
も
つ
ら
ね
ん
も
の
と
ち
か
ひ
つ
る
君
か
一
夜
の
情
よ
り
我
身
の
ほ
と
ｊ
Ｕ
か
へ
り
ミ
す

と
も
お
い
も
し
お
な
と
こ
ろ
う
も

す
い
え

家
を
の
か
れ
て
行
す
え
〈
友
に
老
も
し
若
－
し
死
な
ハ
同
し
所
に
理
れ
ん
と
思
ひ
し
と
も
た
の
め
（
た
の
み
の
つ
な
）
な
く
此
身
を
君
は
ふ
り
捨
て
家
に

た
ま

か
へ
り
給
へ
る
に
そ
せ
ん
す
べ
な
き
に
あ
宍
ご
ま
し
き
（
情
け
な
い
）
今
の
此
身
と
な
り
け
る
也

ち
ぐ
さ

つ
ゆ
つ
ゆ

ま
た
あ
う
お
り

い
き
な
ら

さ
り
と
も
（
そ
れ
に
し
て
も
）
君
か
ミ
こ
、
ろ
に
千
草
（
種
々
の
草
）
の
露
の
露
は
か
り
あ
は
れ
と
お
ほ
－
し
給
ハ
ら
は
又
逢
折
を
ま
つ
ね
の
岩
に
も
生
ふ
る
習

は
ぺ

ひ
を
ハ
思
ひ
あ
ハ
せ
て
お
し
か
ら
ぬ
命
を
な
か
ら
へ
侍
る
な
り
と
草
の
花
ひ
ら
か
き
あ
つ
め
ち
ら
Ｉ
し
か
け
つ
、
か
き
く
ど
き
（
く
ど
く
ど
い
う
）
心
も
き
え
て

涙
川
（
涙
の
川
）
身
も
う
ぐ
は
か
り
な
き
沈
む
あ
は
れ
な
り
け
る
あ
り
さ
ま
な
り

こ
の
だ
ん
は
じ
め

そ
の
ほ
か

そ
の
あ
わ
う
た

こ
の
つ
ぎ

こ
と
ば
た
麓
お
も
む
巳

此
段
ハ
始
よ
り
笛
太
鼓
其
外
の
鳴
物
あ
り
て
歌
を
も
其
し
ら
べ
に
合
せ
唄
ふ
な
り
此
次
の
段
は
な
り
も
の
あ
れ
と
一
一
一
口
葉
な
く
只
そ
の
手
わ
き
趣
に
て
し
ら
す
る
の
ミ
な
り

か
ん

わ
が
い
え
た
ち
い
で

く
い
い

か
く
て
「
リ
ッ
ド
ル
」
官
の
「
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
」
ハ
さ
い
つ
頃
（
矢
ど
き
頃
）
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
を
い
き
な
い
て
と
も
に
我
家
を
立
出
し
か
身
の
あ
や
ま
ち
を
悔
る

あ
ま

う
ち
す

あ
さ
ゆ
う

た
ず
ね
だ

余
り
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
を
打
捨
て
立
帰
り
つ
れ
ど
３
Ｄ
朝
夕
心
お
た
や
か
な
ら
す
か
く
て
在
る
へ
き
事
な
ら
ね
は
い
か
に
も
し
て
尋
出
し
も
と
の
ご
と
く
夫

し
た
が

な
ん
じ
し
た
こ
こ

は
た
た
て
た
い
こ
う
ち

婦
に
ｊ
Ｕ
な
り
な
ん
と
て
あ
ま
た
の
士
卒
を
随
へ
て
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
汝
か
幕
ふ
も
の
麦
に
あ
り
と
書
き
し
る
し
た
る
旗
を
建
か
ね
太
鼓
打
な
ら
し
こ
、
か

こ
こ
き

と
り
あ
げ

し
こ
た
つ
ね
宍
ご
ま
よ
ひ
此
所
に
来
り
け
る
か
千
草
の
花
の
う
ち
と
り
た
る
に
心
を
と
め
て
見
る
う
ち
に
何
か
も
の
と
落
て
あ
り
け
る
を
取
上
る
に
は
か
ら
す

す
ぎ
こ
ろ

え
す
が
た

こ
の

た
ず
ね
わ
き
く
さ
ふ

も
過
－
し
頃
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
に
あ
た
へ
た
る
お
の
か
絵
姿
（
ロ
ケ
ッ
ト
）
な
れ
は
此
わ
た
り
（
こ
の
あ
た
り
）
こ
そ
と
て
尋
る
に
側
な
る
草
む
ら
に
伏
し
つ

ミ
た
る
女
あ
り

う
ち
お
ど
る
あ
ま
う
れ

む
す
め

つ
ら
つ
ら
（
念
を
入
れ
て
）
見
る
に
ま
か
ふ
か
た
な
き
（
た
し
か
に
）
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
な
り
け
れ
ハ
「
タ
ン
ヶ
レ
ー
ト
」
ハ
打
驚
き
余
り
の
嬉
し
全
ご
娘
を
は

お
こ

た
が
い
か
お
み
あ
わ
せ
た
だ
ぼ
う
ぜ
ん
た
ち

た
す
け
起
只
ど
ん
す
べ
も
な
く
士
卒
も
互
に
顔
見
合
只
忙
然
と
立
た
り
け
る

お
り

い
や

お
こ

か
、
る
折
し
も
賎
し
か
ら
ぬ
老
人
か
狩
人
「
コ
ー
フ
ス
」
を
引
連
れ
来
り
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
を
見
る
よ
り
も
は
し
り
寄
て
起
さ
ん
と
せ
し
を
「
タ
ン
ケ
レ
ー
ー
ｒ
」

て
だ

の
士
卒
と
も
か
け
隔
て
（
間
に
わ
け
入
っ
て
）
打
て
か
、
る
に
「
々
／
ン
ケ
レ
ー
ト
」
も
老
人
を
目
か
け
つ
か
ん
と
せ
し
か
よ
く
よ
く
見
れ
ハ
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
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ね
が

前
に
お
づ
お
づ
出
と
ｊ
Ｕ
に
ゆ
る
し
を
願
ひ
け
る

そ
ば

ざ
い
ぜ
ん

お
お
い

側
な
る
猟
人
「
コ
ラ
ス
」
最
前
（
先
ほ
ど
）
士
卒
の
た
め
に
か
ら
き
目
見
た
る
を
大
に
い
か
る
「
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
」
ハ
猟
人
の
い
か
、
ソ
を
な
た
め

つ
る
ぎ

か
ん

も
る
ど
も

こ
い

ら
（
頭
部
）
に
か
け
き
せ
剣
を
あ
た
へ
て
「
ヘ
ル
ト
ヘ
ー
ル
」
の
官
を
き
づ
け
諸
共
に
娘
か
父
に
ゆ
る
－
し
を
乞
け
る
に
よ
り
父
「
リ
ッ
ト
ル
」
も

こ
い

「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
ハ
や
う
ノ
ー
、
１
（
や
っ
と
）
士
卒
に
か
き
起
き
れ
夢
か
う
つ
、
か
わ
き
ま
へ
す
「
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
」
を
ミ
る
よ
り
も
恋
し
う
ら
め
し

な
ん
の
こ
と
ば
だ

な
み
だ

も
る
思
ひ
に
心
も
ミ
た
れ
何
一
一
一
一
口
出
さ
ん
一
一
一
一
口
葉
も
な
く
ま
た
も
涙
に
ふ
し
し
つ
む
「
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
」
ハ
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
か
父
の
前
に
ひ
ざ
ま
づ
き

む
す
め
よ
う
や
く
か
お

や
」
》
」

は
じ
め
う
れ

ま
ぜ

あ
や
ま
ち
を
さ
ま
ざ
ま
に
わ
び
け
る
に
娘
は
漸
顔
を
あ
け
と
ミ
れ
は
父
か
此
所
に
来
り
た
る
を
始
て
し
り
嬉
し
さ
か
な
し
さ
と
、
ノ
交
て
ち
、

ら
（
頭
部
）
に
か
け
さ
せ
劔
を
あ
た
へ
て
「
ヘ
ル
ト
ヘ
ー
ル
」
の
官
圭

じ
よ
ふ

の
罪
を
な
だ
め
（
許
す
）
女
婦
の
か
た
ら
ひ
（
婚
姻
）
を
ゆ
る
し
け
る

こ
の
く
に

い
わ
い
ご
と
と
き
は
な
わ

か
れ
て
此
国
に
て
ハ
祝
事
あ
る
時
ハ
花
の
環
を
か
し
ら
（
頭
）

ば
ん
せ
い

こ
と
ほ

つ
「
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
」
と
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
か
万
世
ま
て
を
寿
く
（

た
が
い
お
ど
る
ぽ
か
り
な
り

の
父
「
Ⅲ
リ
ッ
ト
ル
」
な
れ
は
互
に
驚
く
斗
也

す百丁注
、－〆、-〆、－－ 此

段
の
あ
と
に
て
此
一

や
く

か
の
国
の
躍
（
お
ど
り
）

こ
の
だ
ん

こ
の
ふ
う
ふ

た
ち
い

此
段
の
あ
と
に
て
此
夫
婦
の
ｊ
Ｕ
の
立
出
て
し
は
ら
く

し
ん
と

「
新
渡
筆
者
」
し
」
は
、
一
八
一
一
○
年
の
夏
に
出
島
に
着
任
し
た
書
記
の
意
。

「
在
留
筆
者
」
と
は
、
一
八
一
九
年
度
か
ら
勤
務
に
つ
い
て
い
る
書
記
の
意
。

う
ち

「
打
」
と
は
、
動
詞
や
名
詞
に
冠
し
て
用
い
る
強
意
語
の
こ
と
か
。

を
な
せ
り

源
賢
綱
写
之
回
回

ぷ
じ
ん

こ
れ
も
ち
だ
し
ふ
う
ふ

に
か
く
る
な
ら
ひ
（
習
慣
）
な
れ
ハ
武
人
の
士
卒
是
を
持
出
て
夫
婦
の
も
の
に
か
け
父
こ
せ

か
き
は
た

い
ち
ど
う
う
ち
つ
れ
め
で
た
く
い
え
た
ち
か
え

（
祝
ふ
）
と
書
た
る
旗
を
立
て
ミ
な
一
同
に
打
連
て
ロ
ロ
出
度
家
に
立
帰
り
ぬ

は
な
わ

花
の
環
を
か
し

こ
れ
ま
で

や
ふ
ノ
ノ
し
、
、
是
迄

数
々
つ

こ
れ
ま
で

是
迄
の

（
父
）
の

9８（51） 



つ
ぎ
に
資
料
と
し
て
掲
げ
る
も
の
は
、
「
鞠
一
一
人
猟
師
種
売
娘
」
の
原
本
の
ひ
と
つ
ｌ
ル
ィ
・
ア
ン
ソ
ー
ム
（
一
七
一
一
一
１
人
囚
フ
ラ
ン
ス
の
劇
作
家
）
作
「
二
人
の
猟
師
と

乳
売
娘
」
の
原
文
の
一
部
と
宇
田
川
椿
庵
（
一
七
九
八
１
’
八
四
六
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
）
が
、
毛
筆
で
書
き
写
し
た
ｌ
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
レ
ィ
ン
ス
ラ
ー
ヘ
ル
訳

鳶
言
薑
盲
冒
蔓
三
雲
豊
（
「
一
一
人
の
猟
師
と
乳
売
娘
」
）
の
す
べ
て
’
四
幕
（
く
三
二
・
・
塁
）
ま
で
の
部
分
で
あ
る
．

フ
ラ
ン
ス
語
の
原
本
の
ほ
う
に
は
、
訳
文
（
大
意
）
を
つ
け
た
。
［
資
料
三
］
が
そ
れ
で
あ
る
。

〔
資
料
二
〕
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onslieverwachten-hijkomt 

hiergemeenlijkvoorbij:indien 

dedroes1 hｉｊｎｏｄｒｅｉｓｋｗａｍ 

ｗａｔｚｏｄｉｋｈｅｍ－（hijlaataan） 
● 

maar;ｍｅｔｄａｔａｌｌ',guillat 

O1gUillatzalnietkomen； 

ikzalhemmoetenhaalen． 
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Tweedetooneel 

colas,gdillat 

colas，gnillatgewaarwordende 

Ｉ 
ha1benjedaareindelijk1jekomt 
evenwelnogreis？ 

gdillat・

jijbentwelhaastig 

colas 

Enjijwellangzaam1`tisnoh 
weltijdomUitjaagentegaan 
nietwaar？ 

》・柳Ⅲ鯛
鰍
個
函

Ｐ
 

guillat 

61hetisnogvroeggenoeg 

colas 

ja,ompiemendaltekrijgen -薑

gdillat 

nogaldieondevrees?jebent 
eenrechteonvreesvogel1 

’ 

口
嚇
鍛
錘

colas 

jijpraatmakkelijk;maar 
alsjeookreis,zoalsik,den 
geheelennachtonderdenblooten 
hemel,inregeninwind… 

ｇnillat 
ho1datisniets 

weerdrooge、

dａｔｚａｌｗｅｌ 

colas 

noq,koman,laatenwenon 
opdenbeerlosgaan． 
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gdillat・
datkanjedoenasjewilt・
ikvoormijZaljQhierweer 
verwachten．（hijgaanopdengrond 
zitten,enhaaltditzijn'knapzak 
enigeetenendrinkenclas， 
ditziende,steltzijn'snaphaan 
tegen，eenboom,engaatmede 
zitten.）benjenognietweg 
toe,ｇａｄａｎｈｅｅｎ 

ｃｏｌａｓ 

ｊａ,strakjes,strakjes 

gdillat． 
』ewaartzohaastig

colas 

jamaar,ikwistniet,dat 
wenogzoveeltijdhadden． 
(hijneemtdevlesjwathebje 
hierin?ｉｓ`teenjajempje？ 

gdillat･ 
neen,`ｔｉｓｗｉｊｎｉｋｈｅｂ`er 
eenkleinvoorraadjevan,opgedaan， 
voordengantschendag 

colas 

daarhebjewelaangedaan、

gdillat・
Aria． 

蕊
驚
騨
犠
ｊ
蕊
馨

纈
蝋
蝿

篝
譲
一

』
胸
縦
“
、
岡

醍醐繊蠅綱》

hoetlotmoog'woeden， 
ikachtgeensmart： 
zolangikhoopkanvoeden， 
bezwijktnooitmijnhart・
altijdrdstig 
altijdldstig， 
leefik,indenslechtstentijd； 
weltevredenenverblijd 
ikbenvrijvanallezorgem 
kwelling,kommerofverdriet 
gevoelikniet； 
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Ｅｎｄｕｓｚｉｅｉｋ，ieder，morgen， 

nietsdanblijdschapin`t 
verschiet． 

colas 

dedroes1ikhadznlksookwel 

noodig1 
ＤｒＥ 

gdillat 
welnd1benjenogboos？ 

colas,zijn'nap 
ophoudende 

ja,geefmemaarwatte 
drinken． 

鰄伽腿確jm6

】Ⅲ８Ｅ麓

ＤＫ錘

gdillat・
seldrement1jijhebtookwel 
een，dqivelschenhalstarrigen 

kop1（colasdrinktjhei1hei1 
honreisop1旦旦_』且noqalles
ditdrinkt,watzullenwedan 
voorvanmiddaghoqden'？ 

colas,zijn 
mondafveegende・
ｄａｔｋｏｍｔｄａｔｄｅｗｉｊｎｍｅ,bijmen 
zaLgoedsmaakt・waarhebje
dienrondgedaan？ 

gqillaL 
dikkepietheeft`ermeeenvaatje 
vanbezaagd 

colas 

hoe1hebjedangeldontvangen 

gdillat・
vanwien？ 

ＴＯ 

２世皿し、ザ足

ユ而屯mZH鰯声囮争．畦uHE

苗○個｡

弓IUn

可ＨＹｇａＴｐＨⅡｎF

n匹ＢＴ

】色

ＨＨＲｒ亜yIn寛

｡瞳､四．筐Ｌ･【

colas 

weLvandienkoopman,dieons 
honderdgmdenswilbetaalen， 
ｖｏｏｒｄｅｈｑｉｄｖａｎｄｅｎｂｅｅｒ,welken 

wijschietenzdllen． 
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gnillat 
Neen;maardikkepietheeft 
megeborgd 

colas・

Heefthijnogmeervandie 
soort？ :mliiiii11ii1iiilllliliiiiiilR;； 

gdillat・
ofhij`ernogmeervan 
heeft?twaalfvatenvoL 

diedepijpewaard，ｚｉｊｎｏｍ 
ｔｅｚｉｅｎ． 

鱗鱗鍬撚

織蕊1鰯；

;蕊iii鍵灘曇獅｡噸“ colaS 

Dafsgenoeg・jeweetdat
mevijftiggdldens,voormijn 
aandeel，indebeerenhnidtoekoomen？ 

gnillat 
zois`t、

鰄夢ｉｉ鰄霧i姦繊鱗

愚iilililllili霧|蕊'i1篝'澱“ colas 

welzod,ｄｉｋｋｅｐｉｅｔｚａｌ`er 
eengedeeltevanhebben,ｅｎｄａａｒ 
ｖｏｏｒｚａｌｉｋｅｅｎｖａｔｏｐｄｏｅｎ.－ 
ai1ai1 

zie・verschijntdebeer

gqillat・
watschortje？ 

ｃｏｌａｓ 

ｗｅｇｉｓｍｅｎｖａｔ.－ai1ai1 

gnillat・
watschortjedan？ 

colas,beevende 
ikstortmen'wijn;hodvast 
ai1ai1kijktochreisom、

gdillat・
hoebeefjezo?welzon,`ｔｉｓ 
ｄｅＢｅｅｒ． 

'in1u1蕊！(illii1iM蕊Iiilk1;ｉ
illl鰯蕊iii鍵1銭聯
、;i霧繍'鱒&繊騨醇噸驚丸菅鰄
蟻ごＩ
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ｃｏｌａｓ 

Ｗｉｓｅｎｚｅｋｅｒｉｓｈｉｊ`t・

gdillat、
kom,ndmetlDjten,onsfortUin 
isgemaakL 

colas、

hijheefteenlelijkgrinsvoorzen 
oogen． 

Ⅷ蝋驫；iiijiiil:h;i《鰄臘鍵

gdillat・
ゾヘ

O1hijziet`erwelnit・ｚｅｉ
ｈｅｍｒｅｉｓｚｉｅｈｅｍｔｏｃｈｒｅｉｓ． 

Ｅ鯉，髄“

colas 

ja,ja,iｋｚｉｅｈｅｍｗｅＬｉｋｚｉｅ 
ｈｅｍｗｅＬ 

口厚一Ｅガf回庭PU69M鈴

gdillat・
waarombeefjezo？ 

ｃｏｌａＳ 

ｏｍｄａｔｉｋｚｏｋｏｄｄｂｅｎ： 

krijgjesnaphaan 

gqillat 
hijisnietgelaadenendejodwe 
wel,schiet 

colas,aanleggende 
daarishij,wachL 

gdillat,zijngeweer 
laadende 

loop`ernaartoe 

colas 

loopjij`erzelfnaartoe 

gdillat 
hodjemondtochstiL 

colas・

Mijnvingerszijn`smorgenｓ 
ｚｏｓｔｉｊｆ 

6W皿鱈ｎＤｍｒ鐘醒極1ｍ冠2題溢鰍騒ｆｒ

満GRA

極i雛旦

Ｚｎ１級圏

鰯郷`辮溌
糧蜂 12皿Hf蝿・田謂

皿⑪【Ｚ、8Ｆ可】BZnQf
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ｇdillaL 

schietdan 

maarhijistever:ikkanhem 

nietmeerraaken:foei1wat 

spijtmedat． 

…､箸【震iH蝿霊'零f(‘

uB9低DP

■ 

ユツ 鞠蕊HRll；聯

WＩ:1,-蛸Ｍｉ

i鰯i雲|i灘１選iiilll雛鍵 colaS 

wijhebbenhemgemist,op 

eenanderereiszullenwehem 

krijgen． 

■」■」品戸■■ぬ

蝿鰯鰐潔軒鷲
塊囚函!e引田ftanw
U■■■い･■■

■0■ 

■卸鈩匝J鞘画職嗜EUE・台

『:i鯛麗鰭鶏鮒懲雛！ ＤＵＯ・

colas 

--,gdillat？ 

――,alszoL 

gdillat1--？ 

９，uillaL 

welnd,colas？ 

gijstaat,alszot1 

colas1hoenn？ 

gijstaat,ａｌｓｚｏｔ１ 

蝋､:i霊

､〆ibmrq･

蕊`f1iX鯛11鑿i懇ii:xl蓋i鰯
！ 

tesaamen 

foei1welkeenschade！ 

colas 

welneenhijzot！ 

gdillat・

ishijkapot？ 

ｔｅｚａａｍｅｎ 

ｂｉｊｇｉｎｓｃｈｅｂｏｏｍｅｎ 

ｈａｄｉｋａｌｒｅｅｄｓｈｅｍｉｎ`tgezigt： 
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colas 

Mijnkuqidistevochtig 
gdillat・

doｅ`eranderop 
colas・

jehebteenhoopenbabbels； 
maarjevoertzelfniemendal 
uit 

gdillat,zijngeweer 
gelaadenhebbende 
ditdｅｎｗｅｇｉｋｂｅｎ`er,ｌａａｔ 
ｍｅｍａａｒｒｅｉｓｂｅｇａａｎ 
ｄｅｂｅｅｒｉｓｖｅrtrokken 

colas 

ja,jijzultdebotvergallen 
gdillat,aanleggende 
waarddivelishijdan？ 

colas 

zwijgstiLzegik,zwijgstiL 
gdillat,hemnalloopende 
zwijgjijzelfstil;ｉｋｚｉｅｈｅｍ； 
nooitzdllenwijeentijdgewricht 
zogdnstigweerbekomen、

gdillat．colas 
ishijkapot？ｗｅｌｎｅｅｎｈｉｊ 
ｉｋｗｅｅｔ`ｔｗｅＬｚｏｔ１ｉｋｚａｇ 

ｈｅｍｄａａｒ． 

j1lilliiillliillill;iililil蕊lｉ

iiliillilillii鍵llilij'(iljiliji1i篝
織鯛露露鰯澱鱗

i鰯篝iil篝篝;１$'零゜､‘
鰄騨鰯P`辮溌霧iﾀﾞﾄﾞ灘鯵’
鰯鞍繊鰔懲騨i;鰯iml蟻i灘輔Ii鰯

藤ｎｒＴＦ証囮 刃馳rＬＺｑＬｋ

tezaamen 

ach1welkeenspijt1 
wezijnhemkwijt1 
foei1welkeenschade1 

gnillat・
watdeksel1verliesjeden 
moed？ Ⅷ,繊臘iil

colas 

Neen,voordendroes1ikword 
`erndeerstrechtvnUrigop・ik
zalhemachternaloopen,maak 
jijjemaarnietverlegen 
hijgaateen，anderenwegin， 
dandien,welkendebeer 
lngegaanls 

gniUat・
waarwiljlienaartoe?hijis 
denanderenwegmgegaan 

colas、

ikwilhemaanzijnholopwachten 

guillat・
weetjedanwaarhetis？ 
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colas 

welja,ikhebtgisterennog 
vanveregezien,toenhij`er 
inkroop． 

，図,薑ｉｉｉ'護i蕊i1鰯'聯”
gdillat・

loop`erdanschielijknaartoe 
ikzalhieropdebrandwachtblijven 
staan,ofhijsomtijdsterng 
kwam． 

鱸Ｉ鱗雛篝繋

豊灘!'蕊蕊iiii
ｃｏｌａｓ 

ｅｎｉｋｗｉｌｈｅｍａａｎ`tdwaalen 

brengen,terwijrdewegengoed 
z1Jn． 

鯛鱗謬鍵聯蝿鯛聯徽

織繊i鍵''1;|露
gdillat 

asjemenoodighebt,mOetje 
naarreisflditen,danzalik 
bijjekomen 

colas 

datisgoeｄ（hijgaatenkeert 
weerterUg）ldister,gnillat： 
wanneerjedenbeerziet,moet 
jehemzolangaandepraat 
hoddeｎｔｏｔｉｋｗｅｅｒｈｉｅｒｂｅｎ： 

ｉｋｚｅｌｆｗｉｌｄｅｅｅｒｈｅｂｂｅｎｖａｎ 

ｈｅｍｄｏｏｄteschieten． 

鰯雲鰄鰯鰯iまl1i;ｼj…
Ｍ『蝋鱗麗

1liMil蕊蕊lil}lliilii
gdillat． 

』a,ja;ikzalhemzelfsnaar
jeteozenden,且sjewilt．

derdetooneeL 

guillat,alleen， 

ja,brdimaarheen,ｅｎｖａｎｇ 
ｈｅｍ,hijzaljewelopwachten、
diecolasistocheenrechtebloed1 

zｏｎｄｅｒｈｅｍｗａｓｄｅｂｅｅｒｏｎｓ－ 

watzalikhiernodditvoeren？ 

ikloopmaargevaaromteverkonen． 
－ｍａａｒｚｏｄｅｂｅｅｒ 
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echtereenskwamja laaten 

weterwijleenpijpjerooken 

’ 
dａｔｚａｌｍｅｖｅｒｗａｒｍｅｎ 

蝋
『
鑑
鱗
繍
鰯

hijsteltzijnsnaphaantegen 

eenboom,neemtzijntintel 

ensteektzijnpijpaan 

鰯
議
獅
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daar,ｚｅｉｉｋｈｅｍ,ｈｉｊ`ｓ`er 
geschonden 

gnillat・
goedendag,jdffroUwperrette． 

iil;iii鰯;W;:磯:欝鍵
perrette 

ha1ha1goedendag,monsiedr 
gdillat・watzoekje？

gdillat 

watikzoek？wiljehieZniet 
watrqsten？ 

;I製鋼離繍：

;iM鰯ｉＩ蝿 perrette 

welneenikikheb`erdentijd 
niettoe 

綴蝋l蕊jl3ii雪iWI窯
perrette 

welneenje,tochnieLditis 
geenkostvoorjod'mond 

gqillat・ハ

O1verschoonme,j〔iffrodw
perrette， 

ikwodjewelopdezelfdewijze 
antwoorden 

watzegjevandiekldcht？ 
ｉｋｈｅｂｚｉｎｉｎｊｅ,ｅｎａｓｊｅｗｉｌｔ、
ｗｅｌｎｄｄａｎ,ｖａｎｅｅｎ，jaager・
hoedat？ｗａｔｓｃｈｏｏｔｍｅｄａｎ 
ｈｏｅｄａｔ？ 

opwelkeenwijze？ 

邸狐Ｊ唇、Ｅ９ 月‘鞭惣Ｓｂ耀勉】壇1W癖

ＪｋＪＳ癖｡暦｡錘ｒ価碗鰯

』ｒＷｒ［

厭極墨歴匝【１１
perrette 

jeweet`ｔｓｐｒｅｅｋｗｏｏｒｄｗｅｌ 
Ｅｅｎｖｏｇｅｌｉｎｄｅｈａｎｄｉｓｂｅｔｅｒｄａｎ 
ｔｉｅｎｉｎｄｅｌｕｃｈｔ． 

voorwel，gnillat、
mijdnnkt,inwaarheid,ja， 
alsof 

helaas1helaas1 

ach1perrette,ach1armeperrette1 
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宇
田
川
椿
庵
が
謄
写
し
だ
蘭
訳
は
、
こ
こ
で
終
っ
て
い
る
。
ま
た
ラ
ラ
ン
ス
語
の
原
本
の
ほ
う
は
、
こ
の
あ
と
一
一
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど
続
く
が
、
■
以
下
省
略
す
る
。
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旧
凰
誌
愚
』
『
忠
）
の
全
訳
（
大
意
）
で
あ
る
。

舞
台
は
森
の
中
。

キ
ヨ

｜ 
コ
ー
プ

ペ
ル
レ
ッ
ト
０

ミ
ル
ク
売
り
の
娘

つ
ぎ
に
資
料
と
し
て
揚
げ
る
も
の
は
、
「
鰯
一
一
人
猟
師
種
売
娘
」
の
原
本
の
ひ
と
つ
ｌ
ル
ィ
・
ア
ン
ソ
ー
ム
作
「
一
一
人
の
猟
師
と
乳
売
娘
」
（
雪
□
§
Ｑ
薑
§
、
言

七
六
三
年
七
月
一
一
十
一
日
王
室
付
属
の
イ
タ
リ
ア
喜
劇
座
で
初
め
て
上
演
さ
れ
た
。

｜
幕
物
の
喜
劇
小
ア
リ
ア
入
り
。

〔
資
料
三
〕

役
者

一
人
の
猟
師
と
ミ
ル
ク
売
り
の
娘

貧
し
い
農
夫
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ま
だ
来
や
が
ら
な
い
！
な
ま
く
ら
者
め
！
夜
が
明
け
ぬ
前
に
こ
こ
に
来
る
と
、
約
束
し
た
く
せ
に
．
…
：
俺
は
準
備
が
で
き
て
い
る
の
に
１
．
お
ー
い
！
ギ
ョ
よ
…
…

お
ー
い
！
ギ
ョ
、
ギ
ョ
よ
…
…

二
人
の
猟
師
と
ミ
ル
ク
売
り
の
娘

（
コ
ラ
は
名
を
呼
ぶ
）

舞
台
は
う
っ
そ
う
と
し
た
森
。

第
一
の
小
ア
リ
ア
。

コ
ラ
…
…
た
っ
た
一
人
で
登
場
。

私
は
一
晩
中
、
風
、
あ

ひ
ど
い
人
生
だ
ろ
う
か
！

第
一
場

喜
劇

い
ま
耐
え
し
の
ん
で
い
る
苦
痛
は
、
い
っ
た
い
い
つ
終
る
の
で
あ
ろ
う

夜
に
な
る
と
、
地
べ
た
の
上
で
寝
、
昼
は
昼
で
飢
え
死
に
し
そ
う
だ
！

狙
い
を
つ
け
て
い
る
、
い
ま
い
ま
し
い
熊
の
奴
の
お
か
げ
で
、
私
は
え

私
は
、
一
晩
中
、
風
、
あ
ら
れ
、
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
骨

と
お
ず
い

あ
ら
れ
、
雨
に
矢
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
骨
に
徹
り
、
髄
に
入
る
ほ
ど
だ
。
体
は
こ
ご
え
て
い
る
．
体
は
こ
わ
れ
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
。
あ
あ
、
な
ん
と

｡ い
っ
た
い
い
つ
終
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

、
私
は
え
ら
い
目
に
会
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
復
し
ゅ
う
の
誓
い
を
た
て
た
か
ら
に
は
、
奴
を
捕
え
、
仕
止
て
や
る
。

と
お
ず
い

そ
れ
は
骨
に
徹
り
、
髄
に
入
る
ほ
ど
だ
。
あ
あ
、
な
ん
と
ひ
ど
い
人
生
だ
ろ
う
か
１
．
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熊
の
奴
、
ま
坐

必
要
が
あ
る
な
。

き
っ
と
ま
だ
寝
て
や
が
る
の
だ
ろ
う
。

れ
て
し
ま
う
の
は
こ
の
場
所
な
ん
だ
。

ギ
ョ
ッ

ギ
ョ

ギ
ョ
ッ

コ
ー
プ

．
’
フ俺
た
ち
に
は
た
っ
ぷ
り
と
時
間
が
あ
る
。

お
前
は
、
お
急
ぎ
で
は
な
い
の
か
ね
。

熊
を
待
伏
せ
す
る
の
に
、
ず
い
ぶ
ん
け
つ
こ
う
な
お
時
間
で
す
な
。

あ
あ
、
と
う
と
う
や
っ
て
来
た
な
。
ず
い
ぶ
ん
ご
ゆ
っ
く
り
だ
な
。

な
ん
だ
、
何
を
急
い
で
い
る
の
だ
。

あ
あ
！
お
前
は
ま
た
し
て
も
不
吉
な
鳥
の
よ
う
に
お
び
え
て
い
る
！

さ
よ
う
、
ど
う
で
も
よ
い
よ
う
な
時
間
が
。

コ
ラ
、
ギ
ョ
登
場
。

０
 

コ
ラ
は
、
ギ
ョ
に
気
づ
い
て
…
…

第
二
場 ま
た
や
っ
て
来
た
ら
…
…
奴
に
。
：
…
（
コ
ラ
銃
の
ね
ら
い
を
定
め
る
）
そ
れ
に
し
て
も
ギ
ョ
の
奴
…
…
あ
あ
、
あ
い
つ
は
来
や
が
ら
な
い
。
奴
を
捜
し
に
行
く

あ
あ
！
俺
は
こ
れ
か
ら
出
か
け
る
と
し
て
…
…
俺
た
ち
の
熊
は
…
…
と
も
あ
れ
待
つ
こ
と
に
し
よ
う
…
…
い
つ
も
や
つ
に
逃
げ
ら

7８（71） 



ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

コ
ー
プよ
し
、
わ
か
っ
た
。
わ
か
っ
た
。

コ
ー
プ

コ
ー
プ

コ
ー
プ

コ
ー
プお
前
は
勝
手
放
題
の
こ
と
を
い
う
が
、
お
れ
の
よ
う
に
夜
霧
に
身
を
さ
ら
し
て
夜
を
す
ご
す
こ
と
を
考
え
て
も
み
よ
．
…
：
。

じ
ゃ
，
あ
と
で
。

じ
ゃ
あ
、
熊
を
探
し
に
出
か
け
る
と
す
る
か
。

お
前
は
急
い
で
い
た
ん
だ
ろ
？

さ
よ
う
、
獲
物
さ
が
し
、
獲
物
さ
が
し
が
一
番
じ
ゃ
。
俺
の
ほ
う
は
、
お
前
を
こ
こ
で
待
っ
て
い
よ
う
。

（
か
れ
は
腰
を
お
ろ
す
と
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
か
ら
食
物
を
取
り
だ
す
。
コ
ラ
も
そ
れ
を
見
て
、
腰
を
お
ろ
す
。
）
そ
れ
じ
ゃ
、
お
前
は
行
く
が
よ
い
。

そ
ん
な
の
は
何
で
も
な
い
こ
と
だ
。
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
夜
霧
は
乾
く
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
何
ん
だ
？
強
い
酒
か
な
？

い
や
い
や
、
ブ
ド
ウ
酒
な
ん
だ
。
俺
は
朝
か
ら
晩
ま
で
、
チ
ビ
チ
ビ
飲
ん
で
い
る
の
ざ
。

へ
っ
！
、
俺
た
ち
に
は
時
間
の
余
裕
が
あ
る
。
（
か
れ
は
ピ
ン
を
手
に
す
る
）
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ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ
ッ

コ
ラ
手
で
口
を
ふ
き
な
が
ら
。

コ
ー
プ

コ
ー
プ

大
つ
ち
ょ
の
ピ
ェ
ー
ル
が
小
樽
を
ゆ
ず
っ
て
く
れ
た
ん
だ
。

う
へ
え
！
恨
み
は
深
い
よ
う
だ
。

た
し
か
に
、
こ
れ
は
上
物
だ
。
と
こ
で
み
つ
け
た
の
だ
？

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
と
。
お
前
の
飲
み
つ
ぶ
り
だ
と
晩
飯
に
食
う
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

（
コ
ッ
プ
に
手
を
伸
ば
し
な
が
ら
）

さ
よ
う
。
｜
杯
飲
ま
せ
て
く
れ
。

あ
あ
、
い
け
な
い
。
俺
さ
ま
が
必
要
と
し
て
い
た
の
は
熊
な
の
だ
。

ヨ
ラ
は
酒
を
飲
む
）

と
こ
ろ
で
、
お
前
は
ま
だ
怒
っ
て
い
る
の
か
？

熊
の
奴
、
姿
を
み
せ
し
だ
い
、
す
ぐ
つ
か
ま
え
て
や
る
。

小
ア
リ
ア
。

私
に
希
望
の
か
け
ら
が
残
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
不
吉
き
わ
ま
り
な
い
運
命
に
も
、
心
が
ゆ
れ
う
ご
く
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
い
つ
も
て
き
ぱ
き
と
、
い
つ
も
機
敏
に
。
最
も
辛
い

状
態
の
中
で
も
、
た
の
し
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ど
ん
な
気
苦
労
も
、
ち
っ
と
も
苦
に
な
ら
な
い
。
未
来
の
中
に
見
る
も
の
は
、
喜
び
だ
け
で
あ
る
。
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ギ
ョ

ギ
ョ

ｃ 

い
や
い
や
、
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
太
っ
ち
よ
の
ピ
ェ
ー
ル
は
掛
け
売
り
に
し
て
く
れ
た
ん
だ
。

ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

コ
ー
プ

』
」
う
し
て
ゆ
ず
っ
て
く
れ
た
の
か
。
ま
云
」
か
例
の
金
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
じ
や
あ
る
ま
い
な
？

コ
ー
プい
や
は
や
。
太
っ
ち
よ
の
ピ
ェ
ー
ル
も
、
そ
の
内
の
［
金
］
の
い
く
ら
か
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
る
な
。
そ
し
て
俺
も
ラ
イ
ン
）
を
地
下
蔵
に
何
ダ
ー

ス
も
た
め
こ
ん
で
や
る
。

コ
ー
プ

コ
ー
プ

コ
ー
プ

誰
か
ら
？

俺
に
は
そ
れ
で
十
分
だ
。
知
っ
て
の
通
り
、
俺
の
ほ
う
に
五
十
フ
ラ
ン
入
っ
て
く
る
の
だ
。

お
い
１
．
俺
た
ち
が
仕
止
め
る
予
定
の
熊
の
皮
の
代
金
十
リ
ー
ブ
ル
（
昔
の
金
貨
）
の
前
払
い
と
い
う
こ
と
で
、
あ
の
商
人
か
ら
も
ら
っ
た
の
か
。

や
つ
は
ま
だ
樽
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い
る
の
か
？

ヨ
ラ
は
じ
ぶ
ん
で
ブ
ド
ウ
酒
を
注
ぐ
）

そ
の
通
り
だ
。

そ
う
と
も
！
か
れ
こ
れ
大
樽
を
一
ダ
ー
ス
は
も
っ
て
い
る
。
見
る
だ
け
で
眼
の
保
養
に
な
る
。

(74）７５ 
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ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

コ
ー
プ

コ
ー
プ ど
う
し
た
の
だ
！
ふ
る
え
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
！
え
っ
！
熊
じ
ゃ
な
い
か
。

コ
ー
プ

コ
ラ
（
ふ
る
え
な
が
ら
）

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

お
前
ふ
る
え
て
い
る
の
か
？

少
な
く
と
も
、
あ
れ
は
立
派
な
熊
で
は
な
い
か
。
よ
く
見
て
み
る
や
。
ち
ょ
っ
と
で
い
い
か
ら
。

さ
あ
、
さ
あ
、
こ
っ
ち
に
や
っ
て
来
る
の
は
金
の
卵
の
熊
公
の
や
つ
だ
。

そ
う
な
ん
だ
！
熊
な
ん
だ
。

ブ
ド
ウ
酒
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。
ほ
ら
、
見
て
み
る
や
。

ブ
ド
ウ
酒
の
樽
に
逃
げ
ら
れ
る
ぞ
…
…
あ
あ
痛
い
！
あ
あ
痛
い
！

（
熊
が
登
場
す
る
）
こ
い
つ
は
醜
い
つ
ら
が
ま
え
の
熊
だ
！

ど
う
し
た
ん
だ
？

ど
う
し
た
ん
だ
？
．

（
こ
こ
で
熊
が
姿
を
み
せ
る
）

7４（75） 



俺
の
火
薬
は
し
け
て
や
が
る
。

ギ
ョ こ
ん
な
に
寒
い
朝
じ
ゃ
、
手
が
か
じ
か
ん
で
し
ま
う
。

ギ
ョ

▲
 

じ
ぶ
ん
で
行
っ
て
み
る
や
。

ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

コ
ー
プ

コ
ー
プ

コ
ー
プ

コ
ー
プ

．
’
フ何
だ
っ
て
１
．
と
ん
で
ｊ
Ｕ
な
い
。
銃
を
取
れ
や
。

撃
て
！

手
が
ガ
チ
ガ
チ
だ
。

（
ほ
お
を
斜
め
に
傾
け
な
が
ら
）

奴
が
や
っ
て
来
た
ぞ
、
ほ
ら
、

俺
の
銃
に
は
弾
が
入
っ
て
い
な
い
ん
だ
。
お
前
の
は
弾
が
入
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
お
前
が
撃
て
ば
よ
い
。

（
銃
に
弾
を
込
め
る
）

そ
れ
行
け
。

来
た
ぞ
。
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静
か
に
し
ろ
。
静
か
に
。

ギ
ョ
は
身
を
伏
せ
て
…
…
。

ギ
ョ

ギ
ョ

．
’
フ

コ
ー
プ

コ
ー
プ

．
’
フ

静
か
に
し
な
い
か
。
お
前
の
こ
と
だ
。
俺
は
奴
を
捕
え
る
の
だ
。
熊
の
や
つ
、
遠
く
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
う
俺
に
は
し
と
め
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
ふ
う
ん
！

今
回
、
し
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
別
の
機
会
に
し
よ
う
。

二
人
で
口
を
そ
ろ
え
て

（
銃
を
ほ
お
に
当
て
）

熊
の
奴
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
い
る
の
か
？

ば
か
を
し
で
か
し
や
が
っ
て
！

（
銃
に
弾
を
こ
め
て
か
ら
）

準
備
が
で
き
た
ぞ
。
準
備
が
で
き
た
ぞ
。

そ
こ
を
ど
い
て
く
れ
。
俺
に
や
ら
せ
て
く
れ
。

（
こ
こ
で
熊
は
姿
を
消
す
）

別
な
火
薬
を
入
れ
た
ら
ど
う
だ
。

し
ゃ
べ
っ
て
ば
か
り
い
ち
ゃ
、
ら
ち
が
あ
か
ぬ
。

7２（77） 



そ
ろ
っ
て
Ｉ

そ
ろ
っ
て
Ｉ

．
’
フ

－－グ←－－イー－－－ギ
ョ

ギ
ョ

あ
の
よ
う
な
好
機
は
二
度
と
あ
る
ま
い
。

奴
が
あ
そ
こ
に
い
た
ら
、
捕
え
ら
れ
る
の
に
！

あ
あ
、
残
念
な
こ
っ
た
！

ギ
ョ

そ
ん
な
こ
と
わ
か
っ
て
い
る
。

お
前
は
ひ
と
言
も
い
わ
な
い
。

い
や
、
俺
は
お
こ
っ
て
い
る
の
だ
。

コ
ー
プ

コ
ー
プ

コ
ー
プ熊
の
奴
、
死
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

熊
の
奴
、
死
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
で
、
ギ
ョ
レ
士
？

そ
れ
で
、
．
う
よ
？

だ
ま
ら
な
い
か
、
の
ろ
ま
め
。
奴
は
あ
そ
こ
に
い
た
の
だ
。

い
や
い
や
、
ま
だ
死
ん
で
は
い
ま
い
。
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ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

コ
ー
プ

ギ
ョ

コ
ー
プ

そ
ろ
っ
て
Ｉ

コ
ー
プ

コ
ー
プ

ま
き
か
．
…
：
。
俺
は
こ
こ
に
残
る
と
し
よ
う
。
熊
の
奴
が
再
び
立
ち
寄
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
。

知
っ
て
る
さ
。
奴
を
昨
日
遠
く
か
ら
見
た
の
だ
。
奴
が
巣
穴
に
居
る
と
き
の
こ
と
だ
。

巣
穴
の
そ
ば
で
奴
を
待
つ
の
だ
。

で
俺
の
ほ
う
は
、
通
っ
た
跡
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
内
に
、
奴
の
道
路
を
そ
ら
せ
よ
う
。

お
前
は
奴
の
居
場
所
を
知
っ
て
い
る
の
か
？

と
こ
ろ
で
、
熊
が
逃
げ
て
行
っ
た
の
は
そ
の
あ
た
り
か
ら
で
は
な
い
。
こ
っ
ち
側
を
通
っ
て
行
っ
た
の
だ
。

け
っ
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
と
ん
で
も
な
い
。
勝
負
は
続
け
る
。
熊
の
奴
を
追
い
続
け
た
い
。
ご
心
配
無
用
だ
。

（
か
れ
は
熊
が
い
る
反
対
側
か
ら
出
て
ゆ
く
）

え
っ
、
何
て
い
っ
た
！
お
前
は
や
る
気
を
な
く
し
た
の
か
？

あ
あ
！

そうだとも！｝無駄骨折って、何もかも失ってしまった。

7０（79） 



ギ
ョ

に
視
覚
も
は
っ
き
り
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
か
れ
は
樹
に
銃
を
立
て
か
け
、
ラ
イ

つ
か
ま
え
ら
れ
る
の
に
。
俺
様
は
こ
こ
で
何
を
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？
風
を
引
い
た
よ
う
だ
・
・
…
。
。

し
か
し
、
も
し
熊
の
奴
が
や
っ
て
来
た
ら
…
：
・
・
そ
う
だ
：
：
：
奴
を
待
ち
な
が
ら
、
｜
服
や
る
と
す
る
か
。
タ
バ
コ
を
吸
え
ば
、
体
も
あ
た
た
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ

コ
ー
プ 俺
は
ま
ず
呼
び
子
を
吹
く
準
備
を
し
て
お
こ
う
。

あ
の
な
ぁ
、
ギ
ョ
よ
・
も
し
お
前
が
あ
の
熊
を
み
か
け
た
ら
、
俺
が
も
ど
る
ま
で
、
奴
の
注
意
を
そ
ら
し
て
お
い
て
く
れ
。
奴
を
し
と
め
る
栄
誉
を
え
た
い
。

首
尾
は
い
い
ぞ
。
（
か
れ
は
行
き
つ
も
ど
り
つ
す
る
）

そ
う
だ
と
も
。
お
前
が
望
む
の
な
ら
、
あ
の
熊
を
お
前
の
と
こ
ろ
に
送
っ
て
や
ろ
う
。

ヨ
ラ
は
出
て
ゆ
く
）

そ
う
だ
、
そ
う
だ
、
走
れ
、
つ
か
ま
え
ろ
。
熊
の
奴
、
お
前
の
こ
と
待
っ
て
い
る
ぞ
。
コ
ラ
の
奴
、
何
ん
て
と
ん
ま
な
の
だ
ろ
う
か
！
あ
い
つ
が
い
な
け
れ
ば
、
熊
を

第
二
の
小
ア
リ
ア
。

ギ
ョ
…
…
た
っ
た
一
人
で
登
場
。

た
た
せ
る
や
り
方
に
近
い
。

第
三
場

心
は
わ
が
身
を
守
ろ
う
と
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。
心
が
岩
と
お
な
じ
よ
う
に
固
く
と
も
。
愛
の
女
神
は
、
衝
撃
を
う
け
れ
ば
か
ん
た
ん
に
、
わ
が
身
を
ゆ
だ
ね
る
必
要
が
あ
る
こ

ほ
ぐ
ち

火
打
ち
が
ラ
イ
ク
／
－
の
石
に
当
た
る
と
、
火
は
た
ち
ま
ち
ぱ
ち
ぱ
ち
と
跳
ね
、
す
ぐ
に
火
口
に
移
る
。
そ
れ
は
愛
の
女
神
が
若
者
の
た
め
に
、
若
い
年
ご
ろ
の
娘
の
愛
情
を
燃
え

ラ
イ
タ
ー
を
手
に
す
る
と
、
パ
イ
プ
に
火
を
つ
け
る
）
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に
い
ん
ち
き
な
取
引
だ
。

コ
ラ
の
こ
と
を
思
う
と
、
笑
い
が
と
ま
ら
な
い
。
…
…
（
ギ
ョ
は
立
ち
ど
ま
る
と
、
一
服
す
る
。
が
、
｜
休
み
す
る
つ
ど
、
つ
ば
を
吐
く
。
）

コ
ラ
は
木
の
葉
の
よ
う
に
身
を
ふ
る
わ
せ
て
い
た
…
…
た
し
か
に
あ
の
熊
は
、
す
ば
ら
し
い
奴
だ
。
三
○
ピ
ス
ト
ー
ル
（
む
か
し
の
金
貨
）
の
値
打
が
あ
る
の
に
、
ま
る

で
一
リ
ヤ
ー
ル
（
む
か
し
の
銅
貨
で
三
ド
ゥ
ニ
エ
、
ま
た
は
四
分
の
一
ス
ー
）
の
値
し
か
な
い
か
の
よ
う
に
、
俺
た
ち
は
一
○
ピ
ス
ト
ー
ル
で
手
離
し
て
し
ま
っ
た
！
実

い
や
は
や
、
我
慢
、
我
慢
。
ま
た
の
機
会
に
金
を
取
り
も
ど
す
と
し
よ
う
。
：
：
：

と
こ
ろ
で
、
女
が
森
を
通
り
抜
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
。
こ
ち
ら
の
方
に
来
る
ぞ
…
…
。
い
い
ぞ
、
い
い
ぞ
、
し
め
た
。
一
石
一
一
烏
だ
と
す
る
と
。

（
か
れ
は
口
も
と
か
ら
パ
イ
プ
を
は
な
す
と
、
そ
れ
を
ふ
き
、
チ
ョ
ッ
キ
の
小
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
る
）

ペ
ル
レ
ッ
ト
は
、
頭
の
う
え
に
ミ
ル
ク
の
入
っ
た
壷
を
の
せ
、
歌
を
う
た
い
な
が
ら
入
場
。

第
三
の
小
ア
リ
ア
。
輪
舞
曲
の
か
た
ち
で
。

ギ
ョ
と
ペ
ル
レ
ッ
ト
の
登
場
。

マ
」

だ
れ
が
あ
の
娘
の
ミ
ル
ク
を
買
お
う
と
い
う
の
か
？

こ
の
あ
い
だ
、
コ
リ
ネ
と
い
っ
し
ょ
に
川
の
ほ
と
り
に
腰
を
お
ろ
し
、

ほ
ら
、
か
わ
い
い
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
が
い
る
ぞ
。

と
を
知
っ
て
い
る
。
小
石
（
火
う
ち
石
）
の
中
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
火
は
、
愛
の
女
神
に
と
っ
て
戯
れ
に
す
ぎ
な
い
。

第
四
場

ほ
ら
、
か
わ
い
い
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
が
い
る
ぞ
。

い
っ
し
ょ
に
花
束
を
つ
く
っ
た
つ
け
。
そ
し
て
俺
た
ち
は
そ
っ
と
枕
の
中
に
バ
ラ
を
入
れ
た
つ
け
。
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ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ッ
ー
ト

ペ
ル
レ
ッ
１
卜

今
日
は
、

ペ
ル
レ
ツ
ト
ー

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下
さ
い
。
た
い
そ
う
お
急
ぎ
の
よ
う
で
す
が
！

ち
ょ
っ
と
休
み
ま
せ
ん
か
？

あ
た
し
に
何
か
御
用
？

あ
ら
、
こ
ん
に
ち
は
、
ギ
ョ
さ
ん
。

こ
ん
な
に
朝
早
く
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
へ
お
出
か
け
で
す
か
？

い
い
、
え
、
い
い
、
え
。

そ
ん
な
に
お
堅
い
ふ
り
を
す
る
な
。
コ
リ
ネ
」

ほ
ら
、
か
わ
い
い
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
が
い
る
ぞ
。

（
小
ア
リ
ア
の
最
中
、
ギ
ョ
は
ペ
ル
レ
ッ
テ
に

俺
た
ち
は
枕
の
中
に
バ
ラ
を
入
れ
た
つ
け
。
そ
し
て
そ
の
他
の
春
に
咲
く
花
を
た
く
さ
ん
・
…
．
．
。
枕
が
で
き
上
っ
た
と
き
、
独
語
を
い
っ
た
。
ほ
ら
、
羊
飼
の
娘
よ
、
お
前
は
コ

ル
セ
ッ
ト
に
バ
ラ
を
つ
け
た
い
か
？
ほ
ら
、
か
わ
い
い
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
が
い
る
ぞ
。

お
前
は
コ
ル
セ
ッ
ト
に
バ
ラ
を
つ
け
た
い
か
？

注
．
こ
こ
ま
で
資
料
と
し
て
、
原
文
を
引
い
た
。

ペ
ル
レ
ッ
ト
お
嬢
さ
ん
よ
。
わ
た
し
は
：
…
．

ギ
ョ
は
ペ
ル
レ
ッ
テ
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

コ
リ
、
不
に
キ
ス
し
て
や
れ
。
俺
は
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
て
も
だ
め
だ
っ
た
。
俺
の
意
に
反
し
て
、
あ
き
な
い
は
で
き
上
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。

彼
女
は
ち
ょ
っ
と
見
下
し
た
態
度
で
返
事
を
す
る
）

(82）６７ 



文政三年のオランダ芝居

ギ
ョ

や
ろ
う
。

ペ
ル
レ
ッ
１
卜

ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ツ
ト
ー

ペ
ル
レ
ツ
ｌ
ｒ

ミ
ル
ク
を
売
り
に
で
す
っ
て
！
か
わ
い
い
、
い
た
ず
ら
子
の
娘
さ
ん
よ
！
お
嬢
さ
ん
の
ミ
ル
ク
は
お
い
し
い
か
い
？
そ
の
ミ
ル
ク
を
一
口
味
見
さ
せ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
か
？

●
 

熊
を
ね
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
っ
て
！
ま
あ
、
で
も
じ
っ
さ
い
、
そ
ん
な
風
に
も
み
え
ま
す
わ
。

俺
た
ち
が
待
伏
せ
し
て
い
る
あ
の
熊
が
や
っ
て
来
た
と
し
て
も
、
奴
を
し
と
め
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
俺
た
ち
は
奴
を
飼
い
な
ら
し
、
奴
に
芸
の
ひ
と
つ
も
や
ら
せ
て

妙
な
女
だ
な
！

本
当
に
！

実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
ミ
ル
ク
は
あ
な
た
の
口
に
合
い
ま
せ
ん
ね
。
本
当
で
す
の
。

た
し
か
に
、
お
嬢
さ
ん
の
皮
膚
の
色
と
き
た
ら
、
あ
な
た
が
売
り
に
行
く
ミ
ル
ク
の
色
よ
り
も
白
い
の
で
す
。
け
れ
ど
あ
な
た
は
あ
ま
り
優
し
い
方
で
は
な
い
の
で
す
。

お
お
、
お
嬢
さ
ん
、
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
ペ
ル
レ
ッ
ト
お
嬢
さ
ん
。
お
嬢
さ
ん
は
と
て
も
感
じ
の
よ
い
方
な
の
で
、
そ
の
ミ
ル
ク
を
一
口
飲
み
た
く
な
っ
た
の
で
す
。

ど
ち
ら
へ
で
す
っ
て
？
市
場
へ
で
す
わ
。
．
ミ
ル
ク
を
売
る
た
め
で
す
の
。

（
彼
女
は
壷
を
地
面
の
フ
ヘ
に
置
く
）

（
大
声
で
）

（
離
れ
て
）
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ギ
ョ

も
て
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ギ
ョ

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ッ
Ｌ
‐

ペ
ル
レ
ッ
ｉ
ｒ

ペ
ル
レ
ッ
１
ｒ

滅
相
も
な
い
、
ギ
ョ
さ
ん
、
あ
な
た
に
さ
し
あ
げ
る
愛
な
ど
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

愛
情
で
す
っ
て
！
あ
な
た
を
愛
せ
と
？

そ
ん
な
に
高
ぶ
ら
ぬ
よ
う
に
願
い
ま
す
。
あ
な
た
は
ま
だ
わ
た
し
の
こ
と
を
御
存
知
な
い
の
で
す
。
と
も
あ
れ
、
わ
た
し
の
こ
と
を
よ
く
御
覧
を
さ
い
。
色
男
を
御
覧
に

さ
よ
う
。
わ
た
し
に
対
す
る
愛
情
で
す
。

熊
の
お
話
、
と
も
か
く
お
勇
し
い
こ
と
で
す
。
お
な
じ
調
子
で
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
あ
た
し
は
あ
い
に
く
お
世
辞
の
い
い
方
を
存
じ
ま
せ
ぬ
。

わ
た
し
が
お
嬢
さ
ん
に
求
め
て
い
る
も
の
は
、
お
く
ん
ち
や
で
は
な
い
の
で
す
。
望
み
は
愛
情
な
の
で
す
。

さ
よ
う
。
俺
た
ち
は
熊
を
狙
っ
て
い
る
の
で
す
。
捕
え
ら
れ
る
も
の
と
確
心
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
若
く
て
、
元
気
は
つ
ら
つ
と
し
た
顔
と
出
会
え
ば
、
確
信
が

第
四
の
小
ア
リ
ア

あ
る
猟
師
の
言
う
こ
と
に
は
、
も
し
平
野
の
中
で
、
老
婆
や
検
事
に
会
う
な
ら
ば
、
お
前
さ
ん
、
こ
れ
は
縁
起
が
わ
る
い
。
そ
の
こ
と
の
全
て
が
不
幸
を
も
た
ら
す
、
と
。

け
れ
ど
、
み
ご
と
な
褐
色
髪
の
女
の
子
が
、
目
に
と
び
こ
ん
で
来
た
ら
、
幸
運
や
幸
せ
や
よ
ろ
こ
び
の
徴
候
が
贈
ら
れ
る
。
今
や
か
の
猟
師
の
金
言
通
り
に
な
っ
た
。
幸
福
は
汝

の
目
の
中
に
あ
り
、
わ
が
目
の
中
に
は
よ
ろ
こ
び
が
あ
る
。
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ギ
ョ

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ツ
Ｉ
ｒ

ペ
ル
レ
ッ
ー
ｒ

な
る
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
者
は
一
人
と
言
わ
ず
何
人
も
の
女
を
手
に
し
て
き
た
男
だ
よ
。

じ
っ
さ
い
、
妙
齢
の
獲
物
を
と
り
そ
こ
ね
て
は
残
念
な
こ
と
で
す
。
さ
あ
、
ま
じ
め
な
話
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
一
民
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
そ

あ
あ
！
そ
ん
な
や
り
方
で
わ
た
し
を
誘
惑
し
な
い
で
下
さ
い
！

構
わ
ず
ほ
っ
て
お
い
て
欲
し
い
。
も
し
お
嬢
さ
ん
を
も
う
一
度
わ
が
綱
の
中
に
捕
え
る
と
し
た
ら
…
：
．

う
そ

い
い
で
す
か
、
ギ
ョ
さ
ん
、
あ
な
た
は
若
鶏
を
食
べ
る
よ
り
ｊ
Ｕ
、
ず
っ
と
虚
一
一
一
一
口
を
が
つ
が
つ
食
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
ね
。

小
ア
リ
ア

け
が
を
し
た
ふ
り
を
す
る
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ
の
よ
う
に
、
わ
が
子
を
あ
わ
や
死
か
ら
救
う
た
め
に
、
わ
た
し
は
そ
の
遊
び
人
を
お
び
き
寄
せ
る
。
わ
た
し
は
そ
の
男
の
い
う
こ
と
ば
に

従
う
こ
と
に
同
意
す
る
。
が
そ
の
者
が
不
意
に
襲
う
、
そ
の
せ
つ
な
、
わ
た
し
は
た
ち
ま
ち
逃
げ
だ
す
。

は
突
然
、
手

ペ
ル
レ
ッ
ト

い
っ
し
ょ
に
Ｉ

キ
ツ
ネ
は
意
地
悪
で
あ
る
。
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。
キ
ツ
ネ
に
ぱ
く
り
と
捕
え
ら
れ
、
つ
ぎ
に
が
つ
が
つ
食
わ
れ
て
し
ま
う
。

離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
か
わ
い
い
小
娘
を
見
つ
け
、
わ
た
し
は
ま
る
で
若
鶏
を
ね
ら
っ
て
い
る
キ
ツ
ネ
の
よ
う
で
も
あ
る
。
た
め
ら
い
や
哀
れ
み
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
わ
た
し

突
然
、
手
を
振
り
か
ざ
す
。
若
鶏
が
ど
う
じ
た
ば
た
し
よ
う
が
、
そ
の
羽
根
や
足
を
も
ぎ
取
る
必
要
が
あ
る
。

ヤ
マ
ウ
ズ
ラ
は
身
軽
で
あ
る
。
キ
ツ
ネ
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ
は
キ
ツ
ネ
を
た
の
し
ま
せ
た
あ
げ
く
、
ど
ん
ど
ん
空
へ
飛
び
去
っ
て
ゆ
く
。
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狩
に
は
毎
日
お
出
か
け
に
な
る
の
で
す
か
？

ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョさ
て
！
お
嬢
さ
ん
よ
、
わ
た
し
の
妻
に
な
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

し
て
も
し
お
望
み
な
ら
…
…

ペ
ル
レ
ッ
ー
ト

な
ぜ
！

ペ
ル
レ
ッ
１
卜

ペ
ル
レ
ッ
１
ｒ

ペ
ル
レ
ッ
１
卜

ペ
ル
レ
ッ
ト
ー

密
猟
者
の
妻
に
で
す
。

あ
あ
、
何
で
す
っ
て
、
密
猟
者
の
妻
に
で
す
っ
て
！

（
ギ
ョ
を
み
つ
め
な
が
ら
、
そ
し
て
さ
げ
す
む
よ
う
な
態
度
で
、
そ
の
服
に
手
を
ふ
れ
な
が
ら
）

さ
て
…
…
…
ど
れ
も
：
…
・
お
見
か
け
し
た
と
こ
ろ
…
…
。

え
っ
、
い
や
、
猟
師
の
妻
に
で
す
っ
て
。
ま
あ
ど
っ
ち
で
も
い
い
わ
、
け
つ
こ
う
な
亭
主
持
ち
に
な
る
な
ん
て
！

え
え
っ
と
！
そ
れ
で
？

こ
れ
は
で
す
ね
、
狩
の
衣
装
な
ん
で
す
よ
。

い
っ
た
い
な
ぜ
！
そ
も
そ
も
俺
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
何
な
の
か
？
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ギ
ョ

ギ
ョえ
っ
、
何
だ
っ
て
！
そ
れ
は
壷
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ッ
、
卜

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ツ
ト
ー

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ッ
Ｉ
ｒ

ペ
ル
レ
ツ
１
ｒ

ペ
ル
レ
ッ
Ｉ
ｒ

え
１
と
、
そ
う
で
す
ね
、
ミ
ル
ク
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
五
ピ
ス
ト
ル
の
値
い
も
し
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
わ
。
で
す
け
ど
、
壷
の
中
に
あ
る
の
は
何
で
し
ょ
う
か
？

わ
た
し
が
持
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
ば
、
あ
あ
、
じ
っ
き
い
持
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
ば
（
彼
女
は
ミ
ル
ク
の
入
っ
た
壷
を
み
せ
る
）
、
こ
れ
か
し
ら
？

五
○
フ
ラ
ン
で
す
っ
て
！
大
し
た
も
の
で
す
ね
！

わ
れ
わ
れ
が
し
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
熊
の
皮
が
売
れ
、
人
手
に
渡
す
と
、
五
○
フ
ラ
ン
に
な
り
ま
す
。
こ
の
金
は
、
わ
た
し
ば
か
り
か
仲
間
の
コ
ラ
に
も
入
る
の
で
す
。

何
の
こ
と
で
す
か
？

で
お
嬢
さ
ん
は
（
金
を
大
い
に
も
う
け
る
た
め
に
何
を
お
も
ち
で
す
か
？

ど
う
し
て
身
代
が
つ
く
れ
る
の
で
す
か
？

わ
た
し
は
も
う
す
ぐ
身
上
を
こ
し
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
：
．
…
。

そ
れ
か
ら
お
嬢
さ
ん
は
、
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
な
い
で
し
ょ
う
？
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と
ん
で
も
な
い
。
こ
の
ミ
ル
ク
は
普
通
の
も
の
よ
り
ず
っ
と
価
値
の
あ
る
も
の
で
す
ｐ
た
と
え
世
界
中
の
す
べ
て
の
熊
の
皮
を
も
ら
っ
て
も
、
手
離
す
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
熊
の
皮
と
も
交
換
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ら
、
聞
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ッ
ｌ
ｒ

ペ
ル
レ
ッ
ｌ
ｒ

（
彼
女
は
壷
を
つ
か
む
と
、
そ
れ
を
頭
に
の
せ
る
）

あ
な
た
は
格
言
を
御
存
知
の
は
ず
。
さ
よ
う
な
ら
、

あ
あ
！
も
し
お
嬢
さ
ん
が
、
わ
れ
わ
れ
が
売
っ
た
熊
の
代
金
を
手
に
し
た
ら
…
…
。

し
か
し
、
あ
な
た
方
の
熊
は
！
熊
は
！
そ
の
熊
を
ま
だ
つ
か
ま
え
て
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
た
し
は
じ
ぶ
ん
の
ミ
ル
ク
を
す
で
に
手
に
し
て
い
ま
す
。

小
ア
リ
ア

前
で
か
ん
た
ん
に
育
っ
て
ゆ
く
。

あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！

あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
も
う
と
っ
く
に
そ
の
す
べ
て
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
手
に
入
る
お
金
で
、
ほ
ど
な
く
あ
た
し
は
若
い
雌
羊
が
買
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
雌
羊
は
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
生
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
春
に
む
け
て
、
あ
た
し
は
羊
の
群
れ
を
つ
く
る
つ
も
り
で
す
。

あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
も
う
と
っ
く
に
そ
の
す
べ
て
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
あ
た
し
は
そ
の
群
の
中
に
、
馬
や
雌
牛
や
子
牛
を
加
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
た
し
は
自
分
で
、
毎
日
そ
れ
ら
の
動
物
を
平
原
に
連
れ
て
行
く
の
で
す
。

あ
た
し
は
か
れ
ら
が
平
原
で
跳
び
は
ね
る
の
を
み
る
の
で
す
。
何
と
い
う
よ
ろ
こ
び
で
し
ょ
う
か
。
何
と
い
う
よ
ろ
こ
び
で
し
ょ
う
か
！

あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
も
う
と
っ
く
に
そ
の
す
べ
て
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
う
な
ん
で
す
。
あ
た
し
は
ひ
な
鶏
、
雌
羊
、
子
羊
、
山
羊
の
子
、
雌
牛
、

子
牛
と
い
っ
た
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
持
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
も
う
と
っ
く
に
そ
の
す
べ
て
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

か
え

こ
こ
に
あ
る
の
は
、
あ
た
し
の
計
画
の
す
べ
て
で
あ
る
。
ミ
ル
ク
を
売
っ
た
お
金
で
、
卵
を
百
ほ
ど
買
っ
て
、
そ
れ
ら
を
孵
す
の
で
す
。
ひ
な
鶏
は
、
凱
、
う
あ
た
し
の
見
て
い
る

ギ
ョ
さ
ん
。
熊
を
ち
ゃ
ん
と
く
だ
さ
る
な
ら
、
取
引
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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あ
の
か
わ
い
い
顔
が
俺
を
か
ら
か
っ
て
い
や
が
る
。
だ
が
…
…
あ
の
女
は
何
ん
と
打
算
的
で
、
先
見
の
明
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
！

あ
の
よ
う
に
か
わ
い
い
女
は
、
家
庭
に
お
い
て
か
け
が
い
の
な
い
宝
だ
。
な
る
ほ
ど
俺
の
装
い
は
大
し
て
魅
力
が
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
熊
の
奴
が
死
ん
で
し
ま
え
ば
、

彼
女
は
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
し
な
い
。
あ
の
よ
う
に
か
わ
い
い
オ
オ
カ
ミ
ち
ゃ
ん
が
、
羊
に
な
る
時
も
訪
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

あ
あ
、
あ
あ
、
あ
あ
、
あ
あ
、
も
う
と
っ
く
に
そ
の
す
べ
て
を
手
に
し
て
い
る
気
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

さ
よ
う
な
ら
、
さ
よ
う
な
ら
、
猟
の
こ
と
頑
張
て
下
さ
い
。
け
れ
ど
徒
労
に
終
ら
ぬ
よ
う
と
く
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

（
彼
女
は
歌
を
う
た
い
な
が
ら
出
て
ゆ
く
）

ギ
ョ
と
コ
ラ
ら
は
、
駆
け
つ
け
な
が
ら
。

第
五
の
小
ア
リ
ア

ギ
ョ
…
：
。
た
っ
た
一
人
で
登
場
。

こ
の
年
ご
ろ
の
若
い
娘
は
、
体
に
激
し
く
さ
わ
ら
れ
る
と
す
ぐ
、
扱
い
に
く
く
、
粗
野
に
な
る
。
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
、
だ
ん
な
さ
ん
よ
。
あ
た
し
の
恥
ら
い
を
大
事
に
し
て
下

さ
い
な
…
…
顔
が
赤
く
な
っ
ち
ゃ
う
…
…
い
い
加
減
や
め
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら
？
…
…

と
こ
ろ
が
愛
の
神
が
勝
つ
な
ら
ば
、
よ
う
や
く
じ
ぶ
ん
の
心
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
な
る
。
彼
女
は
、
魅
力
に
富
ん
だ
、
す
な
お
な
、
感
じ
の
よ
い
人
と
み
ら
れ
る
。
い
つ
も
陽

つ
め

気
な
の
は
、
若
い
雌
ネ
コ
で
あ
り
、
そ
の
ネ
コ
は
お
世
辞
を
聞
い
た
と
た
ん
、
爪
を
か
く
し
て
し
ま
う
。

第
六
場

第
五
場
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助
け
て
く
れ
！
助
け
て
く
れ
‐
お
ー
い
、
ピ
ェ
ー
ル
よ
‐
ギ
ョ
ー
ム
よ
‐
ブ
レ
イ
ズ
ょ
！
助
け
て
く
れ
Ｉ
！
あ
あ
！
哀
れ
言
う
よ
！
（
熊
は
コ
ラ

の
そ
ば
に
駆
け
寄
っ
て
く
る
。
か
れ
の
こ
と
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
こ
ず
き
回
す
と
、
そ
の
場
を
離
れ
、
ギ
ョ
が
い
る
木
の
根
元
を
か
ぎ
ま
わ
る
。
そ
し
て
ま
た
コ
ラ
の
所
に

も
ど
る
。
そ
し
て
頭
を
振
り
な
が
ら
立
ち
去
っ
て
行
く
）
。
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
。
息
を
殺
し
て
い
る
よ
。
死
ん
だ
ふ
り
を
し
て
い
る
よ
。
熊
の
奴
、
俺
の
と
こ
ろ
に
や
っ

て
来
や
が
る
。
大
食
い
野
郎
め
！
奴
は
俺
た
ち
二
人
を
餌
じ
き
に
す
る
だ
け
だ
。

ギ
ョ

て
行
く
）
。
え
っ
…
…
熊
の
奴
が
去
っ
て
行
く
。

て
来
や
が
る
。
大
食
い
野
郎
め
！
奴
は
俺
た
ち
二
人

（
ギ
ョ
は
木
の
上
に
い
る
間
、
う
づ
く
ま
っ
て
い
る
）

コ
ラ
！
．
う
よ
！
熊
の
奴
、
お
前
の
と
こ
ろ
に

あ
あ
、
俺
た
ち
は
も
う
だ
め
だ
！
（
か
れ
は
木
に
よ
じ
登
る
）

（
ギ
ョ
は
木
の
真
ん
中
ま
で
降
り
て
来
る
と
、
す
ぐ
ま
た
よ
じ
登
っ
て
行
く
）

も
し
熊
の
奴
が
舞
い
も
ど
っ
て
来
た
ら
…
…
い
や
、
い
や
、
奴
は
森
の
中
に
帰
っ
て
い
く
の
だ
。
（
ギ
ョ
は
木
を
降
り
て
く
る
）

．
う
よ
、
ほ
ら
、
熊
の
奴
去
っ
て
ゆ
く
ぞ
。

あ
あ
！
俺
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ
！

ギ
ョ
は
、
木
に
よ
じ
登
り
な
が
ら
、

俺
た
ち
は
奴
に
食
わ
れ
て
し
ま
う
。

な
ん
と
い
う
こ
と
だ
！
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
（
か
れ
は
別
の
木
に
よ
じ
登
ろ
う
と
す
る
が
、
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
）

ギ
ョ
は
木
の
上
に
い
る
。

お
い
！
ギ
ョ
よ
、
逃
げ
ろ
、
逃
げ
ろ
。
助
け
て
く
れ
、
熊
の
奴
が
追
っ
て
来
や
が
る
。

コ
ラ
は
、
頭
を
少
し
上
げ
な
が
ら
。

コ
ラ
は
、
舞
台
の
う
え
を
駆
け
る
。

コ
ラ
は
舞
台
の
袖
に
い
る
。

お
前
の
と
こ
ろ
に
引
き
返
し
て
く
る
ぞ
。

（
こ
こ
で
熊
は
、
コ
ラ
を
追
い
か
け
な
が
ら
登
場
す
る
）
（
コ
ラ
は
、
熊
が
登
場
す
る
の
を
見
て
、
地
面
に
ぱ
っ
と
身
を
伏
せ
る
）

気
を
つ
け
ろ
、
危
な
い
ぞ
。
誰
も
俺
た
ち
を
助
け
に
や
っ
て
来
は
し
な
い
…
…
（
熊
は
去
っ
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ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

コ
ー
プ

ギ
ョ

コ
ー
プ

ギ
ョ

コ
ー
プ

コ
ー
プ

コ
ー
プ

た
ぶ
ん
な
・
奴
が
弾
を
く
ら
っ
た
の
が
わ
か
ら
な
い
の
か
？

え
っ
、
何
だ
っ
て
！
お
前
は
奴
に
傷
を
負
わ
せ
た
の
か
？

熊
の
奴
、
も
う
歩
い
て
行
け
な
い
だ
ろ
う
。

何
で
だ
？

そ
ん
な
に
遠
く
へ
は
行
っ
て
ま
い
。
遠
へ
は
…
…
。

あ
あ
！
奴
は
来
な
い
と
思
う
よ
。
く
そ
：
．
…
。
奴
は
も
う
遠
い
所
に
い
る
よ
。

う
ん
、
何
だ
と
い
う
の
だ
。
運
の
な
い
仲
間
よ
…
…
悪
魔
も
一
枚
咬
ん
で
い
る
に
ち
が
い
な
い
…
…
熊
の
奴
は
も
う
戻
っ
て
来
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
び
く
つ
く
ぜ
…
…
。

な
ん
て
こ
と
迄
相
棒
よ
？

も
う
起
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
。

体
を
起
し
た
ら
ど
う
だ
。

や
れ
や
れ
！
（
二
人
は
哀
れ
な
顔
を
し
て
、
黙
っ
て
顔
を
見
合
わ
せ
、
と
き
ど
き
う
し
ろ
の
方
に
目
を
向
け
る
）
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ギ
ョ

ギ
ョ

ギ
ョ

こ
と
を
は
っ
き
り
云
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

わ
か
っ
た
。
わ
か
っ
た
。
俺
は
毎
朝
、
村
の
番
犬
を
全
部
ひ
き
つ
れ
て
、
熊
を
さ
が
し
に
行
く
と
し
よ
う
。
犬
た
ち
は
い
ず
れ
奴
を
し
と
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
断
じ
て
犬

の
え
さ
に
は
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。

コ
ー
プま
兵
ご
に
そ
の
と
お
り
。
俺
が
い
う
ん
だ
か
ら
間
違
い
な
い
。

コ
ー
プ

コ
ー
プ

本
当
か
？
と
も
あ
れ
、
奴
は
俺
た
ち
の
も
の
だ
。
請
け
合
う
よ
。

も
し
お
前
が
望
む
な
ら
、
奴
は
お
前
に
く
れ
て
や
る
。
俺
は
も
う
熊
と
関
わ
り
合
い
に
な
り
た
く
な
い
か
ら
。

あ
あ
！
い
ま
い
ま
し
い
熊
よ
－
。
さ
あ
：
：
：
奴
を
殺
せ
る
の
は
俺
様
だ
け
だ
と
す
る
と
、
奴
は
長
生
き
す
る
こ
と
だ
ろ
う
…
…
。
不
幸
に
遭
う
と
い
け
な
い
か
ら
、
俺

あ
ば
よ
、
ギ
ョ
。
ギ
ョ
に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
も
し
あ
い
つ
が
危
機
を
脱
し
た
ら
…
…
：
：
：
危
う
い
と
こ
ろ
を
救
っ
た
の
は
、
俺
様
だ
と
い
う

ま
あ
い
い
だ
ろ
う
。
俺
た
ち
は
奴
を
し
と
め
る
だ
ろ
う
ざ
。
約
束
し
て
も
よ
い
…
…
お
前
は
奴
に
傷
を
負
わ
せ
た
の
か
？
…
…

さ
あ
さ
あ
、
お
望
み
な
ら
。
俺
は
と
い
え
ば
、
こ
こ
に
い
た
の
だ
。

（
ギ
ョ
は
銃
を
手
に
し
て
出
か
け
る
）

コ
ラ
…
…
た
っ
た
一
人
で
登
場
。

第
七
場
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た
し
か
に
、
ギ
ョ
は
…
…
用
心
深
い
男
だ
…
…
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
：
：
：
酒
も
残
り
少
な
く
な
っ
た
が
、
目
が
ま
わ
る
…
…
あ
あ
！
…
…
恐
怖
よ
・
：
…
疲
労
よ
…
…

ブ
ド
ウ
酒
よ
…
…
そ
う
だ
…
：
．
ギ
ョ
よ
…
…
俺
は
お
前
を
気
の
毒
に
お
も
う
：
：
：
俺
の
金
の
こ
と
だ
が
？
…
…
あ
あ
、
話
は
つ
い
て
い
る
が
…
…
兄
弟
の
よ
う
に
分
け
よ
う

…
…
な
ぜ
な
ら
…
…
結
局
の
と
こ
ろ
…
…
そ
う
す
る
の
が
公
平
と
い
う
も
の
だ
か
ら
…
…

。

（
か
れ
は
無
我
夢
中
に
木
を
よ
じ
登
っ
て
行
く
）
上
へ
、
上
へ
と
。
（
か
れ
の
帽
子
が
落
ち
て
く
る
）
。
あ
あ
！
や
っ
と
着
い
た
。
（
か
れ
は
屋
根
に
沿
っ
て
横
に
な
る
）

た
し
か
に
、
こ
れ
は
俺
の
ベ
ッ
ド
と
呼
ん
で
も
よ
い
も
の
だ
。
（
か
れ
は
ベ
ッ
ト
の
上
に
す
わ
る
）
。

す
ば
ら
し
い
。
（
か
れ
は
ピ
ン
を
振
り
う
ご
か
す
）
ま
だ
酒
は
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
う
ん
、
う
ん
。
気
晴
ら
し
に
、
ち
ょ
っ
と
一
杯
や
る
か
。

敵
の
奴
、
》

ど
で
も
な
い
。

た
の
上
に
置
い
て
い
た
ピ
ン
を
手
に
す
る
）

敵
の
奴
、
き
あ
い
つ
で
も
や
っ
て
来
い
。

．
…
：
私
し
ゃ
…
…
（
あ
ば
ら
屋
に
気
づ
き
な
が
ら
）

た
ち
は
安
全
な
場
所
に
か
く
れ
よ
う
…
…
。
木
の
上
に
で
も
？

あ
あ
！
そ
う
き
、
そ
れ
は
お
あ
つ
ら
え
む
き
だ
。
高
い
あ
ま
り
高
く
な
い
し
、
そ
こ
な
ら
も
っ
と
く
つ
ろ
げ
る
。
俺
た
ち
の
食
糧
を
み
ん
な
運
ぼ
う
。
（
コ
ラ
は
地
べ

さ
よ
う
！
も
し
俺
様
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
、
熊
の
奴
が
木
に
よ
じ
登
る
と
し
た
ら
、
俺
様
は
疲
労
で
参
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
も
し
俺
様
に
足
が
な
か
っ
た
な
ら

第
六
の
小
ア
リ
ア

俺
を
苦
し
め
て
い
る
恐
怖
を
追
い
払
お
う
。
す
ば
ら
し
い
リ
キ
ュ
ー
ル
上
俺
を
慰
め
て
お
く
れ
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
ブ
ド
ウ
酒
を
つ
ご
う
の
よ
い
と
き
に
欲
べ
ば
、
す
べ

て
の
苦
し
み
の
治
療
薬
と
な
る
。
そ
れ
は
悩
み
ご
と
の
解
毒
済
で
あ
る
。
ブ
ド
ウ
酒
に
よ
り
、
俺
は
元
気
を
取
り
も
ど
し
、
陽
気
に
な
る
の
だ
。

｜
杯
や
る
と
、
王
様
の
百
倍
も
し
あ
わ
せ
に
な
っ
た
気
が
す
る
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
ブ
ド
ウ
酒
を
つ
ご
う
の
よ
い
と
き
に
欲
べ
ば
、
す
べ
て
の
苦
し
み
の
治
療
薬
と
な
る
。

（
か
れ
は
眠
り
込
ん
だ
酔
払
い
の
口
調
で
も
ぐ
も
ぐ
い
う
）

話
相
手
を
み
つ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
（
コ
ラ
は
木
を
よ
じ
登
っ
て
行
く
）
食
物
は
固
形
か
な
？
（
石
が
落
ち
て
く
る
）
そ
れ
ほ

5６（93） 



何
て
あ
た
し
は
不
幸
な
女
な
ん
で
し
ょ
う
！
…
…
お
母
さ
ん
…
…
ね
え
！
お
母
さ
ん
：
：
：
母
は
こ
の
こ
と
を
何
て
い
う
か
し
ら
？
：
：
：
あ
た
し
に
は
家
に
戻
る
勇
気
は

な
い
わ
。

ペ
ル
レ
ッ
ー
卜

第
七
の
小
ア
リ
ア

コ
ラ
は
あ
ば
ら
家
の
上
に
い
る
。
ペ
ル
レ
ッ
ト
は
泣
き
な
が
ら
、
そ
し
て
壷
の
取
っ
手
を
手
で
つ
か
み
な
が
ら
。

さ
ら
ば
ひ
な
よ
、
さ
ら
ば
若
い
雌
鳥
よ
・
さ
ら
ば
わ
た
し
の
雌
牛
と
子
牛
よ
・
さ
ら
ば
雄
牛
よ
、
さ
ら
ば
子
ヤ
ギ
よ
・
さ
ら
ば
い
と
し
い
わ
た
し
の
牝
羊
よ
、
運
の
な
い
、
い
と

し
い
不
幸
者
た
ち
よ
。
お
前
た
ち
は
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
前
に
亡
く
な
っ
た
の
だ
。

ギ
ョ
が
い
る
。
あ
の
人
に
た
ち
ま
ち
か
ら
か
わ
れ
る
わ
。
あ
の
人
に
姿
を
み
ら
れ
た
ら
、
仕
返
し
を
さ
れ
る
わ
…
…
け
れ
ど
…
…
と
て
も
落
着
き
が
な
い
み
た
い
！
…
…
様
子
か

ら
腹
を
立
て
て
い
る
よ
う
ね
。
…
…
き
っ
と
何
か
不
幸
な
こ
と
が
起
っ
た
の
ね
。
事
の
次
第
を
知
る
た
め
に
、
こ
こ
に
身
を
隠
く
す
と
し
ま
し
ょ
う
。

か
ま
ち

（
彼
女
は
枢
の
う
し
ろ
に
身
を
隠
す
）

た
の
は
取
っ
手
だ
け
で
あ
る
。

あ
あ
、
残
念
！
ミ
ル
ク
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
わ
。
あ
あ
Ｉ
ペ
ル
レ
ッ
ト
、
か
わ
い
そ
う
な
ペ
ル
レ
ッ
ト
、
大
切
な
ミ
ル
ク
が
入
っ
た
壷
、
大
事
な
ミ
ル
ク
が
入
っ
た
壷
。

ペ
ル
レ
ッ
ト
は
、
ミ
ル
ク
を
売
っ
て
財
を
な
せ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。

彼
女
は
ミ
ル
ク
が
入
っ
た
壷
を
こ
わ
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
は
か
な
い
望
み
、
そ
の
望
み
に
わ
た
し
の
心
は
ゆ
れ
動
い
た
。
ミ
ル
ク
が
入
っ
た
壷
と
い
え
ば
、
わ
た
し
に
残
さ
れ

第
八
場

第
九
場
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あ
え
て
（
死
ぬ
の
を
）
早
ま
る
こ
と
は
な
い
。

俺
は
す
っ
か
り
息
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
力
は
尽
き
た
。
犬
の
仕
事
だ
！
畜
生
、
熊
の
奴
！
俺
は
も
う
ぼ
ろ
ぼ
ろ
だ
。
俺
様
の
足
と
ポ
ロ
服
を
半
分
ず
つ
、
や

ぶ
の
中
を
通
り
抜
け
る
と
き
置
い
て
き
た
。
：
：
：
．
う
よ
！
お
ー
い
、
．
う
よ
！
あ
あ
！
あ
い
つ
は
熊
の
奴
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
な
。
熊
野
郎
は
犬
ま
で

食
つ
ち
ま
う
か
ら
、
俺
を
も
食
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
奴
は
悪
魔
ま
で
食
べ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
…
…

も
う
お
し
ま
い
だ
。
俺
に
は
も
う
余
力
が
な
い
か
ら
、
死
ぬ
に
き
ま
っ
て
い
る
…
…
い
っ
た
い
！
俺
は
こ
の
世
で
何
を
し
て
い
る
の
か
？
：
：
：
き
っ
と
、
程
な
く
飢
え

死
に
す
る
は
ず
で
は
？
手
っ
取
り
早
い
方
法
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
飢
え
死
に
な
ん
て
！
…
…

あ
あ
！
俺
は
い
ま
頭
が
か
っ
か
し
て
い
る
か
ら
、
も
し
俺
に
銃
が
あ
れ
ば
。
弾
薬
帯
は
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
ま
し
と
い
う
も
の
だ
が
：
…
．
。
さ
あ
、
さ
あ
、

ギ
ョ（
か
れ
は
枢
の
上
の
部
分
の
木
材
を
つ
か
ん
で
、
そ
れ
を
あ
ば
ら
屋
の
中
に
ぐ
い
ぐ
い
押
し
込
も
う
と
す
る
。
か
れ
の
一
撃
で
、
壁
が
落
ち
て
く
る
。
コ
ラ
は
上
で
寝
て

い
る
。
）

コ
ー
プ

俺
は
こ
な
ご
な
だ
…
・
・
・

俺
を
助
け
て
お
く
れ
…
…
（
ア
ン
コ
ー
ル
）

呪
わ
れ
た
家
よ
！

俺
を
支
え
て
お
く
れ
…
…

俺
は
落
ち
る
、
落
ち
る
…
…

お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！

三
重
唱

コ
ラ
は
眠
り
込
ん
で
い
る
。
ペ
ル
レ
ッ
ト
は
姿
を
か
く
し
て
い
る
。
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ペ
ル
レ
ツ
ｌ
ｒ

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ッ
ト
ー

何
と
し
た
こ
と
か
し
ら
！
あ
ば
ら
屋
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
と
わ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！

あ
ば
ら
屋
は
、
崩
れ
て
し
ま
っ
た
わ
。
か
れ
は
死
を
望
ん
で
い
る
の
だ
わ
。
あ
の
人
は
軽
い
け
が
に
も
我
慢
で
き
な
い
わ
。
（
彼
女
は
笑
う
）

ひ
っ
ひ
つ
、
ひ
い
ひ
い
。
ひ
っ
ひ
つ
、
ひ
い
ひ
い
。
あ
あ
！
気
の
毒
人
た
ち
よ
。
心
か
ら
同
情
す
る
わ
。

ロ
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！

何
ん
と
痛
ま
し
い
哀
し
み
か
！

呪
わ
れ
た
ぼ
ろ
家
よ
！

俺
は
傷
つ
い
て
い
る
！

俺
の
腕
は
へ
し
折
れ
た
！

お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
Ｉ
。
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
…
…

俺
を
支
え
て
お
く
れ
…
…
（
ア
ン
コ
ー
ル
）

あ
ば
ら
屋
が
、
あ
ば
ら
屋
が
俺
の
体
の
う
え
に
崩
れ
て
く
る
。

何
ん
と
痛
ま
し
い
哀
し
み
か
！

俺
は
傷
つ
い
て
い
る
…
…

Ｃ
Ｏ
０
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｄ
●
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！

（
か
れ
は
泣
い
て
い
る
）
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俺
の
情
け
な
い
五
十
フ
ラ
ン
よ
！

ギ
ョ 壷
は
こ
わ
れ
て
ら
あ
！
こ
れ
で
わ
れ
わ
れ
は
対
等
だ
。
お
嬢
さ
ん
は
何
も
も
っ
て
い
な
い
し
、
わ
た
し
も
何
も
持
っ
て
い
な
い
か
ら
。
そ
う
さ
・
破
片
を
い
っ
し
ょ
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
た
ぶ
ん
、
か
け
ら
を
用
い
て
何
か
つ
く
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ギ
ョ

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ッ
ト
は
、
壷
の
破
片
を
拾
い
あ
つ
め
な
が
ら
。

ほ
ら
、
破
片
を
…
…

。

俺
の
情
な
い
五
十
フ
ラ
ン
よ
。

ギ
ョ
は
、
ペ
ル
レ
ッ
ト
に
い
う
。

あ
た
し
の
羊
で
す
っ
て
？
羊
は
遠
い
所
に
い
る
の
で
す
…
…
。
ほ
ら
、
ギ
ョ
さ
ん
…
…
。
あ
た
し
は
も
う
あ
な
た
以
上
に
運
の
よ
い
女
で
は
な
い
の
で
す
。
あ
た
し
の

ミ
ル
ク
の
入
っ
た
壷
と
き
た
ら
…
…
。

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ッ
ト
は
、
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
。

て
わ
た
し
と
結
婚
し
て
下
さ
い
。

コ
ー
プ

コ
ー
プ

え
？
い
や
は
や
。

貧
し
い
、
か
わ
い
そ
う
な
男
を
ふ
び
ん
と
思
っ
て
下
さ
い
。
お
役
に
立
て
る
こ
と
と
い
え
ば
、
お
嬢
さ
ん
の
羊
の
世
話
を
す
る
こ
と
位
で
す
が
、
ど
う
か
ふ
び
ん
と
思
っ

あ
Ｉ
ら
、
ギ
ョ
さ
ん
。
あ
な
た
の
財
産
と
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
？

ペ
ル
レ
ッ
ト
さ
ん
、
見
て
の
通
り
、
う
ま
く
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
首
を
つ
っ
て
死
ぬ
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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ギ
ョ

ギ
ョ ペ
ル
レ
ッ
ト
さ
ん
！
あ
な
た
は
旨

提
案
に
腹
を
立
て
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ッ
爪
‐

コ
ー
プ誰
の
こ
と
だ
っ
て
？

コ
ー
プ

コ
ー
プそ
う
な
ん
で
す
。
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
そ
れ
は
。

何
だ
っ
て
お
前
は
、
他
人
の
こ
と
に
口
出
し
す
る
の
か
？
わ
れ
わ
れ
に
構
わ
な
い
で
、
ほ
っ
と
い
て
く
れ
な
い
か
。

そ
の
あ
る
人
と
は
誰
の
こ
と
か
？
お
前
と
い
う
男
は
い
つ
も
で
た
ら
め
話
を
す
る
か
ら
な
ぁ
。

つ
い
さ
っ
き
、
俺
に
教
え
て
く
れ
た
人
は
、
う
そ
を
つ
い
た
こ
と
の
な
い
某
だ
。

．
う
よ
、
黙
れ
っ
た
ら
。
お
前
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
嘆
い
て
い
や
が
る
。
（
ペ
ル
レ
ッ
ト
に
向
っ
て
）

ベ
ル
レ
ッ
ト
さ
ん
！
あ
な
た
は
何
も
も
の
を
い
わ
な
い
が
。
ほ
ら
、
わ
か
り
ま
す
か
？
わ
た
し
は
善
良
な
悪
魔
で
す
。
提
案
を
受
け
入
れ
て
下
さ
い
。
そ
の
よ
う
な

ア
リ
ア

か
ら

君
を
幸
せ
に
す
る
と
い
う
約
束
を
当
て
に
し
て
い
た
け
れ
ど
、
あ
な
た
の
允
二
約
束
で
し
た
。
け
れ
ど
、
不
幸
に
し
て
、
希
望
と
い
う
も
の
は
当
て
に
な
ら
ぬ
も
の
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
か
か
る
運
だ
め
し
は
、
有
害
で
す
。
急
い
で
相
手
を
え
ら
ぶ
す
べ
て
の
恋
人
は
、
い
ず
れ
自
分
の
過
ち
に
気
づ
く
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
お
客
の
前
で
正
し

い
勘
定
を
し
て
見
せ
な
い
と
、
結
局
二
度
も
勘
定
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
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ギ
ョ

ギ
ョ

ペ
ル
レ
ッ
１
ｒ

コ
ー
プ

コ
ー
プ

コ
ー
プ

あ
あ
、
あ
あ
！
い
つ
ま
で
も
記
憶
に
残
る
よ
う
な
話
さ
・

え
え
っ
と
、
冗
談
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
そ
ん
な
お
か
し
な
事
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

熊
だ
っ
て
！
熊
の
奴
、
お
前
と
口
を
き
い
た
の
か
？
ま
た
ま
た
面
倒
な
こ
と
が
起
っ
た
。

そ
う
な
ん
だ
。
そ
う
な
ん
だ
。
熊
の
奴
、
さ
っ
き
俺
様
と
口
を
き
い
た
ん
だ
。
熊
の
奴
、
今
し
が
た
俺
に
こ
っ
そ
り
耳
打
ち
し
て
く
れ
た
の
ざ
。

熊
の
こ
と
だ
。

さ
よ
う
。

い
い
話
な
ん
だ
ろ
う
な
！
熊
の
奴
、
お
前
に
ど
ん
な
話
を
し
た
の
だ
？

第
八
の
軽
喜
劇

あ
の
場
に
い
て
、
心
底
か
ら
こ
わ
く
な
っ
て
い
た
。
き
ょ
う
だ
け
は
、
お
前
を
ゆ
る
し
て
や
ろ
う
、
と
熊
か
ら
い
わ
れ
た
。
こ
わ
が
る
こ
と
は
な
い
の
だ
と
。

お
前
の
仲
間
に
い
う
が
い
い
、
高
望
み
に
は
い
つ
も
裏
切
ら
れ
る
と
。
そ
し
て
し
と
め
た
熊
の
皮
な
ん
ぞ
売
ら
な
い
よ
う
に
と
。

か
く
し
て
運
命
は
、
し
ば
し
わ
れ
を
あ
や
し
、
そ
の
あ
と
び
っ
く
り
仰
天
さ
せ
る
。
熊
は
ま
ち
が
っ
て
は
い
な
い
の
だ
。

コ
ー
ラ
ス

5０（99） 



す
で
に
借
金
の
返
済
を
し
ま
し
た
。

ペ
ル
レ
ッ
ト

夫
と
い
う
の
は
み
ず
か
ら
の
幸
福
を
、
も
っ
と
も
き
び
し
い
美
徳
の
上
に
築
く
の
で
す
。
夫
は
じ
ぶ
ん
の
妻
が
、
大
切
な
名
誉
よ
り
も
偽
り
の
逸
楽
の
ほ
う
が
好
き
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
哀
れ
な
夫
ら
よ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
分
か
ろ
う
と
す
る
の
を
お
よ
し
な
さ
い
。

恋
人
は
心
を
と
ら
え
ら
れ
、
頭
を
め
ぐ
ら
す
。
運
悪
く
、
壷
に
入
れ
た
ミ
ル
ク
が
流
れ
出
る
。

貧
し
い
作
家
は
、
じ
ぶ
ん
の
仕
事
の
産
物
に
対
し
て
、
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
を
当
て
に
し
て
い
ま
す
。
か
れ
は
大
勢
の
、
欲
の
皮
の
張
っ
た
借
金
取
り
に
対
し
て
、

を
笑
い
た
い
。

ギ
ョお
互
い
か
ら
か
う
こ
と
を
や
め
て
、
め
い
め
い
我
が
家
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
あ
た
し
の
計
画
は
、
あ
な
た
の
計
画
よ
り
ず
っ
と
す
ぐ
れ
た
も
の
だ
が
、
同
じ
よ
う
に
ふ
い

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
た
し
の
計
画
か
ら
生
れ
た
も
の
と
い
え
ば
、
澄
ん
だ
水
だ
け
な
の
で
す
。

高
望
み
に
は
、
い
つ
も
裏
切
ら
れ
ま
す
。
し
と
め
た
熊
の
皮
な
ん
ぞ
、
売
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ペ
ル
レ
ッ
Ｉ
ｒ

コ
ー
プ

欲
深
い
グ
ミ
は
、
豊
か
な
遺
産
を
う
け
継
げ
る
こ
と
を
と
っ
く
に
当
て
に
し
て
い
る
。
か
れ
は
す
ば
や
く
身
な
り
、
宝
石
、
衣
装
な
ど
を
と
と
の
え
る
。

医
師
は
い
じ
わ
る
で
も
、
老
い
た
祖
父
の
命
を
救
っ
た
。
し
と
め
た
熊
の
皮
な
ん
ぞ
、
当
て
に
し
て
は
だ
め
だ
。

俺
た
ち
は
も
う
け
話
を
ふ
い
に
し
た
が
《
態
度
を
き
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
学
ん
だ
教
訓
を
け
っ
し
て
忘
れ
た
く
な
い
も
の
だ
。

さ
よ
う
な
ら
、
か
わ
い
い
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
さ
ん
よ
。
さ
あ
、
熊
の
贈
物
を
お
笑
い
な
さ
い
。
わ
た
し
と
し
て
は
、
地
面
の
う
へ
に
こ
ぼ
れ
た
壷
に
入
っ
て
い
た
ミ
ル
ク

陰
謀
家
は
、
赤
貧
の
中
で
、
数
々
の
計
画
を
立
て
る
。
そ
の
者
は
フ
ラ
ン
ス
を
富
ま
せ
る
た
め
に
、
国
全
体
を
海
港
に
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
取
引
か
ら
あ
が
る
利
益
を
抵

当
に
、
か
れ
は
借
金
を
し
、
掛
け
売
り
を
す
る
。
け
れ
ど
あ
る
朝
、
す
べ
て
が
終
わ
る
の
で
あ
る
。
壷
に
入
れ
た
ミ
ル
ク
が
地
べ
た
の
上
に
流
れ
出
る
。

ノ
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け
。
れ
ど
宝
物
は
、
床
の
穴
の
中
に
す
が
た
を
消
し
て
行
く
の
で
す
。
か
け
ら
は
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
そ
の
と
き
壷
の
中
の
ミ
ル
ク
が
地
面
の
う
へ
に
流
れ
出
る
の
で
す
。

完

4８（101） 


